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｜
、
は
じ
め
に

私
は
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
図
書
館
の
古
書
中
に
、
福
沢
諭
吉
翻

訳
「
牛
痘
再
種
之
説
」
を
発
見
し
た
の
で
こ
こ
に
報
告
す
る
。
同
館

に
は
石
崎
及
び
高
田
蔵
書
印
の
あ
る
医
書
が
多
い
。
表
題
の
も
の
も

写
本
で
は
あ
る
が
、
両
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
順
天
堂

に
関
係
の
あ
っ
た
石
崎
濤
平
氏
の
（
お
そ
ら
く
石
崎
氏
自
身
が
写
し
た
）

蔵
書
が
高
田
氏
に
譲
渡
さ
れ
、
そ
の
一
族
か
ら
昭
和
二
十
三
年
十
二

月
、
開
校
後
間
も
な
い
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
（
当
時
の
横
浜
医
専
）

に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
明
治
初
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、

・
一
、
製
煉
薬
経
験

二
、
牛
痘
再
種
之
説

福
沢
諭
吉
の
「
牛
痘
再
種
之
説
」

詞
①
ぐ
四
８
国
色
言
）
ご
弓
彦
①
○
昌
幽
脆
釣
冒
里
野
国
巴
言
ｏ
ｘ
弓
国
ご
婆
胃
角
］
一
芝
昌
巨
固
の
三
両
匡
丙
巨
鬮
言
“

足

、
門
○
ゆ
ず
胃
）
（
〕
弄
四
斥
一

全
文
を
次
に
掲
げ
る
。
句
読
点
、
濁
点
、
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
が
加

筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

牛
痘
再
種
之
説

福
沢
諭
吉
訳

種
痘
ノ
始
メ
テ
行
ハ
レ
シ
時
〈
、
之
ヲ
称
誉
ス
ル
者
ノ
説
二
、
一
度

三
、
順
天
堂
製
薬
経
験

四
、
銃
瘡
経
験

の
四
項
目
か
ら
成
っ
て
い
る
。
一
、
三
、
ば
順
天
堂
製
薬
関
係
で

あ
り
、
四
は
、
「
左
ノ
病
症
奥
羽
朝
敵
ノ
節
、
戦
争
一
一
テ
銃
瘡
経
験

書
進
兄
（
佐
藤
進
）
記
之
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

二
、
そ
の
全
文

大
滝

紀

雄
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ピ
種
痘
ヲ
行
へ
（
生
涯
天
然
痘
二
罹
ル
ノ
患
ナ
シ
ト
テ
、
此
説
ヲ
信

ズ
ル
者
多
カ
リ
シ
ガ
、
爾
後
経
験
二
拠
テ
之
ヲ
観
レ
バ
必
ズ
シ
モ
然

ラ
ズ
。
牛
痘
ヲ
種
ヘ
テ
十
分
二
効
ヲ
奏
シ
タ
ル
者
モ
時
日
ヲ
経
ル
ー

従
テ
再
（
ピ
）
天
然
痘
二
罹
ル
コ
ト
ァ
リ
。
固
ヨ
リ
再
患
ノ
時
ハ
痘

ノ
趣
ヲ
変
ジ
経
過
速
力
ニ
シ
テ
病
症
軽
キ
ヲ
常
ト
ス
ト
錐
モ
、
或
ハ

之
二
由
テ
蕊
ル
ル
者
ナ
キ
’
一
非
ズ
。
故
二
種
痘
ヲ
以
テ
天
然
痘
ヲ
防

グ
ベ
キ
功
（
効
）
カ
ノ
軽
重
ヲ
論
ズ
ル
ハ
、
大
緊
要
ナ
リ
。
再
思
ノ

患
者
ヲ
経
験
ス
ル
ニ
、
種
痘
ノ
后
久
シ
ク
年
ヲ
経
ダ
ル
者
多
シ
。
之

二
由
テ
考
フ
レ
バ
種
痘
ノ
功
力
ハ
時
ヲ
経
ル
ー
従
テ
消
滅
ス
ル
ニ
似

タ
リ
。
然
し
ド
モ
其
ノ
時
限
ノ
長
短
ハ
人
之
ノ
天
資
二
存
ス
レ
バ
得

テ
定
ム
可
キ
ー
非
ズ
。
天
然
痘
終
リ
シ
者
ト
錐
モ
或
ハ
再
感
ス
ル
者

ア
リ
。
種
痘
ノ
功
カ
モ
之
二
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
一
回
ノ
功
力
生
涯

ヲ
保
シ
者
ア
リ
。
或
ハ
再
感
二
碓
ナ
ク
（
姥
レ
ズ
）
シ
テ
第
三
感
二

蕊
ル
ル
者
ア
リ
。
一
般
ノ
説
二
防
痘
ノ
功
力
ヲ
消
滅
ス
ル
期
ハ
男
女

嫁
婆
年
純
（
頃
）
二
及
ピ
、
体
格
ヲ
一
変
ス
ル
時
ニ
在
リ
ト
云
う
。

右
ノ
故
ヲ
以
テ
牛
痘
ノ
功
力
ヲ
存
ス
ル
ト
否
ト
ヲ
試
ム
ル
術
ナ
リ
。

一
回
之
ヲ
試
ミ
テ
功
ナ
キ
者
ハ
尚
註
（
注
）
意
シ
テ
ニ
回
ヲ
試
ム
ベ

シ
。
千
八
百
四
十
八
年
普
魯
士
ノ
兵
卒
二
万
八
千
八
百
九
十
九
人
牛

痘
ヲ
再
種
セ
ン
ト
シ
、
其
人
々
験
（
検
）
査
セ
シ
ニ
皆
ナ
且
ツ
テ
種

痘
ヲ
経
ダ
ル
者
ナ
レ
ド
モ
、
其
内
六
千
三
百
七
十
三
人
ハ
痘
ノ
痕
跡

既
二
消
滅
シ
テ
分
明
ナ
ラ
ズ
。
此
惣
（
総
）
人
員
ハ
再
種
シ
一
万
六

千
八
百
二
十
六
人
全
ク
水
泡
ヲ
発
シ
、
四
千
四
百
四
人
ハ
泡
ヲ
発
シ

テ
全
カ
ラ
ズ
。
七
千
七
百
五
十
三
人
ハ
効
ヲ
兄
ズ
。
即
チ
又
此
ノ
七

千
七
百
五
十
三
人
ハ
再
ビ
試
ミ
タ
ル
ニ
泡
ヲ
発
ス
ル
モ
ノ
千
五
百
七

十
九
人
ヲ
見
タ
リ
。
前
年
ヨ
リ
普
魯
士
ニ
テ
再
種
ヲ
試
ミ
タ
ル
兵
卒

ノ
内
二
、
天
然
ノ
風
痘
ヲ
患
ヒ
タ
ル
者
ハ
僅
力
’
二
二
人
ニ
シ
テ
真

痘
ヲ
感
ジ
タ
ル
者
絶
テ
ナ
シ
。
然
ル
ー
新
募
兵
ノ
未
ダ
再
種
セ
ザ
ル

者
、
及
ビ
再
種
（
シ
）
テ
効
験
ナ
カ
リ
シ
者
ノ
内
ニ
ハ
、
風
痘
ヲ
感

ジ
タ
ル
者
七
人
ア
リ
シ
ト
云
う
。
抑
種
痘
ノ
功
徳
ヲ
知
ラ
ン
’
一
ハ
、

病
者
死
亡
ノ
数
ヲ
計
（
ラ
）
、
ハ
之
ヲ
比
軽
（
較
）
シ
テ
其
至
大
ナ
ル

ヲ
見
ル
ベ
シ
。
英
国
二
於
テ
千
七
百
年
代
ノ
（
中
）
央
ヨ
リ
末
二
至

ル
迄
病
死
千
人
ノ
内
二
痘
二
死
ス
ル
モ
ノ
九
十
六
人
ナ
リ
シ
者
、
千

八
百
年
代
ノ
初
ョ
リ
其
（
中
）
央
二
至
リ
テ
ハ
、
病
死
千
人
ノ
内
痘

二
死
ス
ル
三
十
五
人
ノ
割
合
ト
為
し
り
。
都
（
従
）
テ
痘
二
罹
リ
テ

死
ス
ル
者
ノ
数
ハ
其
国
二
種
痘
ノ
施
行
盛
（
ン
ナ
）
ル
ト
否
ト
ー
由

テ
多
寡
ア
リ
。
千
八
百
五
十
三
年
ノ
頃
「
エ
ワ
ラ
ン
ト
」
及
ピ
「
ウ

ォ
ー
ル
」
二
於
テ
痘
二
死
ス
ル
者
ト
他
ノ
病
二
死
ス
ル
者
卜
其
数
ヲ

比
較
ス
ル
’
一
、
二
十
一
人
九
分
卜
千
人
ト
ノ
如
シ
。
言
ン
ド
ン
」

二
於
テ
ハ
十
九
人
ト
千
人
ト
ノ
如
シ
。
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
二
於
テ

ハ
種
痘
ノ
行
ハ
ル
ル
コ
ト
盛
ナ
ラ
ズ
シ
テ
死
者
ノ
割
合
四
十
九
人
ト
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本
文
の
要
旨
は
「
種
痘
の
効
力
は
時
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
消
滅
す

る
ら
し
い
」
と
い
う
点
に
あ
る
。
本
文
の
翻
訳
は
ジ
ェ
ン
ナ
ー
に
よ

り
種
痘
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
七
十
余
年
を
経
過
し
て
い
る
が
痘
瘡
死

が
全
死
亡
例
の
二
％
も
あ
っ
た
当
時
と
し
て
は
、
此
の
説
は
新
ら
し

い
考
え
方
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
百
年
後
の
今
日
種
痘
の
有
効
期
限

は
大
体
四
年
と
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
み
て
も
、
か
な
り
正
確
な
説
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
当
時
の
牛
痘
ワ
ク
チ
ン
の
製
法
が
幼
稚
で

あ
っ
た
た
め
、
不
良
痘
苗
が
か
な
り
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

次
の
布
告
は
そ
の
間
の
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
。

明
治
十
三
年
九
月
内
務
省
乙
第
三
拾
六
号
附
録

種
痘
施
術
心
得

第
五
種
痘
ノ
注
意

第
十
四
条
初
種
ノ
不
善
感
ハ
痘
苗
ノ
不
良
ナ
ル
カ
或
ハ
其
人
一

時
ノ
不
感
性
ヲ
有
セ
ル
ニ
因
ル
者
ナ
ル
カ
故
更
二
三
四
週
ノ
後
善
良

ナ
ル
痘
苗
ヲ
撰
ヒ
テ
再
上
接
種
ス
ヘ
シ

千
人
ト
ノ
如
シ
。
其
他
欧
羅
巴
ノ
諸
国
ニ
テ
モ
皆
此
ノ
比
較
二
従
テ
、

種
痘
ノ
盛
二
行
ル
処
ハ
痘
二
死
ス
ル
者
必
ズ
少
シ
。

明
（
治
）
三
年
午
五
月
雛
訳

三
、
内
容
に
つ
い
て

福
沢
諭
吉
が
医
学
に
深
い
関
心
を
も
ち
、
多
数
の
医
学
者
と
親
交

を
結
ん
で
い
た
事
実
は
彼
の
経
歴
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
一

八
五
五
年
（
安
政
二
年
）
に
大
阪
の
緒
方
塾
に
入
り
、
多
数
の
医
学

生
と
交
り
、
蘭
書
を
翻
訳
し
、
二
年
後
に
は
塾
長
を
勤
め
た
。
ま
た

一
八
七
三
年
（
明
治
六
年
）
か
ら
一
八
八
○
年
（
明
治
十
三
年
）
ま
で

三
田
の
慶
応
義
塾
の
敷
地
内
に
慶
応
義
塾
医
学
所
が
建
て
ら
れ
、
ア

メ
リ
カ
式
医
学
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
福
沢
諭
吉
個
人
の
出
資
で

建
て
ら
れ
、
校
長
は
松
山
棟
庵
で
あ
っ
た
。
慈
恵
医
大
の
前
身
成
医

会
の
結
成
さ
れ
る
直
前
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
医
学
一
辺
倒
の
中
で
、
米

英
系
の
医
学
教
育
は
特
徴
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

諭
吉
に
は
お
び
た
だ
し
い
数
の
思
想
、
経
済
、
学
術
、
教
育
関
係

の
文
献
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
医
学
に
関
す
る
も
の
は
通
俗
医
学
を

除
い
て
極
め
て
少
な
い
。
そ
れ
ら
を
通
読
し
て
感
ず
る
こ
と
は
、
自

分
は
医
者
で
は
な
い
か
ら
、
医
学
に
関
し
て
は
そ
の
道
の
専
問
家
に

委
せ
る
と
い
う
傍
観
者
的
態
度
を
終
始
一
貫
し
て
保
持
し
て
い
る
。

福
沢
諭
吉
全
集
十
巻
（
大
正
十
五
年
版
）
同
続
編
七
巻
（
昭
和
八
年

版
）
、
福
沢
諭
吉
選
集
（
昭
和
二
十
六
年
版
）
、
福
沢
諭
吉
教
育
関
係
文

献
索
引
（
慶
応
義
塾
永
沢
邦
男
著
昭
和
三
十
年
版
）
等
を
参
考
に
し
て
医

四
、
諭
吉
と
医
学
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学
に
関
す
る
文
献
を
挙
げ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

生
理
、
衛
生
に
関
す
る
も
の
・
・
・
・
・
…
・
九
編

医
事
規
則
等
に
関
す
る
も
の
・
・
・
…
…
五
編

漢
方
医
の
批
判
…
…
…
・
…
：
…
…
…
四
編

売
薬
に
関
す
る
も
の
．
：
…
：
…
・
…
。
：
七
編

遺
伝
に
関
す
る
も
の
：
…
…
…
…
…
・
三
編

コ
レ
ラ
に
関
す
る
も
の
：
…
・
…
・
…
・
・
四
編

其
他
：
…
：
．
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
十
数
編

其
他
の
中
に
は
「
大
槻
磐
水
先
生
五
十
回
追
遠
の
文
」
「
杉
田
成

卿
先
生
の
祭
典
に
付
」
「
蘭
学
事
始
再
版
の
序
」
等
が
含
ま
れ
て
い

ラ
（
》
Ｏ

諭
吉
の
医
学
関
係
文
献
の
性
格
を
総
括
的
に
い
う
な
ら
ば
、
そ
の

殆
ど
全
部
は
通
俗
医
学
な
い
し
医
史
学
的
な
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

＊
勺
１

種
痘
に
関
す
る
も
の
で
は
「
医
術
の
新
発
明
」
な
ど
で
わ
ず
か
に

＊
ワ
】

言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
い
て
は
、
「
種
痘
の
発
明
」
が
一
編
だ

け
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
八
九
六
年
（
明
治
二
十
九
年
）
五
月
十
四
日

に
書
か
れ
た
も
の
で
、
丁
度
百
年
前
の
同
月
同
日
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
、

牛
痘
を
人
体
に
試
み
た
日
で
あ
り
、
「
ジ
ェ
ン
ナ
ー
先
生
の
大
功
徳

を
紀
念
し
て
報
恩
の
誠
意
を
表
し
た
」
文
章
で
あ
る
。

明
治
三
年
午
は
諭
吉
が
三
十
七
才
で
あ
り
、
五
月
に
か
な
り
重
症

な
腸
チ
フ
ス
に
罹
っ
て
い
る
。
従
っ
て
罹
病
直
前
の
翻
訳
で
あ
ろ
う
。

原
書
の
書
か
れ
た
年
代
は
一
八
五
三
年
か
ら
一
八
七
○
年
の
間
で
あ

る
事
が
分
る
。
著
書
お
よ
び
著
者
名
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

原
典
出
所
が
判
明
し
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

翻
訳
の
内
客
に
は
英
国
の
地
名
が
多
く
、
ま
た
諭
吉
は
二
十
六
才

を
境
と
し
て
、
蘭
学
よ
り
英
学
に
重
点
を
移
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

原
著
は
英
語
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

未
公
開
の
福
沢
諭
吉
の
医
学
的
文
献
を
紹
介
し
た
。
翻
訳
で
は
あ

る
が
、
通
俗
的
な
い
し
教
訓
的
で
な
く
、
学
術
的
な
点
が
特
異
で
あ

り
、
貴
重
な
一
文
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

内
容
は
当
時
と
し
て
は
、
新
説
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
彼
の
啓
蒙

的
な
性
格
が
、
あ
え
て
本
文
の
翻
訳
を
さ
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

＊
１
福
沢
諭
吉
全
集
続
篇
第
三
巻

＊
２
福
沢
諭
吉
全
集
正
篇
第
十
巻
五
七
頁

本
稿
の
内
容
は
日
本
医
史
学
会
の
七
月
例
会
で
報
告
し
た

六
、

結

五
、
翻
訳
の
時
期
と
出
所

語
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SUmmary

Lately l found, at theLibraryof theMedical

DepartmentinYokohamaCityCollege,anunpublished

essayof <<RevaccinationTheoryagainst Smallpox,，

translatedbyYukichiFukuzawainMayl870.

Accordingtoit, intheearlydaysofvaccination,

peoplebelieved that once vaccinated, onewould

neversufferfromsmallpox・ However after several

experiences, itwas ascertained that thepreventive

powerofvaccinationdiedawayas thedayspassed

by・ Inl848revaccinationwasgivento28,899PrusSian

soldiers, allofwhomhadbeenoncevaCcinated.16,826

amongthemwererenderedimmune,while4,404were

onlypustulated,and7,753were inefficacious.When

those7,753werevaccinatedforthethirdtime, 1,579

became immune．It isalsoreported thatthedeath

ratefromsmallpoxinsomepartsofLondon,Ireland,

etc.was lowbecausevaccinationwas oftengiven
更.

there.Inconclusion, theauthorsaysthatvaccination

isanexcellentmeasurebut itdoesnot last tothe

endofone'slife.

Toourregrettheoriginal text isnot foundyetand

itsauthor'snameisunknown.

YukichiFukuzawawasagreatthinkerandeducator

inJapan,whofoundedKeioUniversity.Withallhis

works, hewrotelittleaboutmedicine, ashewasnot

adoctor. Thetranslationof 《《RevaccinationTheorv

againstSmallpox"maybeararedocument.

（
ぬ
）

中
の
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本
邦
痘
瘡
史
に
関
し
て
は
数
限
り
の
な
い
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
私
は
今
回
、
こ
れ
ら
痘
瘡
史
に
加
わ
る
貴
重
な
壱
冊
、
題
し
て

「
引
痘
夜
話
」
（
う
え
は
う
そ
う
・
よ
ば
な
し
）
の
小
冊
子
を
、
古
河
市

観
音
寺
河
口
信
広
氏
方
に
見
出
し
た
の
で
報
告
す
る
。
そ
も
そ
も

河
口
家
は
、
解
剖
学
者
河
口
信
任
を
出
し
た
土
井
侯
御
側
医
の
家
柄

で
あ
る
。
因
み
に
河
口
家
譜
は
次
の
様
に
な
る
。

河
口
良
庵
Ⅱ
房
頼
１
房
重
ｌ
信
任
ｌ
信
且
ｌ

（
春
益
）
（
了
閑
）
（
了
春
）
（
坤
奉
恥
毒
霊
）
（
公
誓
）

Ｉ
信
順
信
寛
Ⅱ

（
啼
調
）
（
杏
斉
、
枕
河
）

ｌ
信
久
Ｉ
久
雄
ｌ
信
広
Ｉ
広
一

（
久
斉
）
（
現
当
主
）

利
光
仙
庵
著
「
引
痘
夜
話
」
に
つ

○
回
目
易
三
日
詳
呂
め
ｇ
目
㎡
《
《
旨
８
国
豊
畠
〉
》
ｌ
冒
再
○
号
目
９
８
隼
届
く
肖
目
目
ご
目
Ｉ

今
回
発
見
の
「
引
痘
夜
話
」
の
末
尾
の
個
所
に
は
信
順
所
有
の

「
河
口
氏
図
書
」
の
朱
印
が
押
し
て
あ
る
。
そ
し
て
信
順
所
有
の
種

痘
書
を
調
べ
る
と

痘
瘡
治
術
、
治
痘
方
函
（
池
田
瑞
仙
著
）
自
筆
写
本

瘍
医
新
書
巻
之
三
十
二
、
接
花
痘
篇
第
十
五
（
大
槻
磐
水
著
）

痘
瘡
水
鏡
録
経
験
方
（
勢
州
橘
南
鶏
著
）
自
筆
写
本

牛
痘
略
説
（
杉
田
信
成
卿
纂
述
）
自
筆
写
本

の
四
冊
が
あ
る
の
で
、
信
順
は
か
ね
が
ね
種
痘
関
係
研
究
を
し
て
ゐ

た
事
が
判
る
。

こ
の
信
順
は
寛
政
五
年
十
二
月
二
十
一
日
（
一
七
九
三
）
古
河
に

生
れ
、
明
治
二
年
三
月
二
十
二
日
（
一
八
六
九
）
七
十
七
歳
を
以
て

古
河
に
残
し
た
。

河
口
家
留
書
帳
「
年
代
記
」
に
因
る
と

ヤ、

て

川

島
恂
二

旨
且
』
尻
間
ご
画
の
三
日
四
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文
化
九
壬
申
二
月
十
三
日
江
戸
へ
出
立

同
十
六
日
御
目
見
え
致
す

同
廿
日
古
河
着

文
化
十
癸
酉
二
月
十
七
日
跡
式
十
五
人
扶
持
下
さ
る

文
化
十
二
乙
亥
四
月
河
口
壮
也
（
信
順
の
俗
名
）
よ
り
杉
田
玄
白
え

入
門
許
可
の
奉
願
口
上
覚
え
を
藩
に
提
出

五
月
廿
四
日
信
順
江
戸
出
立

同
廿
五
日
江
戸
着

同
廿
六
日
杉
田
氏
へ
入
門

文
化
十
三
丙
子
三
月
六
日
信
順
江
戸
よ
り
中
か
帰
り
す
る

同
廿
一
日
江
戸
へ
出
立

同
廿
二
日
江
戸
着

八
月
十
六
日
信
順
熱
病
頻
り
な
る
も

八
月
下
旬
平
癒

文
化
十
四
丁
丑
七
月
廿
五
日
信
順
帰
国

信
順
俗
名
壮
也
と
云
う
処
祐
卿
と
改
む

文
政
四
辛
巳
三
月
帯
専
蔵
痘
瘡
す
る
（
器
信
順
の
弟
）

四
月
鵠
お
て
つ
痘
瘡
す
る
（
鶚
二
才
、
信
順
長
女
）

（
註
、
専
蔵
よ
り
赤
坊
に
家
族
内
伝
染
を
し
た
）
。

七
月
廿
五
日
お
多
喜
様
（
信
順
の
母
）
専
蔵
と
塩
原

え
入
湯
出
立
八
月
十
四
日
お
多
喜
様
専
蔵
入
湯
し
て

帰
る

と
し
つ
ら

文
政
七
年
甲
申
二
月
廿
二
日
器
利
位
公
御
入
郭
（
藩
公
土
井
利
位
の

事
）
麻
疹
流
行

文
政
十
丁
亥
正
月
十
一
日
信
順
御
医
師
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
試
人
扶

持
御
加
へ
。

（
此
年
解
剖
慰
霊
祭
を
行
い
正
定
寺
に
碑
を
建
つ
、
万
霊

塔
。
）

文
政
十
二
己
丑
二
月
廿
三
日
祐
卿
剃
髪

天
保
元
年
九
月
二
十
二
日
格
式
是
迄
の
通
り
御
側
医
勤
め
薬
種
料

五
枚
下
さ
る
。

天
保
九
年
九
月
十
一
日
不
調
法
に
付
御
側
医
格
御
免
（
註
、
高
野

長
英
と
交
遊
又
は
か
く
ま
っ
た
？
又
は
穏
切
支
丹
露
見
？
）

弘
化
五
年
四
月
八
日
本
成
寺
に
本
尊
三
宝
寄
進

嘉
永
三
年
河
口
藩
家
老
小
杉
監
物
輔
長
（
す
け
な
が
）
の
三
男
春

三
郎
五
歳
に
古
河
で
第
一
回
種
痘
を
行
う

（
但
し
天
保
九
年
以
后
の
分
は
、
筆
者
補
足
す
。
）

即
ち
以
上
の
年
代
記
を
辿
る
と
、
信
順
は
杉
田
玄
白
の
門
弟
と
な

り
天
真
楼
塾
で
非
常
に
勉
強
を
し
た
事
が
判
る
し
、
信
順
が
四
種
の

種
痘
書
を
有
す
る
点
も
判
る
。
又
、
天
真
楼
を
卒
え
て
帰
藩
五
年
を

（ 7 ）197



経
た
時
に
、
弟
の
専
蔵
が
河
口
家
で
痘
瘡
を
発
病
し
た
為
に
、
信
順

の
長
女
お
て
つ
二
歳
に
家
族
伝
染
を
し
た
の
で
、
河
口
家
は
大
変
に

困
惑
し
た
し
、
信
順
は
相
当
に
医
師
と
し
て
苦
労
を
し
た
事
と
思
ふ
。

斯
う
し
た
経
験
も
加
わ
っ
た
の
で
、
信
順
は
今
回
発
見
の
「
引
痘

夜
話
」
を
所
持
し
た
も
の
で
あ
る
し
、
又
、
嘉
永
三
年
に
は
古
河
で

第
一
回
種
痘
を
し
た
訳
で
あ
る
。

処
で
こ
の
「
引
痘
夜
話
」
は
、
表
紙
に
は
「
禁
売
買
」
を
刻
し
、

「
自
然
楼
蔵
版
印
」
の
朱
印
の
朱
文
字
が
大
き
く
押
さ
れ
て
ゐ
る
。

内
容
は
大
変
に
面
白
い
啓
蒙
解
説
が
明
快
に
書
か
れ
て
ゐ
る
が
、
何

処
に
も
、
著
者
名
が
見
付
か
ら
な
い
と
思
っ
た
。

そ
こ
で
、
昭
和
四
十
三
年
冬
順
天
堂
大
学
医
史
学
教
室
に
小
川
鼎

三
教
授
を
訪
ね
て
著
者
を
探
索
し
て
頂
い
た
処
、
こ
の
小
冊
子
の
末

尾
に
「
江
戸
の
本
石
町
三
つ
め
と
云
ふ
ま
ち
の
か
り
の
宿
り
に
し
た

た
め
は
べ
り
い
」
と
記
し
て
あ
る
個
所
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
突
然

小
川
教
授
は
「
そ
れ
そ
れ
何
の
そ
れ
」
と
云
い
乍
ら
立
ち
上
り
ざ
ま

に
右
手
の
拳
で
、
梢
、
前
か
が
み
に
な
っ
た
顔
の
額
を
二
三
度
ぽ
ん

ぽ
ん
と
軽
く
叩
き
乍
ら
数
歩
を
前
後
し
た
と
見
る
や
、
忽
ち
、
「
な

に
、
そ
れ
そ
れ
、
利
光
仙
庵
だ
。
お
い
露
西
亜
牛
痘
全
書
を
出
し
て

見
ろ
。
」
と
助
手
か
ら
本
を
受
取
り
ざ
ま
に
先
づ
表
紙
を
め
く
る
と
、

扉
に
、
全
く
同
じ
「
自
然
楼
蔵
版
印
」
の
朱
印
と
共
に
利
光
仙
庵

（
と
し
み
つ
・
せ
ん
あ
ん
）
の
刻
印
が
顕
わ
れ
た
。
か
く
て
、
小
川
教

授
に
よ
っ
て
立
ち
処
に
「
引
痘
夜
話
」
の
著
者
は
利
光
仙
庵
と
判
っ

た
。

又
、
こ
の
小
冊
子
は
利
光
仙
庵
の
本
邦
未
見
の
害
で
あ
る
か
ら
、

非
常
に
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
。

で
は
利
光
仙
庵
は
、
明
治
前
何
拾
冊
と
あ
る
痘
瘡
関
係
の
害
に
於

て
、
何
故
特
に
有
名
な
の
か
と
云
ふ
訳
は
、
次
の
事
柄
に
よ
っ
て
判

る
。
即
ち
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
牛
痘
術
は
シ
ナ
に
い
た
英
国
人
か
ら
先

づ
シ
ナ
に
は
早
く
牛
痘
法
が
伝
わ
っ
た
が
、
鎖
国
日
本
に
は
入
ら
な

い
そ
れ
で
、
シ
ナ
で
は
邸
浩
川
が
「
引
痘
略
」
を
一
八
三
八
年

（
日
本
の
天
保
九
年
）
著
わ
し
、
日
本
に
は
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）

「
引
痘
新
法
全
書
」
と
云
ふ
名
の
本
で
、
引
痘
略
は
紹
介
さ
れ
た
。

す
る
と
、
次
の
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
な
る
と
蘭
医
モ
ー
ニ

ッ
ケ
が
痘
苗
を
持
っ
て
長
崎
に
入
港
し
た
が
、
こ
の
痘
苗
は
成
功
し

な
か
っ
た
。
翌
嘉
永
二
年
七
月
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
注
文
の
痘
痂
か
ら
成

功
し
て
本
邦
に
拡
ま
る
の
で
あ
る
が
、
斯
様
に
、
幕
府
を
通
じ
て
の

正
道
、
ま
た
、
当
時
の
鎖
国
下
の
正
道
と
し
て
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
に
始

ま
る
牛
痘
術
は
英
人
に
よ
り
シ
ナ
、
そ
れ
か
ら
日
本
へ
と
入
っ
た
訳
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で
あ
る
。
ま
た
、
牛
痘
術
や
、
以
前
の
痘
瘡
に
関
す
る
沢
山
の
解
説

書
も
、
オ
ラ
ン
ダ
を
通
じ
て
そ
の
知
識
が
入
っ
て
い
た
訳
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
牛
痘
法
は
オ
ラ
ン
ダ
以
外
の
意
外
な
方
か
ら
も
日
本

に
入
っ
て
来
て
い
た
。
そ
れ
は
、
千
島
エ
ト
ロ
フ
島
の
番
人
小
頭
の

中
川
五
郎
治
が
ロ
シ
ア
船
に
文
化
四
年
連
れ
去
ら
れ
、
文
化
八
年
迄

の
五
年
間
、
シ
ベ
リ
ア
各
地
を
引
廻
さ
れ
て
ゐ
る
間
に
、
イ
ギ
リ
ス

か
ら
ロ
シ
ア
に
伝
わ
っ
た
牛
痘
法
を
習
っ
て
文
化
九
年
に
帰
さ
れ
た
。

此
の
時
、
元
長
崎
通
詞
の
馬
場
佐
十
郎
が
オ
ラ
ン
ダ
商
館
ヅ
ー
フ
か

ら
牛
痘
法
の
事
を
聞
い
て
居
り
、
遇
々
馬
場
佐
十
郎
は
五
郎
治
が
函

館
に
帰
国
の
折
、
ロ
シ
ヤ
語
の
牛
痘
書
（
原
書
）
を
持
っ
て
来
た
事

を
知
り
、
丁
度
函
館
に
通
詞
を
し
て
ゐ
た
の
で
、
こ
の
原
書
を
反

訳
し
て
「
遁
花
秘
訣
（
と
ん
か
ひ
け
っ
）
」
を
著
わ
し
た
。
即
ち
、
本

邦
医
学
に
初
め
て
ロ
シ
ヤ
洋
書
を
邦
訳
紹
介
し
た
本
で
あ
り
、
時

に
馬
場
佐
十
郎
は
汁
二
歳
の
文
政
三
庚
辰
年
（
一
八
二
○
）
で
あ
っ

た
。

そ
の
後
、
馬
場
氏
は
江
戸
の
幕
府
天
文
方
に
勤
め
中
の
と
こ
ろ
文

政
五
年
七
月
廿
七
日
に
冊
六
歳
で
江
戸
に
天
折
し
た
の
で
、
遁
花
秘

訣
は
上
梓
出
来
な
か
っ
た
。
が
、
三
河
の
人
、
利
光
仙
庵
（
と
し
み

つ
・
せ
ん
あ
ん
）
は
、
長
崎
遊
学
中
に
本
書
の
写
本
（
？
）
を
得
て
、

遁
花
秘
訣
が
邦
訳
さ
れ
て
か
ら
廿
有
余
年
を
経
た
嘉
永
庚
戌
年
に
、

「
魯
西
亜
牛
痘
全
書
」
と
改
題
抜
粋
し
て
江
戸
本
石
街
の
自
然
楼
に

上
梓
（
校
鐺
）
し
た
。

上
梓
が
済
む
と
、
牛
痘
全
書
の
紹
介
を
兼
ね
て
、
同
じ
く
江
戸
は

本
石
町
三
つ
め
の
仮
り
の
宿
で
「
引
痘
夜
話
（
う
ゑ
は
う
そ
う
・
よ
ば

な
し
）
」
の
小
冊
子
を
上
梓
し
た
。

嘉
永
三
年
に
は
、
長
崎
か
ら
入
っ
た
牛
痘
法
が
、
急
に
日
本
中
に

伝
わ
る
事
に
な
る
が
、
こ
の
嘉
永
三
年
に
利
光
仙
庵
の
著
わ
し
た
牛

痘
全
書
は
、
そ
の
正
し
い
認
識
に
於
て
本
邦
医
学
に
貢
献
し
た
点
は

顕
著
で
あ
り
、
し
か
も
、
今
迄
本
邦
に
一
部
の
人
し
か
知
ら
れ
な
か

っ
た
魯
西
亜
医
学
書
か
ら
の
紹
介
害
で
あ
っ
た
点
が
、
特
異
な
存
在

で
あ
っ
た
。

さ
て
利
光
仙
庵
『
医
宗
、
倦
庵
、
む
れ
の
り
（
宗
典
？
）
』
は
、
長
崎

か
ら
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
吸
収
し
た
人
な
の
で
、
ロ
シ
ヤ
牛
痘
全
書
を

通
じ
て
も
、
ロ
シ
ヤ
か
ぶ
れ
を
す
る
事
も
な
く
、
要
は
、
ジ
ェ
ン
ナ

ー
の
種
痘
精
神
を
科
学
的
に
正
し
く
掴
え
、
こ
の
正
し
い
科
学
的
認

識
の
下
に
、
牛
痘
法
を
感
情
論
迷
妄
論
を
以
て
妨
害
す
る
頭
の
悪
い

医
者
も
一
般
人
も
く
る
め
て
啓
蒙
す
る
為
に
「
引
痘
夜
話
」
を
書

き
、
特
に
禁
売
価
の
印
を
刻
し
て
一
般
啓
蒙
に
努
め
た
。

絃
に
「
禁
売
価
」
の
意
味
は
、
検
認
を
受
け
ず
に
出
版
す
る
場
合
、

ま
た
は
、
値
段
を
特
に
つ
け
ず
に
、
医
師
が
患
者
に
自
由
値
で
売
っ
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て
も
よ
し
無
料
で
分
け
て
も
よ
し
の
気
持
で
出
版
す
る
場
合
な
ど
が

あ
り
、
引
痘
夜
話
の
小
冊
子
は
大
方
、
こ
ん
な
気
持
ち
で
、
普
及
を

ね
ら
っ
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
特
別
に
医
師
の
啓
蒙
だ
け
を

目
し
た
も
の
で
は
な
い
。

引
痘
夜
話

｝
一
の
う
え
ば
う
そ
う
く
は
し
き
ご
と
ち
よ
い
と
う
た
か
い
と
け

此
引
痘
の
詳
説
は
烏
渡
に
は
な
さ
れ
ぬ
で
。
疑
惑
の
解
る
や

つ
ま
む

ば
う
そ
う
は
し
か
ど
や
め
ど

う
に
摘
で
は
な
し
ま
す
で
。
一
た
い
痘
瘡
麻
疹
の
一
次
患
は
二
次

や
め

お
も
し
る

は
う
そ
う
た
い
ど
く
ほ
う
ば
つ

患
い
と
ふ
に
面
白
き
わ
け
が
あ
る
で
。
痘
瘡
ハ
胎
毒
の
外
表
二
発

う
え
は
う
そ
う
う
え
は
や
り
は
う
そ
う
や
ま

す
る
の
だ
か
ら
た
と
へ
引
痘
を
種
て
自
然
痘
を
患
い
に
し
た
と

う
え
と
基
ろ

ほ
か
で
き

ど

こ
ろ
が
種
た
る
処
ば
か
り
に
発
て
外
二
発
ぬ
ゆ
へ
に
い
つ
か
一
度

そ
の
よ
ど
く
た
め
な
や
む

よ
の
さ
と
す
い
し
ゃ
あ
ま
た

ハ
其
余
毒
の
為
二
脳
な
と
い
ふ
て
俗
人
を
教
諭
医
者
が
許
多
あ
る

散
る
か

マ
マ

ど
う
り

う
た

で
。
愚
昧
な
り
の
ハ
尤
な
る
道
理
と
お
も
ひ
引
痘
を
ま
す
ま
す
疑

が
ふ
ぱ
う
そ
う
た
い
ど
く
お
も
ふ
い
し
ゃ
は
う
そ
う
り

惑
で
。
痘
瘡
を
胎
毒
と
思
て
い
る
医
者
ハ
い
ま
だ
痘
瘡
の
理
を
志

に
ぼ
ん

ば
う
そ
う

と
こ
ろ

ら
ぬ
と
い
ふ
も
の
で
。
日
本
の
う
ち
に
も
痘
瘡
の
は
や
ら
ぬ
処
は

あ
ま
た

ニ
ど
も
み
な
た
い
ど
く
な
や
む
は
や
り
は
う

許
多
あ
れ
ど
も
小
児
が
皆
胎
毒
に
脳
と
い
ふ
で
も
な
い
で
。
自
然

そ
う

そ
の
よ
ど
く

め
く
ら

か
た
は

痘
を
患
も
の
こ
そ
其
残
毒
に
よ
り
て
盲
目
と
な
り
不
具
と
な
る
も

こ
の
り
か
ん
か
ふ
は
う
そ
う
た
い
ど
く
ち
か
ふ
や
ま
い

の
が
あ
る
で
。
此
理
を
能
考
る
と
痘
瘡
ハ
胎
毒
と
異
病
と
い
ふ

は
し
く
と
き
こ
わ
が
あ
ら
わ
す
ぎ
う
と
う
ぜ
ん
し
よ
お
よ
び
ま
し
ぞ

こ
と
が
わ
か
る
で
。
詳
説
は
余
著
と
こ
ろ
の
牛
痘
全
書
及
麻
疹

引
痘
夜
話
禁
売
買
（
原
文
の
ま
ま
）

ぜ
ん
し
よ
畦
ん
み
る
そ
も
そ
も
こ
の
う
え
ば
う
そ
う

全
書
と
い
ふ
書
に
あ
る
か
ら
見
が
よ
ろ
し
い
で
。
抑
此
引
痘
は

こ
れ
わ
が
く
に

こ
と

是
ま
で
我
邦
二
て
施
と
こ
ろ
と
は
大
き
に
異
な
り
た
る
も
の
で
。

そ
の
こ
ん
げ
ん

み
だ
し
あ
ま
た
た
め
し

其
根
原
ハ
「
イ
ギ
リ
ス
」
に
て
は
じ
め
て
発
明
て
許
多
試
て
そ
れ

そ
の
と
な
り
ぐ
に
の
こ
る

よ
り
「
オ
ラ
ン
ダ
」
「
オ
ロ
シ
ヤ
」
其
隣
国
ハ
残
る
と
こ
ろ
な
く

ひ
ろ
か
ら

主
へ

い
ま
い
た
る
ひ
と
り
し
そ

弘
ま
り
満
清
に
ハ
四
十
六
年
前
二
わ
た
り
今
二
至
ま
て
－
人
も
損

ん
じ
に
と
や
み
い
ん
と
う
し
ん
ほ
ふ
ぜ
ん
し
よ

失
な
く
復
発
た
る
も
の
な
し
と
い
ふ
引
痘
新
法
全
書
と
い
ふ
た
し

ぼ
ん
に
ほ
ん
こ
の
め
う
ほ
う

か
る
書
が
わ
た
り
た
で
。
日
本
に
て
も
此
妙
法
の
あ
る
と
い
ふ
こ

ま
へ
そ
の
う
ち

と
は
四
十
年
前
よ
り
し
れ
て
あ
る
で
。
其
後
ハ
「
オ
ラ
ン
ダ
」
よ

こ
の
ほ
ふ
か
き
ば
ん
ら
ん
ほ
ふ
い
し
ゃ
し
り

り
此
法
を
記
た
る
書
か
い
く
ら
も
わ
た
り
て
西
洋
家
ハ
み
な
知
て

し
か
る
と
こ
ろ
そ
の
た
た
れ

な
げ
き

い
る
で
。
然
処
其
痘
苗
の
わ
た
ら
い
を
嘆
て
を
つ
た
こ
と
が
久

い
ろ
い
ろ
く
ふ
う
き

し
い
で
。
と
こ
ろ
で
「
オ
ラ
ン
ダ
」
人
が
種
々
に
工
風
を
し
て
昨

よ
ね
ん

そ
の
た
ね

な
が
さ
き
も
ち
き
た
り
ぢ
き
こ
ど
も
う
え

酉
年
の
六
月
其
痘
苗
を
は
し
め
て
長
崎
に
齋
来
直
に
小
児
一
一
種
て

つ
た
へ
う
え
ほ
ふ
ほ
ふ
ひ
ろ
え
ど
き
よ

だ
ん
ｊ
、
に
人
よ
り
人
に
伝
種
て
諸
国
に
引
ま
り
江
戸
に
ハ
昨
酉

ね
ん
ふ
ゆ
は
じ
め
た
い
し
よ
こ
う
ひ
め
ぎ
み
う
え
そ
の
の
こ
り
た
れ

年
の
冬
う
つ
し
て
初
て
大
諸
侯
の
姫
君
に
種
て
其
残
余
の
痘
苗
を

う
え
ひ
ろ

か
え
か
た

え
ど

種
弘
め
た
で
。
上
方
ハ
こ
と
／
、
く
お
こ
な
ハ
れ
る
で
。
江
都
ハ

う
た
が
ふ
お
ふ
一
一
の
は
う
さ
う
も
と
う
し

疑
惑
人
が
多
く
て
い
ち
ば
ん
お
こ
な
ハ
れ
ぬ
で
。
此
萢
瘡
は
原
牛

の
は
う
そ
う
う
え
は
や
り
は
う
そ
う
ま
ぬ
か
る
う
け
あ
い
た
い
め
う
ほ
う

痘
苗
を
人
二
種
て
自
然
痘
を
免
る
こ
と
請
合
の
大
妙
法
で
「
ィ

ぎ
う
と
う
う
え
こ
ど
も
じ
ん
と
う
う
え

ギ
リ
ス
」
「
オ
ラ
ン
ダ
」
に
て
牛
痘
を
種
た
る
小
児
に
人
痘
を
種
て

み
う
つ
ら
す
は
う
そ
う
や
み
な
か
ま
じ
い
ら
お
き
う
つ
ら
す
か
く
こ
と

見
て
も
不
染
又
萢
瘡
児
の
中
に
交
し
居
て
も
不
染
の
斯
の
如
く

う
せ
ふ
え
る
の
は
ら
あ
れ
ち

で
ん
は
た

こ
め

姓
も
蕃
息
か
ら
原
野
荒
地
ま
で
も
み
な
田
畑
ニ
す
る
か
ら
米
ハ
ま
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す
ま
ん
に
ん
た
め
し
ひ
と
り
に
ど
や
み
き
っ
と

数
万
人
に
試
て
一
人
も
復
発
た
る
も
の
な
し
急
度
ま
ち
が
ひ
な
き

ょ
き
ほ
ふ
く
に
く
に
ひ
ろ
そ
の

良
法
と
き
ま
つ
た
ゆ
へ
に
万
国
に
弘
ま
り
た
る
も
の
で
。
其
わ
け

そ
し
り
う
た
が
ふ

ま
色
と
お
ろ
か
は
な
は
だ

も
志
ら
ず
に
誹
議
も
の
ハ
実
に
愚
の
甚
し
き
と
い
ふ
も
の
で
。

お
よ
そ
て
ん
か
も
の
こ
と
み
な
れ
つ
れ
み
な
れ
ぬ
あ
や
し
む

凡
天
下
の
事
物
習
見
た
る
も
の
を
常
と
お
も
ひ
牢
見
も
の
を
怪

よ
な
か

つ
れ
の
と
こ
ろ
み
な
れ
ふ
る
き
一
』
と
だ
う
り

ハ
世
の
中
の
人
の
通
情
で
。
習
見
た
古
事
で
も
道
理
の
あ
し
き

こ
と
や
め
難
な
れ
ぬ
あ
た
ら
し
さ
こ
と
だ
う
り

も
ち

事
は
廃
て
牢
見
新
事
で
も
道
理
の
よ
き
も
の
を
用
ふ
る
の
が
よ

わ
が
く
に
い
く
さ
ど
う
ぐ

て
つ
ぽ
う

ろ
し
い
で
。
我
邦
の
武
器
も
む
か
し
ハ
鉄
砲
と
い
ふ
も
の
ハ
な

よ
そ
く
に

だ
う
り

も
ち

か
っ
た
で
。
そ
れ
が
異
国
よ
り
わ
た
り
て
道
理
が
よ
い
か
ら
用
ふ

ち
か
ご
ろ

り
う
て
つ
ぱ
う
い
ろ
い
ろ

る
で
近
時
ハ
「
イ
ギ
リ
ス
」
流
「
オ
ラ
ン
ダ
」
流
の
鉄
術
が
種
々

な
お
だ
う
り
こ
の
せ
つ
し
き
り
こ
の

わ
た
り
て
尚
道
理
が
よ
い
か
ら
此
節
頻
に
お
こ
な
ハ
れ
る
で
。
此

ぎ
う
と
う
こ
れ

し
ん
と
う
う
え
ぎ
う
と
う
超
う
り

牛
痘
も
是
と
お
な
し
こ
と
で
。
人
痘
を
種
る
よ
り
ハ
牛
痘
の
道
理

も
ち

む
か
し
い
ま
い
た
る
く
す
り

が
よ
い
か
ら
用
ふ
る
で
。
古
昔
よ
り
今
に
至
ま
で
医
薬
の
う
ち
に

こ
の

だ
う
り

こ
の
う
え
は
う
さ
う

も
此
く
ら
い
道
理
の
よ
き
た
し
か
な
も
の
は
な
い
で
。
此
引
痘

は
り
う
え

ち
で
る

い
た
み

ハ
針
に
て
種
る
ゆ
へ
に
す
こ
し
ハ
血
の
出
こ
と
も
あ
る
で
。
痛
と

こ
ど
も

み

い
う
ほ
ど
で
ハ
な
け
れ
ど
も
小
児
だ
か
ら
な
く
で
そ
れ
を
見
た
り

き
く

い
た
お
ふ
ぱ
か

間
た
り
し
て
痛
が
ら
ふ
か
ら
や
め
に
す
る
な
ど
い
ふ
大
馬
鹿
も
の

こ
れ
む
び
や
う
こ
ど
も
き
う

が
あ
る
で
。
是
よ
り
む
ご
き
こ
と
は
無
病
の
小
児
に
灸
を
す
え
て

う
え
は
ふ
さ
う
い
ち
に
ち

む
ご
た
ら
し
く
な
か
せ
る
で
。
た
と
へ
引
痘
に
て
終
日
な
く
に

い
の
ち

あ
ば
た

し
た
と
こ
ろ
が
命
に
き
ず
か
ひ
な
く
斑
痕
に
だ
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
の

あ
り
が
た
き
ほ
う
こ
の
だ
う
り
よ
く

難
有
法
だ
か
ら
よ
ろ
し
い
で
。
此
道
理
を
能
わ
き
ま
へ
だ
に
す
れ

そ
し
り
う
た
が
ふ
そ
の
う
え
や
．
う
こ
ど
も
と
し
の
か
ず

ハ
誹
議
こ
と
も
な
い
で
。
さ
て
其
種
法
ハ
小
児
の
年
齢
に
お
な

に
の
う
で
う
え

そ
の
う
え
と
こ
ろ
で
き
そ
の

じ
て
両
方
の
臂
上
に
種
る
の
で
。
其
種
た
る
処
ば
か
り
発
出
て
其

ほ
か

で
き
ぬ
つ
よ
き
ね
つ
な
や
む

他
に
ハ
一
つ
も
不
発
て
。
劇
熱
な
ど
に
て
悩
む
こ
と
も
な
し
す
こ

ね
つ
い
づ
お
ふ
あ
そ
び
た
い
ど
く

し
ハ
熱
も
出
れ
ど
も
多
く
は
遊
戯
な
か
ら
す
む
で
。
た
と
へ
胎
毒

む
し
け
と
ふ
よ
は
き
こ
ど
も
ま
れ

虫
症
等
あ
る
虚
弱
小
児
と
い
へ
ど
も
い
と
ふ
こ
と
ば
な
い
で
稀
に

く
す
り
も
ち

お
ふ
い
ら
ぬ

ハ
薬
を
用
ふ
る
こ
と
も
あ
れ
ど
も
多
く
は
不
用
で
。
毒
忌
も
き
び

こ
れ
え
ど
ぢ
う
う
え

し
く
す
る
に
お
よ
ば
ぬ
で
。
是
を
江
戸
中
に
種
る
や
う
に
な
れ
は

は
や
り
は
う
そ
う
た
え
く
に
ぐ
に
の
こ
ら
す
う
え
は
ほ
ん
は
や

流
行
庖
瘡
ハ
絶
て
し
ま
う
で
。
諸
国
不
残
種
る
と
き
は
日
本
に
流

り
は
う
そ
う
や
む
た
み
ひ
と
り
う
た
が
ひ

行
疽
瘡
を
患
も
の
は
絶
て
－
人
も
な
く
な
る
こ
と
疑
な
き
こ
と

さ
て
ま
た
う
え
は
う
そ
う

せ
に
と
り

で
。
籾
又
引
痘
を
す
す
め
る
と
や
ま
し
の
銭
取
の
や
う
に
お
も

お
お
い
な
か
ぜ
に
と
り

し
か

ふ
人
が
多
で
。
中
に
は
銭
取
二
の
み
す
る
人
も
あ
ら
ふ
で
。
然
し

こ
れ
か
ね
だ
し
あ
る
み
ぶ
ん
そ
う
お
ふ
だ
す

是
に
ハ
金
を
出
て
も
を
し
く
は
な
い
で
。
富
人
ハ
身
分
相
応
ニ
出

な
き

う
え

が
よ
い
で
。
貧
人
に
は
い
く
ら
も
た
ず
種
て
や
る
が
よ
ろ
し
い
で
。

わ
れ
ら

わ
れ
ひ
と
り
ぜ
に

さ
り
な
か
ら
余
等
が
す
る
の
ハ
さ
や
う
な
吾
一
人
銭
ま
う
け
を
す

ち
い
さ
き
て
ん
か
お
ふ
か
ね

る
く
ら
い
の
小
量
わ
け
で
は
な
い
で
。
天
下
の
人
に
大
金
ま
う
け

そ
の

ぜ
に
か
ね
こ
ど
も

を
さ
せ
る
の
で
。
其
わ
け
ハ
と
い
ふ
に
銭
金
に
て
か
わ
れ
ぬ
小
児

い
の
ち
す
く
ふ
て
ん
か
お
ふ
て
が
ら
こ
れ
ま
さ
る
こ
ど
も

の
命
を
救
の
で
。
天
下
の
大
功
是
に
勝
こ
と
な
い
と
い
ふ
は
小
児

し
ぬ

す
べ
く
に
ち
う
ふ
え
る
ふ
え
る

の
死
の
が
す
ぐ
な
い
か
ら
総
て
国
中
に
人
が
蕃
息
で
。
人
が
蕃
息

ひ
じ
よ
う

い
く
さ
び
と
ふ
え
る

と
非
常
の
と
き
軍
卒
に
も
さ
し
つ
か
へ
ぬ
で
。
人
が
蕃
息
た
な
ら

こ
め
ふ
そ
く
た
か
く
こ
ま
る
た
み
し
や
く

（
米
が
不
足
し
て
高
価
な
り
て
困
と
い
ふ
人
も
あ
ら
ふ
で
。
民
百
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せ
う
ふ
え
る
の
ば
ら
あ
れ
ち
で
ん
ぱ
た
こ
め

姓
も
蕃
息
か
ら
野
原
荒
地
ま
で
も
み
な
田
畑
二
す
る
か
ら
米
ハ
ま

た
く
さ
ん
で
き
る

こ
れ

す
７
〃
、
沢
山
出
来
ゆ
へ
に
す
こ
し
も
こ
ま
ら
ぬ
で
。
是
が
ふ
た
し

わ
れ
ら
な
き
か
ぶ
か
ぶ
こ
の

か
な
こ
と
な
れ
ハ
余
等
の
無
株
ま
で
も
株
し
ま
ひ
ゆ
へ
に
此
や
う

ば
か
ほ
ね
お
り

み
ぎ
こ
ど
も
さ
い
わ
い
ふ
さ
い
わ
い

に
馬
鹿
骨
折
は
せ
ぬ
で
。
右
の
わ
け
だ
か
ら
小
児
の
幸
不
幸
ハ

ふ
た
お
や
け
つ
だ
ん
き
よ
れ
ん
と
し
い
た
つ
え
ど
ぢ
う

両
親
の
決
断
に
あ
る
こ
と
で
。
去
年
よ
り
今
年
二
至
て
江
戸
中
二

い
く
ま
ん
に
ん
う
え
た
め
し
ひ
と
り
し
そ
ん
じ
こ
の
せ
つ
は
や
り
は
う
そ
う
な
か

ハ
幾
万
人
も
種
試
て
一
人
も
損
失
な
し
此
節
自
然
痘
の
中
二
て
も

う

ひ
と
り
や
ま
み
い
ぎ
う
と
う
う
え

種
た
る
も
の
ハ
一
人
も
患
い
で
。
あ
る
や
し
き
に
て
皆
牛
痘
を
種

な
か
ひ
と
り
う
た
が
ひ
）
」
ぶ
じ
よ
う
う
え
こ
の
せ
つ
は
や
り
は
う
そ
う

た
中
に
一
人
疑
惑
ぶ
か
く
て
強
情
二
種
い
と
こ
ろ
が
此
節
自
然
痘

や
ん
つ
い
わ
ら
ふ
こ
う
く
は
い

を
患
で
遂
二
と
ら
れ
み
な
笑
て
い
る
で
。
も
は
や
後
悔
し
て
も
お

こ
ど
も
そ
の
は
う
そ
う

よ
ば
ぬ
こ
と
て
あ
と
の
小
児
も
其
庖
瘡
に
と
り
つ
か
れ
て
む
つ
か

き
ん
じ
よ
う
え
う
た
が
ふ

し
い
と
い
ふ
こ
と
で
。
ま
の
あ
た
り
に
も
近
処
で
種
て
も
疑
惑
て

う
え
ず

こ
の
あ
い
だ
は
う
そ
う
が
み
こ
う
く
わ
い

不
種
に
い
た
と
こ
ろ
が
此
間
自
然
痘
神
一
一
こ
ろ
さ
れ
て
後
悔
す
る

こ
の
せ
つ
は
う
そ
う
が
み
こ
ど
も
み
な
ど
う
じ
よ
う

の
が
あ
る
て
。
此
節
自
然
痘
神
に
小
児
を
と
ら
れ
る
の
ハ
皆
強
情

と
し
よ
ｂ
ふ
た
お
や
ふ
け
つ
だ
ん
あ
る
い
の
ち
す
て
る

の
老
人
や
両
親
の
不
決
断
ゆ
へ
に
非
命
死
を
促
の
で
。
な
ん
と
な

あ
る
ひ

ざ
む
あ
た
た
か

げ
か
わ
し
き
こ
と
で
。
或
ハ
あ
ま
り
寒
い
か
ら
暖
気
二
な
り
て
か

あ
つ
い
す
ず
し

も
の

こ
の
う
え
は
う
そ
う

ら
し
や
う
暑
か
ら
凉
く
な
り
て
か
ら
と
い
ふ
者
あ
れ
ど
も
此
引
痘

あ
つ
さ
さ
む
さ
う
え
う
た
が
ひ

ハ
署
寒
の
い
と
ひ
な
く
種
て
よ
る
し
い
で
。
も
し
や
疑
も
あ

は
う
そ
う
が
み
は
や
う
え
あ
ん
し
ん

る
ま
い
で
。
自
然
痘
神
に
と
り
つ
か
れ
ぬ
う
ち
に
速
く
種
て
安
心

う
ま
れ
ひ
や
く
は
や
う
え

す
る
が
よ
ろ
し
い
で
。
又
初
生
て
百
日
だ
に
た
て
ば
早
く
種
る
ほ

こ
の
う
え
は
う
そ
う
は
う
そ
う
が
み
お
ほ
へ
い
こ
う

ど
か
ろ
し
い
で
。
此
引
痘
に
は
自
然
痘
神
も
大
閉
戸
す
る
で
。

（
附
）
（
其
一
）
「
引
痘
夜
話
」
の
所
有
者
河
口
信
順
の
長
男
信
寛
（
寛
、

杏
斎
、
枕
河
）
は
、
杉
田
成
卿
の
高
弟
で
あ
り
、
明
治
二
年

幕
府
の
「
種
痘
館
」
か
ら
免
状
を
得
た
（
現
存
）
。
二
男
の
信

久
（
久
斎
）
は
明
治
六
年
福
沢
諭
吉
に
入
塾
し
医
を
修
め
明

治
二
七
年
一
月
茨
城
県
西
葛
飾
郡
古
河
町
天
然
痘
大
流
行
に

際
し
十
五
日
間
無
料
種
痘
を
施
行
し
、
明
治
二
八
年
高
崎
親

章
茨
城
県
知
事
か
ら
木
杯
壱
個
下
賜
さ
れ
た
。

（
其
二
）
成
島
柳
北
著
「
柳
北
全
集
」
（
明
治
三
十
年
七
月
九
日
発
行
博
文

館
）
の
「
常
総
遊
記
」
の
文
中
に
、
「
自
二
古
河
駅
中
央
主
右

じ
ょ
う
じ
ま
た
め
と
も
か
う
お
お
よ
ろ
こ
び
ら
い
ね
ん
か
い
ち
ゃ
う
う
え
は
う
そ
う
み

八
丈
嶋
の
為
朝
公
ハ
大
悦
で
来
年
ハ
開
帳
な
が
ら
引
痘
を
観

え
ど
い
て

に
江
戸
に
出
た
ま
ふ
と
い
ふ
こ
と
で
。
ま
だ
ｌ
、
い
く
ら
も
は
な

た
き
こ
と

な
か
く

こ
ん
に
ち
こ
れ

し
度
事
が
あ
る
で
。
あ
ま
り
穴
長
な
る
か
ら
今
日
は
是
ま
で
に
し

あ
ま
り
ひ
な
が

て
余
は
永
日
の
こ
ろ
ゆ
る
／
、
と
は
な
し
ま
せ
う
で
と
。
あ
る
人

か
く

ふ
か
ひ
ろ

が
と
む
し
ゆ
へ
に
斯
は
な
せ
し
こ
と
を
他
の
人
に
も
弘
く
し
ら
せ

み
と
せ

ぱ
や
と
て
嘉
永
三
年
と
い
ふ
か
の
え
い
ぬ
の
と
し
の
し
も
つ
き
の

は
つ
か
あ
ま
り
八
日
の
よ
と
も
し
火
の
も
と
に
み
か
わ
の
く
に
の

と
よ
か
わ
の
ほ
と
り
の
と
し
み
つ
む
ね
よ
し
江
戸
本
石
町
三
つ
め

と
い
ふ
ま
ち
の
か
り
の
や
と
り
に
し
た
閏
め
は
べ
り
ぬ
・

河
口
氏
図
書
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折
抵
二
赤
塚
村
司
野
人
負
し
児
成
し
隊
往
来
。
皆
赴
二
古
河
医
院

種
痘
一
也
。
僻
境
開
化
日
進
嘉
可
』
喜
也
。
（
明
治
二
年
記
）
」

と
あ
る
古
河
医
院
は
河
口
家
で
あ
る
。
即
ち
、
河
口
家
の
種

痘
尽
力
の
程
が
よ
く
書
か
れ
て
ゐ
る
。

（
其
三
）
「
引
痘
夜
話
」
の
発
行
所
「
自
然
楼
」
は
、
片
桐
一
男
氏
に

拠
れ
ば
例
え
ば
「
安
藤
昌
益
が
自
然
真
営
道
（
ジ
ネ
ン
シ
ン

ェ
ィ
ド
ゥ
）
を
称
し
た
如
く
、
江
戸
時
代
の
読
み
方
と
し
て

は
、
自
然
楼
シ
ゼ
ン
ロ
ウ
よ
り
も
ジ
ネ
ン
ロ
ウ
と
読
む
方
が

よ
い
」
。

（
其
四
）
馬
場
佐
十
郎
に
就
て
は
、
片
桐
一
男
著
「
阿
蘭
陀
通
詞
馬
場

佐
十
郎
の
天
文
台
勤
務
と
そ
の
業
績
」
（
法
政
史
学
二
十
一
号

昭
和
四
十
四
年
三
月
）
に
負
ふ
。

（
其
五
）
禁
売
価
の
解
釈
は
緒
方
富
雄
先
生
に
教
わ
る
。

終
始
、
小
川
鼎
三
先
生
の
御
指
導
を
頂
き
深
謝
致
し
ま
す
。

本
稿
の
内
容
は
日
本
医
史
学
会
の
昭
和
四
十
四
年
七
月
例
会
で
報
告
し
た

ｍ
自
国
弓
冒
一
騨
吋
琶

罰
①
。
①
日
々
四
ｍ
目
邑
丘
○
○
Ｆ
①
昌
匡
の
』
《
《
ｚ
侭
冨
陣
。
ｑ
〕
冒
耳
ｏ
‐

包
巨
ｏ
８
ｑ
８
牙
①
ぐ
“
８
冒
昌
５
口
・
誤
国
い
き
臣
目
色
甘
藍
①
尻
画
諄
国
‐

■
》
理

頤
員
ら
犀
』
》
、
画
○
居
目
①
］
】
ず
Ｈ
ｍ
Ｈ
望
．

弓
厩
の
ず
○
○
丙
ミ
ロ
茸
①
回
す
固
の
①
ロ
色
目
目
○
ｍ
三
寓
目
菌
巨
冒
昂
９
．

色

申

●

ヨ
ミ
四
切
画
℃
ロ
日
ロ
①
拭
帛
○
門
ぐ
画
⑤
。
胃
邑
四
ｓ
○
口
．
胃
口
許
毎
の
帛
○
Ｈ
①
頤
○
稗
ご
幽
逼
①
四
Ｈ

Ｇ

詳
医
①
く
い
ａ
の
］
ロ
画
ご
Ｏ
旨
三
ご
煙
印
画
庁
酌
吋
い
《
ｍ
口
。
○
①
ゆ
め
帛
巨
目
】
口
］
色
己
四
目
．

旨
昏
①
め
四
日
①
篇
閂
（
昂
ｇ
）
切
目
○
号
旨
量
目
石
口
亘
』
号
①
堅
岳
①

◎
芹
塚
①
Ｈ
吊
四
Ｒ
ｐ
ｏ
巨
ゆ
ず
○
○
拝
｛
○
吋
ぐ
四
○
○
再
昌
包
含
○
口
》
ヨ
ミ
ゴ
］
○
ず
三
署
画
い
浄
氏
の
こ
ぐｑ

員
四
口
め
ぽ
蔚
些
時
○
日
宛
匡
朋
冨
口
８
］
窪
口
四
旨
①
の
①
字
望
の
画
ご
匡
局
○
国
四
ヶ
四

】
画
』
、
画
○
．

切
目
。
、
宮
門
員
厨
匡
》
牙
閂
①
さ
Ｈ
①
．
。
○
旨
耳
号
昌
の
』
四
四
①
禺
邑
①
四
一

斤
○
℃
吋
○
も
色
的
画
ご
Ｏ
ｐ
Ｏ
帛
骨
屋
①
ｎ
Ｏ
Ｈ
Ｈ
の
○
庁
戸
口
○
三
三
一
の
』
、
①
◎
喘
ぐ
四
口
。
旨
〕
四
宮
○
巨

口

◆

』
国
営
四
℃
煙
ロ
。
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私
は
最
近
精
神
病
の
症
状
を
伴
っ
て
入
院
し
た
二
例
の
シ
ー
ハ
ン

症
候
群
を
経
験
し
た
、
そ
し
て
そ
の
一
例
は
剖
検
に
よ
っ
て
病
因
を

確
か
め
た
。
だ
が
精
神
病
の
病
状
に
力
点
を
お
く
病
院
で
は
か
様
な

内
分
泌
疾
患
の
診
断
が
意
外
に
困
難
で
あ
る
こ
と
を
経
験
し
た
。

下
垂
体
性
悪
液
質
の
症
候
群
を
は
じ
め
て
報
告
し
た
の
は
デ
ン
マ

ー
ク
の
聖
ト
ー
マ
ス
島
生
れ
で
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
医
師
モ
ー
リ
ス
・
シ

モ
ン
ズ
（
一
九
一
四
）
で
あ
る
が
、
出
産
時
の
出
血
に
於
け
る
下
垂
体

前
葉
壊
死
の
症
候
群
を
確
立
し
た
の
は
シ
ー
ハ
ン
困
・
Ｆ
里
①
①
冨
口

（
一
九
三
七
）
で
あ
る
、
ト
ロ
ン
ト
大
学
の
内
科
主
任
教
授
内
聞
．

祠
胃
呂
冨
刷
○
口
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
、
「
シ
モ
ン
ズ
病
」
に
よ
れ
ば
グ
ラ

ス
ゞ
コ
ウ
の
大
き
な
産
科
病
院
で
な
さ
れ
た
観
察
か
ら
シ
ー
ハ
ン
は
難

産
後
の
産
褥
で
死
に
か
け
て
い
る
婦
人
が
、
屡
々
胎
盤
の
残
遺
や
分

生
き
た
歴
史
ｌ
内
分
泌
学
者
、
シ
ー
ハ
ン
博
士
小
伝

シ
聖
５
鼻
国
旨
唱
色
ロ
ゴ
望
具
国
．
Ｆ
餡
〕
の
①
犀
四
目
騨
口
包
昏
①
○
屋
三
口
の
呉
里
目
①
①
彦
曾
〕
翅
切
の
冒
丘
３
日
①〆

○
芦
ｚ
四
酉
①

札
幌
市
医
療
法
人
中
江
病
院
長
中
江
孝

娩
後
大
出
血
を
伴
い
、
そ
し
て
種
々
の
程
度
の
下
垂
体
前
葉
の
壊
死

が
み
ら
れ
る
こ
と
を
明
か
に
し
た
。

シ
ー
ハ
ン
症
候
群
の
症
状
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

基
礎
代
謝
の
低
下
、
無
力
、
胃
酸
の
低
下
、
無
月
経
、
腋
毛
及
び

陰
毛
の
消
失
、
ブ
ド
ウ
糖
負
荷
試
験
の
異
常
、
悪
液
質
、
リ
ビ
ド
ー

の
喪
失
、
（
男
性
で
は
）
陰
萎
、
皮
膚
の
乾
燥
、
眉
毛
・
ヒ
ゲ
の
喪

失
、
頭
髪
の
う
す
く
な
る
こ
と
、
生
殖
器
の
萎
縮
、
蒼
白
、
空
腹
時

血
糖
の
低
下
（
９
日
覗
訳
以
下
）
、
ト
ル
コ
鞍
の
拡
大
、
歯
牙
の
号
。
亀

又
は
脱
落
、
寒
冷
に
不
耐
、
低
血
圧
（
最
高
血
圧
忠
目
目
線
以
下
）
、

体
温
の
異
常
、
色
素
沈
着
、
（
女
性
で
は
）
乳
房
の
萎
縮
、
徐
脈
、

低
血
糖
性
昏
睡
、
早
老
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
耐
性
試
験
殆
ど
常
に
異
常
、

血
清
ナ
ト
リ
ウ
ム
一
般
に
低
下
、
尿
中
中
性
灯
ケ
ト
ス
テ
ロ
ィ
ド
消

ム
ロ

、
Ｊ
ｖ
イ
。
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失
又
は
極
め
て
低
い
、
尿
中
屋
’
○
×
詞
の
口
禺
＆
聾
の
８
匙
の
消
失
又

は
極
め
て
低
下
、
少
○
弓
雷
に
対
す
る
エ
オ
ジ
ン
細
胞
増
加
ふ
つ
う

＋
、
塩
分
中
断
試
験
患
者
は
屡
々
ア
ジ
ソ
ン
発
作
を
結
実
す
る
。

剖
検
に
よ
れ
ば
シ
モ
ン
ズ
病
で
は
下
垂
体
前
葉
の
後
上
角
部
で
茎

部
の
前
下
方
部
の
而
も
表
層
の
薄
い
部
分
に
前
葉
細
胞
の
萎
縮
し
た

残
部
が
み
ら
れ
る
が
、
シ
ー
ハ
ン
症
候
群
で
は
同
じ
場
所
に
壊
死
を

免
れ
た
腺
の
残
部
が
み
ら
れ
る
。

分
娩
後
の
前
葉
の
壊
死
の
病
因
は
正
常
分
娩
で
は
前
葉
に
行
く
血

行
が
生
理
的
に
減
少
す
る
、
こ
の
場
合
全
身
の
循
環
系
の
著
し
い
虚

脱
が
あ
る
場
合
は
前
葉
へ
の
血
行
が
急
激
に
烈
し
く
著
し
く
障
害
さ

れ
血
管
の
血
栓
症
、
脈
血
管
の
静
脈
洞
に
梗
塞
が
お
こ
り
乏
血
性
壊

死
を
お
こ
す
に
い
た
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

我
が
国
で
は
シ
ー
ハ
ン
症
候
群
の
報
告
は
第
一
例
は
か
な
り
お
く

れ
た
、
一
九
五
六
年
渡
辺
及
び
塚
越
の
報
告
以
来
現
在
七
○
例
以
上

の
報
告
が
あ
り
、
又
綜
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ア
ジ
ソ
ン
病

よ
り
も
多
く
み
ら
れ
る
症
例
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

シ
ー
ハ
ン
博
士
の
業
績
は
内
分
泌
学
に
於
け
る
偉
大
な
研
究
と
し

て
確
立
し
て
い
る
。

最
近
サ
ン
ド
製
薬
会
社
が
出
し
た
雑
誌
サ
ン
ド
ラ
マ
「
最
近
五
○

年
の
医
学
の
進
歩
」
で
も
ホ
ル
モ
ン
研
究
の
劃
期
的
業
績
と
し
て
の

国
・
日
の
ま
①
①
ゴ
四
国
・
弓
○
ｍ
ｇ
胃
目
ヨ
ョ
の
日
○
め
】
の
旦
岳
の
匙
の
ロ
○
ヶ
】
で
○
‐

で
ご
爵
が
一
九
一
四
年
の
シ
モ
ン
ズ
と
共
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
様
な
訳
で
私
は
シ
ー
ハ
ン
博
士
の
小
伝
を
知
り
た
く
思
っ
た
、

傑
出
医
の
人
名
辞
典
で
有
名
な
里
○
四
§
匪
胃
胃
の
Ｆ
の
桝
弄
○
国
は
一

八
八
三
年
出
版
以
来
三
版
を
重
ね
て
い
る
が
、
一
九
三
○
年
以
前
の

人
名
に
限
ら
れ
て
い
る
。
手
が
か
り
は
昌
旨
⑦
同
ぐ
四
（
最
新
刊
が
一
九

六
六
年
）
か
、
弓
。
筐
旦
Ｆ
自
己
品
（
毎
年
改
版
）
、
或
い
は
昌
〕
・
蜜
”

言
言
位
の
も
の
か
も
知
れ
な
い
、
そ
れ
で
ン
。
国
團
含
。
号
。
一
。
四
８

一
九
六
五
年
の
論
文
か
ら
シ
ー
ハ
ン
博
士
が
リ
バ
プ
ー
ル
大
学
に
勤

務
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
む
し
ろ
直
接
書
簡
を
差
上
げ
て
、
そ

の
医
学
的
経
歴
や
肖
像
を
入
手
し
た
い
と
考
え
た
。

シ
ー
ハ
ン
博
士
の
丁
重
な
回
答
に
よ
れ
ば
同
博
士
の
経
歴
は
次
の

如
く
で
あ
る
。

彼
は
一
九
○
○
年
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
。
凰
睦
の
で
生
れ
た
。
一
九

一
二
年
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
の
医
学
部
を
卒
業
し
た
。
一
九
一
二

’
一
九
二
七
年
は
臨
床
医
と
し
て
活
躍
し
た
。
一
九
二
七
’
一
九
三

四
年
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
病
理
学
の
「
講
師
」
］
①
Ｒ
目
①
Ｈ
、
腎
の

生
理
と
病
理
、
ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
島
の
ベ
ー
タ
細
胞
の
破
壊
及
び
実

験
的
糖
尿
病
に
つ
い
て
研
究
。

一
九
三
四
’
一
九
三
五
年
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
フ
ェ
ロ
ウ
と
し
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て
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
で
腎
生
理
に
つ
い
て
研
究
。

一
九
三
五
’
一
九
四
六
年
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
王

立
産
科
病
院
Ｑ
國
侭
ｏ
弓
詞
○
胃
一
言
胃
⑦
目
ご
国
○
の
宮
邑
の
研
究
部

長
、
シ
ョ
ッ
ク
、
妊
娠
中
毒
症
、
下
垂
体
壊
死
と
ヒ
ポ
ピ
ッ
イ
タ
リ

ズ
ム
等
に
つ
い
て
研
究
。

一
九
三
九
’
一
九
四
五
年
、
陸
軍
々
医
と
し
て
服
務
、
伝
染
性
肝

炎
そ
の
他
種
々
の
疾
患
に
つ
い
て
研
究
。

一
九
四
六
年
リ
バ
プ
ー
ル
大
学
病
理
学
教
授
。
ヒ
ポ
ピ
ッ
イ
タ
リ

ズ
ム
、
皮
質
ｌ
腎
の
壊
死
、
無
尿
症
等
の
研
究
。

な
お
一
九
五
四
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
に
招
か
れ
ラ
エ
ン
ネ
ッ
ク
病
院

で
分
娩
後
の
下
垂
体
壊
死
に
つ
い
て
講
義
。

部

蕊
》
擬
鍵
鍛
騨

HL

一
九
六
一
年
同
じ
く
ラ
エ
ン
ネ
ッ
ク
病
院
で
ヒ
ポ
ピ
ッ
ィ
タ
リ
ズ

ム
の
講
義
。

シ
ー
ハ
ン
博
士
は
最
近
病
理
学
教
授
を
退
職
、
現
在
同
じ
く
リ
バ

プ
ー
ル
の
熱
帯
医
学
校
枠
言
巳
昌
目
８
目
の
巳
冨
の
島
国
目
の
に
籍

を
お
き
下
垂
体
と
視
床
下
部
の
研
究
を
つ
ず
け
て
い
る
。
住
所
は
、

砕
言
旦
旦
目
Ｈ
ｏ
直
８
－
旨
＆
冨
口
の
も
⑦
日
耳
鼻
①
国
胃
の
》
固
く
①
号
○
○
一

Ｆ
い
、
Ｃ
少
．
閃
ご
鰹
、
目
で
あ
る
。

彼
は
日
本
の
シ
ー
ハ
ン
症
候
群
の
症
例
を
翻
訳
し
一
七
例
だ
け
集

め
て
い
る
、
そ
し
て
現
在
七
○
例
以
上
も
あ
る
症
例
に
つ
い
て
こ
れ

を
集
め
て
送
っ
て
ほ
し
い
と
希
望
し
て
い
る
。
複
写
が
あ
れ
ば
あ
ち

ら
で
翻
訳
が
で
き
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

私
は
臨
床
か
ら
生
れ
た
偉
大
な
業
績
を
発
表
さ
れ
た
幸
運
に
め
ぐ

ま
れ
た
シ
ー
ハ
ン
教
授
の
小
伝
に
対
し
深
い
感
動
を
覚
え
る
も
の
で

あ
る
。な

お
シ
ー
ハ
ン
症
候
群
と
い
う
臨
床
か
ら
下
垂
体
の
血
管
分
布
と

い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

い
、
旨
。
田
．
Ｐ
四
目
⑰
日
の
関
の
最
近
の
論
文
Ｐ
ｇ
Ｈ
ぐ
ｇ
呉
吾
①

シ
冒
勉
ご
巴
、
旦
国
旨
§
匂
い
①
己
く
勝
。
三
日
ご
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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私
が
初
め
て
坪
井
信
立
の
姓
名
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
昭
和
十

七
年
六
月
五
日
発
行
の
緒
方
富
雄
博
士
著
「
緒
方
洪
庵
伝
」
の
適
々

斎
塾
姓
名
録
中
に
二
四
四
頁
「
美
濃
池
田
、
坪
井
信
立
、
有
故
破

門
」
と
出
て
ゐ
る
こ
と
に
始
ま
る
。
私
は
こ
の
坪
井
信
立
と
い
ふ
姓

名
を
坪
井
信
道
、
信
友
、
信
良
と
共
に
上
に
信
の
字
が
つ
く
二
字
の

名
で
あ
る
し
、
信
道
と
同
様
美
濃
池
田
の
出
身
で
あ
る
の
で
、
何
と

な
く
ぼ
ん
や
り
と
信
道
に
血
縁
の
あ
る
一
族
の
中
の
一
人
で
あ
ら
う

と
考
え
て
ゐ
た
。
し
か
し
そ
れ
以
来
時
々
信
道
に
つ
い
て
検
べ
て
ゐ

た
が
、
信
友
の
名
は
度
々
出
て
来
る
も
の
の
、
信
立
に
つ
い
て
は
た

だ
の
一
度
も
見
る
こ
と
を
得
ず
に
長
年
月
が
過
ぎ
去
っ
た
。
と
こ
ろ

が
昭
和
三
十
五
年
八
月
、
緒
方
洪
庵
先
生
生
誕
百
五
十
年
事
業
の
一

つ
と
し
て
緒
方
門
下
生
の
資
料
蒐
集
に
つ
い
て
、
調
査
依
頼
報
告
紙

適
塾
門
下
生
坪
井
信
立
に
就
て

○
口
い
目
巳
〕
ｇ
〕
“
屯
巨
官
罠
旦
○
ｍ
四
国
》
、
ロ
ロ
言
ぽ
げ
①
画
員
昌
侭
の
。
｝
５
２

Ｐ

が
日
本
医
師
会
雑
誌
に
挿
入
さ
れ
て
ゐ
た
。
こ
れ
を
見
て
ま
づ
頭
に

浮
ん
だ
の
が
坪
井
信
立
で
あ
っ
た
。
し
か
し
如
何
に
し
て
も
報
告
す

べ
き
資
料
が
皆
無
に
て
、
雲
を
掴
む
思
い
で
、
そ
の
責
が
果
せ
ず
し

て
、
報
告
は
所
郁
太
郎
の
み
に
て
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
次
に
昭
和
四

十
二
年
五
月
十
日
、
坪
井
信
道
顕
彰
碑
が
生
地
で
あ
る
揖
斐
川
脛
永

に
建
立
さ
れ
て
、
そ
の
除
幕
式
が
行
は
れ
た
。
そ
の
折
、
信
道
曾
孫

坪
井
誠
太
郎
博
士
に
お
逢
い
し
て
、
信
立
の
事
を
お
尋
ね
し
た
ら
、

全
く
知
ら
な
い
と
の
御
返
事
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
寛
に
信
道
の

一
族
で
は
な
い
だ
ら
う
と
思
ふ
に
至
っ
た
。
さ
て
振
り
出
し
に
戻
っ

て
信
立
は
何
と
読
む
の
で
あ
ら
ふ
か
、
「
し
ん
り
ふ
」
で
あ
ら
ふ
か
。

そ
も
そ
も
信
道
は
「
し
ん
ど
う
」
信
友
は
「
し
ん
ゆ
う
」
信
良
は

「
し
ん
り
ょ
う
」
と
読
ん
で
ゐ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
正
し
く
は
各
々

青
木
一庁

琶
８
シ
○
底 郎
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「
十
一
月
廿
四
日
御
堂
御
状
当
十
二
日
到
来
拝
見
仕
候
。
亡
父
遠

逝
之
御
侮
誠
二
難
有
又
仏
前
へ
御
丁
寧
一
一
香
莫
御
備
被
下
候
段
万
々

御
念
入
之
儀
奉
恐
入
候
。
実
以
小
子
之
愁
傷
当
惑
御
憐
察
可
被
下
候
。

磯
吉
殿
方
が
之
悔
状
金
子
入
慥
二
入
手
仕
候
。
即
述
書
指
出
申
候
可

「
の
ぶ
み
ち
」
「
の
ぶ
と
も
」
「
の
ぶ
よ
し
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
、

と
揖
斐
川
町
文
化
財
保
護
委
員
安
藤
国
司
氏
は
云
は
れ
る
。
信
道
を

「
し
ん
ど
う
」
と
読
む
な
れ
ば
織
田
信
長
は
「
し
ん
ち
よ
う
」
秀
信

は
「
し
ゆ
う
し
ん
」
と
な
る
理
屈
で
あ
る
。
成
程
信
が
つ
く
の
は

織
田
家
の
「
し
る
し
」
で
も
あ
る
筈
で
あ
る
。
し
か
し
信
道
は
自
ら

「
真
同
」
と
署
名
し
た
の
が
残
っ
て
ゐ
る
し
、
適
塾
門
下
生
調
査
資

料
書
に
は
信
良
は
「
し
ん
り
ょ
う
」
と
仮
名
が
ふ
っ
て
あ
る
。
如
何

な
も
の
で
あ
ら
う
か
。
し
か
し
私
も
少
な
く
と
も
信
道
は
「
し
ん
ど

う
」
で
は
な
い
と
思
ふ
。
信
立
は
何
と
読
む
の
か
分
ら
な
い
。
む
つ

か
し
い
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
私
は
過
日
、
信
道
書
翰
所
有
者
坪
井
菫
朗
氏
宅
に
て
同
氏
よ

り
三
代
前
勇
助
に
宛
て
た
信
良
の
書
翰
を
見
せ
て
貰
っ
た
。
勇
助
は

信
道
が
自
分
の
故
里
に
最
も
親
密
に
交
際
し
た
人
で
あ
り
、
信
道
に

依
頼
さ
れ
て
信
道
両
親
墓
石
建
立
に
努
力
し
た
人
で
あ
る
。
梢
々
長

文
な
る
も
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

然
御
伝
声
可
被
下
候
。
扱
病
中
為
御
見
遣
御
心
配
被
下
候
鮎
粕
漬
一

曲
一
昨
十
一
日
慥
二
入
手
、
折
角
思
召
之
事
故
即
仏
前
二
備
置
申
候
。

次
二
当
方
事
万
事
指
当
小
子
之
大
迷
惑
、
先
長
州
屋
敷
之
方
、
是
迄

信
友
ノ
ミ
出
候
筈
二
候
処
、
是
亦
幼
年
中
二
勤
向
等
も
出
来
兼
候
事

二
候
得
ハ
定
て
禄
も
大
二
減
可
申
存
候
。
尤
未
夕
忌
中
故
何
之
沙
汰

も
無
之
何
レ
来
春
二
月
頃
二
不
及
候
而
ハ
相
分
申
間
敷
様
子
二
候
右

ニ
付
テ
ハ
小
子
事
家
業
専
ら
相
勤
不
申
候
て
ハ
大
勢
之
家
内
中
二
引

受
養
育
致
候
事
六
ヶ
敷
相
考
申
候
。
尤
老
父
存
生
中
彼
是
受
納
も

留
り
、
病
用
も
大
流
行
之
事
故
夫
二
而
手
一
杯
二
暮
居
申
候
処
、
何

分
二
も
八
十
日
余
平
臥
、
終
二
養
生
不
叶
仕
合
何
角
入
用
殊
之
外
謬

敷
中
二
貯
畜
ト
申
而
ハ
無
之
少
候
ハ
借
財
も
有
之
程
之
事
、
此
上
家

内
大
勢
食
客
杯
も
多
々
有
之
候
故
中
二
小
子
二
而
ハ
病
用
出
精
仕
候

而
も
迎
も
力
及
申
問
敷
二
付
、
爾
後
ハ
先
二
倹
約
第
一
ト
相
心
得
可

申
候
。
因
而
蝉
僕
も
成
丈
相
減
シ
食
客
も
成
丈
減
度
心
得
二
候
・
就

夫
信
立
子
事
も
只
今
迄
〈
老
父
之
力
二
而
養
育
仕
居
申
候
得
共
以
後

ハ
御
断
申
上
度
存
申
候
。
則
外
二
之
書
生
同
様
二
塾
二
而
飲
食
為
致

飯
料
も
入
様
一
一
相
成
申
候
。
甚
以
御
気
之
毒
私
一
一
於
て
も
残
念
磯
吉

殿
之
思
召
も
如
何
二
候
得
共
何
分
私
之
カ
ニ
及
兼
申
候
。
尤
学
問
之

事
ハ
小
子
も
勤
而
出
精
御
互
二
研
精
致
申
候
ヘ
バ
御
案
被
下
問
敷
候
。

夫
共
別
二
御
思
召
も
有
之
義
ナ
レ
ハ
何
方
へ
二
而
も
御
引
越
不
苦
候
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へ
共
信
道
没
後
も
門
人
ハ
矢
張
不
相
変
大
勢
寄
宿
致
居
申
候
得
共
始

終
身
之
上
之
為
ニ
ハ
拙
宅
一
一
御
出
被
成
サ
ヘ
ス
レ
ハ
逐
々
修
業
出
来

被
成
候
事
ト
相
考
申
候
。
尤
唯
今
迄
〈
調
合
不
及
尤
相
頼
置
申
候
故

飯
料
ニ
ハ
不
及
処
此
節
右
之
役
目
ハ
相
除
申
候
故
専
ラ
自
分
二
て
出

精
致
候
得
ハ
自
由
一
一
学
文
出
来
可
申
候
右
二
付
テ
ハ
信
立
殿
年
中
之

金
子
入
用
も
唯
今
迄
が
ハ
彼
是
多
々
入
用
之
筈
也
Ｃ
右
之
訳
乍
御
面

到
磯
吉
殿
へ
不
悪
御
申
入
置
可
被
下
候
、
尤
唯
今
迄
ハ
入
用
一
如

以
程
二
て
相
済
申
候
哉
知
不
申
候
得
共
小
子
杯
の
書
生
仕
候
時
ハ
先

一
年
二
倹
約
サ
ヘ
ス
レ
ハ
十
両
が
出
入
位
之
事
二
候
外
之
書
生
も
右

同
段
之
事
也
是
も
当
人
之
心
得
仕
第
ナ
レ
ト
モ
一
月
二
小
一
両
ハ
是

非
入
用
之
者
也
、
以
後
も
矢
張
信
立
殿
事
拙
宅
二
御
置
之
思
召
ナ
レ

ハ
金
子
ハ
矢
張
私
迄
得
御
遣
被
成
候
得
ハ
後
は
御
預
り
申
置
候
て
入

用
次
第
少
々
宛
小
遣
相
渡
申
上
様
二
可
仕
候
。
○
籾
病
気
見
舞
状
遠

着
二
付
信
立
殿
が
腹
立
申
上
候
様
子
二
而
誠
二
尤
御
事
訳
御
事
一
々

御
尤
至
極
珈
御
恨
不
申
候
、
遠
方
ハ
何
方
二
て
も
同
段
之
事
二
御
座

候
、
必
ず
御
配
慮
被
下
問
敷
候
。

○
信
道
事
系
図
委
細
相
分
不
申
候
て
困
申
候
事
有
之
候
間
乍
御
面
到

後
便
ニ
坪
井
家
系
図
之
大
略
御
写
御
遺
被
下
度
奉
希
申
候
、
当
時
石

碑
等
相
建
申
度
二
付
入
用
事
有
之
候
得
共
相
分
兼
困
入
申
候
得
ハ
後

日
為
御
知
被
下
度
奉
希
候
、
先
ハ
御
礼
労
貴
答
迄
申
上
度
草
々
以
上

こ
の
書
翰
に
よ
っ
て
私
は
種
々
な
事
柄
を
知
る
に
至
っ
た
。
逐
次

こ
れ
を
述
べ
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

ま
づ
問
題
の
信
立
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
人
は
私
の
検
べ
た
事
か

ら
も
想
像
す
れ
ば
ど
う
も
坪
井
磯
吉
の
子
息
に
て
坪
井
勇
助
が
親
元

引
受
保
証
人
と
な
っ
て
坪
井
日
習
堂
学
塾
へ
修
学
依
頼
さ
れ
た
人
で

あ
る
。
何
時
頃
江
戸
に
出
で
入
塾
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の

書
翰
に
よ
り
信
道
門
下
生
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
。
美
濃

出
身
に
て
信
道
門
下
は
こ
の
人
と
大
垣
藩
医
若
曾
根
宗
桂
の
二
人
し

か
私
は
知
ら
な
い
。
信
立
は
私
が
思
っ
て
ゐ
た
信
道
と
は
血
縁
は
な

く
、
全
く
の
他
人
で
織
田
信
長
の
家
臣
坪
井
佐
治
兵
衛
Ｉ
こ
の
人

が
関
ケ
原
役
に
て
岐
阜
落
城
の
折
、
城
主
秀
信
公
の
遺
子
即
ち
信
道

の
祖
を
連
れ
逃
亡
し
坪
井
姓
を
与
え
た
１
１
の
子
孫
の
分
家
筋
で
あ

十
三
日
坪
井
信
良

坪
井
勇
助
様

尚
時
気
厳
寒
御
自
愛
専
一
二
奉
希
存
候
。
呉
々
も
磯
吉
殿
へ
不
悪

小
子
之
心
中
御
酌
取
御
話
被
下
度
何
分
二
も
気
之
毒
恥
入
申
候
得
共

貧
富
も
人
々
之
定
命
ナ
レ
ハ
無
致
方
又
々
今
明
年
之
小
子
之
様
子
次

第
何
卒
食
客
も
大
勢
養
置
盛
二
成
様
仕
度
心
得
二
御
度
候
。
兎
も
角

も
一
両
年
ハ
大
倹
約
之
筈
ニ
相
決
居
申
候
。
以
上
」
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る
こ
と
が
分
っ
た
。
つ
ま
り
信
道
は
信
立
に
と
っ
て
は
主
君
の
系
統

だ
が
、
助
け
出
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
信
立
系
統
は
信
道
の
恩
人

筋
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
現
在
こ
の
坪
井
磯
吉
は
絶
家
の
如
き
に
て

坪
井
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
揖
斐
川
町
和
田
西
蓮
寺
に
て
検
べ
て
み
た

が
、
信
立
と
い
ふ
人
は
見
当
ら
ず
に
終
っ
た
が
、
信
道
が
十
一
畝
二

七
歩
の
田
地
を
寄
贈
し
て
ゐ
た
た
め
に
信
道
両
親
の
燈
明
は
終
戦
ま

で
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

信
道
病
い
重
症
と
な
り
Ｉ
胃
癌
、
合
併
症
肺
結
核
ｌ
信
立
が
故
里

の
親
元
勇
助
に
早
速
御
見
舞
状
を
差
し
出
す
べ
く
依
頼
し
た
も
の
の
、

そ
れ
が
遠
着
し
た
ら
し
く
信
良
も
困
っ
た
様
で
あ
る
。
御
見
舞
品
と

し
て
鮎
粕
漬
が
届
い
た
も
の
の
十
一
日
で
あ
っ
た
ｌ
死
亡
八
日
午
後

二
時
ｌ
、
し
か
し
こ
れ
を
信
道
仏
前
に
供
え
た
。
こ
の
鮎
は
恐
ら
く

揖
斐
川
産
の
も
の
に
て
勇
助
自
家
製
の
粕
漬
で
あ
ら
う
、
信
道
に
と

っ
て
は
懐
か
し
き
故
里
の
幼
時
遊
び
し
揖
斐
川
の
鮎
で
あ
る
。

信
道
の
霊
来
っ
て
受
け
た
で
あ
ら
う
。
当
時
江
戸
に
於
て
三
大
蘭

方
医
家
の
一
人
と
云
は
れ
、
大
流
行
の
信
道
も
八
十
余
日
病
臥
の
上

死
亡
し
た
後
は
、
少
々
の
借
財
と
多
数
の
門
下
生
が
残
り
、
こ
れ
を

引
き
受
け
て
信
良
の
困
っ
た
有
様
が
よ
く
分
る
。
こ
の
た
め
信
良
は

財
政
引
き
締
め
策
に
出
で
て
、
信
道
存
命
中
は
ど
う
も
無
料
に
て
修

学
さ
せ
て
ゐ
た
信
立
を
以
後
は
断
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
勇
助

が
金
子
を
送
る
か
送
ら
な
い
か
分
明
し
な
い
の
に
断
わ
っ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。
又
信
立
は
可
成
り
の
道
楽
者
に
て
放
逸
な
生
活
を
送
っ
て

ゐ
た
ら
し
く
ｌ
こ
れ
が
将
来
緒
方
塾
故
有
破
門
の
一
原
因
に
な
っ
た

と
思
は
れ
る
ｌ
信
道
は
勇
助
に
対
し
て
断
わ
り
切
れ
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ら
う
か
。
勇
助
も
又
前
述
の
佐
治
兵
衛
の
系
統
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。

以
後
坪
井
塾
に
て
修
業
さ
せ
る
心
算
な
れ
ば
、
信
良
宛
一
ケ
月
一

両
程
費
用
を
送
っ
て
ほ
し
い
、
一
応
預
っ
て
お
い
て
、
入
用
の
折
々

に
は
少
々
宛
小
遣
を
渡
す
と
あ
る
か
ら
に
は
、
本
人
に
は
一
度
に
全

部
渡
せ
な
い
程
に
信
用
が
な
か
っ
た
と
も
云
い
得
る
。
事
実
勇
助
は

信
道
没
後
一
ヶ
年
程
信
良
に
送
金
し
て
ゐ
る
が
、
信
立
の
素
行
治
ま

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
、
寛
に
信
良
は
諦
め
て
信
立
を
退
塾
さ

せ
て
後
聯
緒
方
洪
庵
に
後
事
を
依
頼
し
た
。
即
ち
嘉
永
二
年
十
一
月

信
立
は
適
塾
に
入
門
、
姓
名
録
の
第
百
面
第
二
番
目
、
且
第
二
百
人

目
に
署
名
し
た
も
の
の
、
有
故
破
門
と
な
っ
た
の
は
何
時
頃
か
不
明

で
あ
る
。
そ
の
後
の
行
末
も
墓
所
も
共
に
未
だ
同
様
で
あ
る
。
信
良

は
洪
庵
に
は
非
常
に
信
用
が
あ
っ
た
た
め
、
信
良
の
依
頼
に
て
入
門

さ
せ
た
も
の
の
、
結
果
に
於
て
は
信
立
は
両
師
を
裏
切
っ
た
こ
と
と

な
る
。信

道
死
後
墓
碑
建
立
に
当
っ
て
坪
井
家
系
図
が
不
明
の
た
め
、
信
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良
は
困
っ
て
そ
の
大
略
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
勇
助
に
書
き
送
っ
た
。

折
り
返
し
勇
助
は
系
図
を
知
ら
せ
た
筈
で
あ
る
。
即
ち
塩
谷
世
弘
撰

文
に
よ
る
「
誠
軒
坪
井
先
生
墓
碑
銘
」
は
そ
れ
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
坪
井
家
系
図
に
つ
い
て
は
勿
論
信
良
は
知
ら
な
か

っ
た
ら
う
し
、
又
信
道
す
ら
も
余
り
知
ら
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
坪
井
九
馬
三
博
士
も
勇
助
宅
へ
足
を
は
こ
ば
れ
た
こ
と
は
数

回
あ
っ
た
。

信
良
は
坪
井
塾
の
責
任
者
と
な
っ
て
如
何
に
財
政
的
に
困
っ
た
の

で
あ
ら
う
か
、
信
道
程
の
大
家
も
僅
か
八
十
余
日
の
病
臥
に
て
借
財

が
残
っ
た
こ
と
は
、
現
在
の
開
業
医
に
て
は
一
寸
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
で
、
信
道
の
仁
を
主
に
し
た
生
活
に
つ
い
て
大
い
に
考
え
さ
せ
ら

れ
る
わ
け
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
信
良
書
翰
に
よ
っ
て
坪
井
信
立
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
出
来
、
そ
の
才
人
多
き
学
系
と
人
物
を
少
し
く
検
く
る
こ
と
が
出

来
、
今
後
の
手
が
か
り
を
作
り
得
て
幸
甚
で
あ
っ
た
。

の
ロ
コ
ご
己
四
吋
望

月
ぽ
①
ロ
閏
巨
①
畠
の
旨
Ｒ
茸
目
弓
の
目
ず
昌
討
さ
目
目
』
冒
夢
①
房
弄
旦

己
匡
宮
房
旦
牙
①
弓
①
面
旨
岸
巨
〕
○
ぬ
四
国
、
、
、
、
写
○
○
一
・
弓
匡
〕
陛
口
四
邑
昌
‐

芹
］
○
口
昌
旨
○
芹
①
の
國
留
』
ロ
函
詳
写
四
骨
弓
①
封
ゞ
凹
め
①
×
も
①
］
一
①
』
｛
Ｈ
○
門
己
《
房
①
Ｈ
①
。

●

。

ｚ
ｃ
昼
旨
い
彦
塑
ゆ
ず
②
の
ご
斥
口
９
司
口
旨
号
①
Ｈ
３
号
Ｃ
貝
匡
日
・

弓
彦
①
駐
【
昌
辱
目
２
ヶ
日
貯
毎
日
○
房
苛
吋
口
昌
ｏ
丘
庁
閂
旨
冒
脆
目

■

一
日
・

］
四
℃
四
国
〕
ず
巨
芹
三
召
①
ｎ
ｏ
匡
］
』
唾
旨
』
国
○
ず
。
α
］
○
串
《
ず
肘
旨
酌
民
巨
の
］
ロ
計
犀
①

合

酢
ｇ
ｏ
回
の
白
い
色
ず
ｇ
痂
雷
ョ
澤
ぐ
．
罰
①
。
①
ご
こ
ぐ
夢
①
ｍ
昌
彦
冒
尉
①
己
。
。
回
国
‐

１

１

計
の
吋
①
』
二
］
房
冒
蝕
冒
目
狗
旨
〕
四
一
①
茸
の
吋
昼
ミ
ロ
ヰ
①
。
一
己
］
“
竺
的
｛
局
○
目
】

●

●

の
ヨ
コ
◎
弓
呂
ゴ
ョ
さ
母
口
呂
斎
弓
呂
ゴ
ョ
．
弓
ゴ
尉
房
茸
閏
号
○
封
固

く

詳
彦
酌
詳
の
］
ロ
己
厨
目
色
一
色
ロ
Ｏ
庁
ず
昌
○
国
脆
弄
○
弄
毒
①
く
い
民
国
○
巨
②
｛
煙
尽
旨
崖
ぐ
，
１
、

ず
員
留
日
壱
ご
画
己
屋
且
一
旦
盟
口
包
○
弓
ｍ
目
ず
ｇ
・
註
牙
閏
旦
醗
己
ご
ｏ

目
印
口
ず
９
．
Ｐ
津
①
Ｈ
農
①
号
四
号
島
の
三
目
』
Ｃ
、
殴
日
胃
匡
号
四
国
鴨
』

８
夢
①
○
ぬ
画
冨
一
切
の
。
辱
○
巳
．
団
貝
も
①
吋
犀
四
℃
の
ず
①
の
幽
巨
開
江
、

。
彦
画
Ｈ
い
○
芹
①
門
三
ご
色
の
己
吋
○
』
』
ぬ
巴
四
国
」
ぐ
①
局
宮
口
厨
の
○
］
ロ
芹
①
守
津
の
Ｈ
冒
一
”
ず
庁

す
①
の
関
口
①
』
庁
些
．

（23）213



さ
き
に
発
表
し
た
「
嶺
春
泰
伝
」
（
日
本
医
史
学
雑
誌
第
一
四
巻
、
第

三
号
、
昭
和
四
三
年
二
月
）
の
な
か
で
、
嶺
春
泰
が
杉
田
玄
白
等
の

タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
翻
訳
の
仕
事
に
直
接
に
関
係
し
た
と
い

う
通
説
は
疑
わ
し
い
こ
と
を
述
べ
た
。

タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
翻
訳
は
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）

八
月
「
解
体
新
書
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
春
泰
は
安
永
六
年
（
一

七
七
七
）
六
月
十
五
日
に
高
崎
侯
の
御
七
役
に
な
っ
た
が
、
当
時
の

春
泰
の
医
術
の
根
本
は
ま
だ
漢
方
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
こ
と
も

考
証
し
た
。

一
方
、
宇
田
川
槐
園
の
撰
し
た
「
嶺
春
泰
先
生
之
碑
」
の
文
に
、

春
泰
が
オ
ラ
ン
ダ
の
医
学
の
精
密
な
の
を
知
っ
て
、
前
野
蘭
化
に
つ

い
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
び
、
そ
の
学
に
す
こ
ぶ
る
通
じ
、
諸
治
術
を

嶺
春
泰
伝
追

シ
ニ
・
旨
○
口
巳
”
①
日
胃
廓
○
口
吾
①
厘
○
唱
砦
医
望
臥
印
壷
匡
貝
臼
冒
冒
①

加

ほ
ど
こ
し
て
、
し
ば
し
ば
殊
効
が
あ
っ
た
と
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
医

学
を
学
ん
で
、
殊
効
あ
る
医
術
を
ほ
ど
こ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

解
体
新
書
の
あ
と
、
翻
訳
が
外
科
、
内
科
の
書
に
お
よ
ん
で
か
ら
の

こ
と
を
考
え
る
の
が
自
然
と
お
も
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
、
わ
た
く
し
は
、
春
泰
が
蘭
学
に
関
心
を
持

ち
は
じ
め
た
の
は
、
解
体
新
書
完
成
の
の
ち
で
あ
っ
て
、
タ
ー
ヘ
ル

・
ア
ナ
ト
ミ
ア
翻
訳
の
仲
間
に
は
加
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
考
え
た
。

と
こ
ろ
が
、
わ
た
く
し
の
春
泰
伝
を
読
ま
れ
た
中
野
操
博
士
か
ら
、

春
泰
の
名
が
山
脇
家
入
門
帳
に
出
て
い
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
わ

た
く
し
は
こ
れ
の
所
蔵
者
武
田
薬
品
工
業
株
式
会
社
図
書
室
に
お
ね

が
い
し
て
、
そ
の
部
分
を
含
め
た
前
後
の
コ
ピ
ー
を
送
っ
て
い
た
だ

緒
方
富
雄

月
日
巳
○
○
ｍ
煙
国

､
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一
‐
同
年
」
と
は
、
前
後
の
関
係
か
ら
「
安
永
三
年
」
（
甲
午
、
一
七

七
四
）
で
あ
り
、
「
同
前
」
と
は
、
ま
え
を
う
け
て
「
於
江
府
執
贄
」
。

ハ
リ
紙
の
部
分
は
虫
食
が
は
な
は
だ
し
く
、
「
泰
」
の
下
に
あ
る
花

押
の
全
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
年
齢
の
「
九
」
に
当
た
る
と

こ
ろ
は
、
ほ
と
ん
ど
判
読
で
き
な
い
が
、
こ
の
年
春
泰
が
二
十
九
歳

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
う
え
で
な
が
め
る
と
、
そ
れ
ら
し
い
墨
の
あ

と
が
見
つ
か
る
。

春
泰
が
山
脇
の
門
に
入
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
ま
こ
と
に
重
要
で

あ
る
。

い
た
。こ

の
資
料
は
、
入
門
帳
の
写
し
で
あ
っ
て
、
そ
の
部
分
は
、
全
く

同
一
人
の
筆
跡
で
あ
る
。
下
端
の
ハ
リ
紙
の
部
分
も
、
原
本
の
花
押

の
部
分
を
別
に
写
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

全
体
に
わ
た
っ
て
虫
食
の
部
分
が
多
い
が
、
春
泰
の
部
分
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
判
読
で
き
る
。

ハ
リ
紙

同
年

松
平
右
京
大
夫
殿
家
来
泰
（
下
に
花
押
）

三
月
十
六
日
江
戸
嶺
春
泰
年
一
千
九
歳

同
前

吉
川
玄
瑞
紹
介
山
脇
家
入
門
帳
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
蔵
志
」
の
著
者
山
脇

東
洋
（
一
七
○
五
’
一
七
六
二
）
の
時
代
か
ら
は
じ
ま
る
塾
の
入
門
帳

で
、
中
野
博
士
に
よ
る
と
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
か
ら
天
明
二

年
（
一
七
八
二
）
ま
で
の
五
十
五
年
間
に
わ
た
り
、
四
九
四
名
の
姓

名
が
し
る
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
春
泰
が
入
門
し
た
安
永
三
年
（
一

七
七
四
）
は
、
東
洋
の
子
東
門
（
一
七
三
六
’
一
七
八
三
）
の
代
に
な

っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
春
泰
が
江
戸
で
贄
を
執
っ
て
東
門
の
門
人

と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

山
脇
塾
は
京
都
に
あ
っ
て
、
東
門
は
京
都
に
住
ん
で
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
春
泰
が
江
戸
で
贄
を
執
っ
た
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
片
桐
一
男
氏
は
、
東
門
の
「
家
譜
」

を
写
し
て
示
さ
れ
た
。

安
永
三
年
正
月
忰
玄
沖
十
七
歳
罷
成
付
、
召
連
御
目
見
奉
願
之
通

被
仰
付
候
に
付
、
江
戸
参
府
。
同
月
十
五
日
竣
明
院
様
、
孝
恭
院

様
御
目
見
。
在
府
中
初
而
腿
脚
製
痛
覚
え
。
同
年
三
月
十
九
日
出

立
帰
京
。

（
注
）
竣
明
院
十
代
将
軍
徳
川
家
治
、
孝
恭
院
徳
川
家
基

こ
れ
に
よ
る
と
、
奥
医
師
で
法
眼
の
東
門
は
、
こ
の
年
正
月
に
京
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都
か
ら
江
戸
へ
出
て
き
て
、
子
玄
沖
を
将
軍
に
御
目
見
さ
せ
、
三
月

十
九
日
ま
で
滞
在
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
春
泰
が
三
月
十
六
日

に
東
門
に
面
接
し
て
束
脩
を
お
さ
め
、
門
人
に
な
っ
た
こ
と
は
、
時

間
的
に
は
矛
盾
し
な
い
。

問
題
は
、
こ
う
し
て
入
門
し
た
舂
泰
は
、
江
戸
に
住
ん
で
教
を
受

け
た
の
か
、
京
都
へ
移
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
舂
泰
の

「
由
緒
書
」
に
は
、
京
都
で
勉
強
し
た
こ
と
は
し
る
さ
れ
て
い
な
い
。

由
緒
書
は
君
侯
と
の
関
係
の
公
的
な
こ
と
だ
け
を
記
入
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
東
門
の
門
人
と
な
っ
た
こ
と
は
、
由
緒
書
に
書
く
す
じ

あ
い
の
も
の
で
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
事
実
は
、
春
泰
と
蘭
学
と
の
つ
な
が
り
の

時
期
に
つ
い
て
、
ま
こ
と
に
重
要
な
問
題
を
提
供
し
て
い
る
。

安
永
三
年
三
月
十
六
日
の
春
泰
入
門
の
年
の
八
月
付
で
「
解
体
新

書
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
春
泰
の
東
門
塾
入
門
は
そ
れ
よ
り
約
半

年
ま
え
の
こ
と
に
な
る
。
「
解
体
新
書
」
の
ま
え
に
出
た
「
解
体
約

図
」
は
前
年
の
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
一
月
に
版
に
な
っ
て
い
る
。

お
な
じ
年
の
一
月
付
で
杉
田
玄
白
が
建
部
清
庵
に
あ
て
た
て
が
み

（
和
蘭
医
事
問
答
、
第
一
返
信
）
に
も
、
す
で
に
「
解
体
新
書
」
が
ほ

ぼ
完
成
し
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
翻
訳
事
業
の
進
行
と
、
春

泰
の
行
動
と
の
あ
い
だ
に
関
係
が
あ
る
か
な
い
か
に
つ
い
て
は
「
春

嶺
伝
」
で
考
証
し
た
か
ら
、
く
り
か
え
さ
な
い
。

第
二
に
、
春
泰
が
東
門
の
門
人
に
な
っ
た
こ
と
の
蘭
学
と
の
関
係

に
お
け
る
意
義
で
あ
る
。

東
門
の
父
山
脇
東
洋
は
、
み
ず
か
ら
解
体
を
見
て
、
「
蔵
志
」
を

あ
ら
わ
し
、
「
先
物
実
試
」
を
と
な
え
た
が
、
本
質
的
に
は
漢
方
の

古
医
方
家
で
あ
り
、
の
ち
漢
蘭
折
衷
派
の
祖
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
こ
ろ
の
蘭
方
医
学
と
い
っ
て
も
、
も
と
よ
り
解
体
新
書

以
後
の
蘭
方
医
学
に
比
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
東
洋
の
子
東
門
も

古
医
方
家
で
、
刺
絡
で
名
を
あ
ら
わ
し
た
。
解
体
を
三
度
も
お
こ
な

い
、
解
剖
の
重
要
な
こ
と
を
と
な
え
た
と
い
う
。

春
泰
が
東
門
の
門
に
入
っ
た
の
は
、
も
と
よ
り
、
自
分
の
医
術
の

充
実
向
上
の
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
春
泰
が
、
杉
田
玄
白
等
の
翻
訳
事

業
に
熱
心
に
協
力
し
た
う
え
で
、
な
お
漢
方
医
学
を
学
ん
だ
と
考
え

る
こ
と
は
、
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
玄
白
を
は
じ
め
、

西
洋
医
学
の
真
髄
に
ふ
れ
た
も
の
は
、
み
な
こ
れ
に
魅
せ
ら
れ
て
、

漢
方
を
す
て
、
西
洋
医
学
（
蘭
方
医
学
）
を
学
ぶ
決
心
を
し
、
初
期

に
は
、
こ
れ
を
も
り
た
て
る
こ
と
に
力
を
つ
く
し
た
か
ら
で
あ
る
。

玄
白
の
「
蘭
学
事
始
」
に
よ
る
と
、
春
泰
も
そ
の
よ
う
な
熱
心
家
に

な
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
春
泰
が
東
門
に
学
ん
だ
あ
と
の

こ
と
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
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玄
随
の
「
嶺
春
泰
先
生
之
碑
」
を
読
み
か
え
す
と
、
「
安
永
六
年

丁
酉
命
為
侍
医
」
と
あ
っ
て
、
春
泰
が
高
崎
侯
の
侍
医
に
な
っ
た
こＯ

と
を
し
る
し
た
あ
と
で
、
侯
の
気
に
い
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
「
後

知
阿
蘭
之
精
蒙
乎
医
事
、
従
蘭
化
、
為
欧
暹
巴
之
言
。
頗
通
其
学
。
」

Ｏ

と
つ
づ
い
て
い
る
。
引
用
の
冒
頭
の
「
後
」
を
、
安
永
六
年
侍
医
に

。

な
っ
た
後
と
と
れ
ば
、
春
泰
が
前
野
蘭
化
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
び
は

じ
め
た
の
は
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
よ
り
後
の
こ
と
に
な
る
。

碑
文
を
こ
れ
ほ
ど
き
び
し
く
解
釈
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
が
、
タ

ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
翻
訳
と
い
う
画
期
的
な
仕
事
に
春
泰
が
関
係

し
た
こ
と
に
、
玄
随
が
全
く
触
れ
て
い
な
い
の
は
、
や
は
り
そ
の
よ

う
な
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
解
し
て
い
い
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
そ
し
て
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
に
、
春
泰
は
、
玄
白
等

の
翻
訳
事
業
と
関
係
な
く
、
山
脇
東
門
に
学
ん
で
い
た
と
解
し
て
い

こ
の
追
加
に
書
い
た
資
料
に
つ
い
て
教
示
を
え
た
中
野
操
博
士
、

片
桐
一
男
氏
、
武
田
薬
品
工
業
株
式
会
社
に
お
礼
を
申
し
の
べ
る
。

い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

、
臣
。
弓
再
弓
騨
再
里

固
く
己
①
己
ら
①
】
ぬ
己
月
①
開
昌
の
旦
冒
詳
匡
⑩
石
國
で
①
Ｈ
岳
呉
吻
寄
曽
苫
呼
園
、

丹

豈
患
君
⑲
』
匙
己
２
℃
煙
胃
］
、
乞
昌
①
旨
司
凹
目
堅
昌
言
い
肉
漬
、
ミ
電
蝿
○
嵩
予

。
。

奇
⑯
只
寿
篭
苫
輿
、
叱
碕
白
魚
瀞
苛
葛
巨
。
」
①
周
昏
①
］
①
凹
凸
①
『
農
壱
呉
淘
ご
‐

呼
負
琴
曽
』
畳
ご
免
葛
ｃ
鼬
旨
ｇ
ｏ
拘
罵
、
亀
討
篭
め
篭
脆
隷
畠
ａ
ｐ
Ｈ
冒
胸
〕
『
司
胃
Ｉ
』
司
司
ら
，

目
色
Ｈ
①
四
め
弓
昌
５
口
ｇ
鳥
育
８
ａ
）
具
】
ざ
ミ
員
邑
§
房
切
目
○
○
一

●

島
○
三
口
隅
①
日
①
島
９
口
の
吻
琴
謹
鳶
辱
負
耳
豈
畠
苫
食
助
ョ
四
日
①
扇
８
ず
の

の
⑦
①
己
閉
『
①
四
の
蔚
周
①
」
○
口
三
房
目
寄
岳
〕
弓
『
弾
弓
医
の
色
ロ
テ
。
『

■

》
ロ
《
①
『
ご
時
①
再
切
阜
〕
色
計
ゴ
ー
の
Ｈ
①
ぬ
〕
呉
吋
四
首
○
邑
閂
ロ
ロ
呉
ず
画
く
①
計
画
岸
の
自
己
一
色
の
①

ご
①
さ
局
⑦
彦
①
き
ざ
①
』
号
①
噌
○
巨
石
且
ロ
昌
昌
〕
帝
胃
昌
冒
頤
圏
目
』

冒
冒
①
』
』
○
甘
冒
⑦
。
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同
じ
年
と
い
う
の
は
嘉
永
三
年
の
こ
と
で
、
抽
斎
が
四
十
六
歳
の

時
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
弘
前
藩
御
家
中
明
細
書
に
よ
れ
ば
、
比
良
野
文
蔵
の
事

蹟
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
五
百
の
假
親
比
良
野
文
蔵
の
没
し
た
の
も
、
同
じ
年
の
四
月

二
十
二
日
で
あ
る
。
次
い
で
嗣
子
貞
固
が
目
附
か
ら
留
守
居
に
進

ん
だ
」
（
そ
の
三
十
九
一
九
六
ペ
ー
ジ
）
。

比
良
野
文
蔵
（
六
代
）

鴎
外
の
史
伝
「
渋
江
抽
斎
」
の
校
勘

局

イ

Ｐ
ｚ
Ｃ
５
（
）
旨
○
隠
房
食
Ｑ
旨
い
巴
の
匡
宮
』
①
〕
）
（
巴

酔
産
国
昌
鼬
討
匡
匿
）
冨
・
ロ
．
函
】
８
閏
産
》
少
○
日
Ｃ
鼻
］
ｇ
臼
巨
．

こ
れ
に
よ
っ
て
文
蔵
が
没
し
た
の
は
嘉
永
三
年
の
四
月
二
十
二
日

で
は
な
く
し
て
、
四
月
二
十
四
日
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

お
そ
ら
く
保
が
鴎
外
に
呈
出
し
た
資
料
に
於
い
て
誤
り
が
あ
っ
た

も
の
で
あ
ら
う
。

寛
政
十
年
七
月
二
十
八
日
跡
式

文
化
三
年
四
月
二
十
三
日
御
目
付

文
化
十
三
年
十
月
二
十
六
日
御
中
小
姓
頭
格

天
保
四
年
正
月
十
一
日
江
戸
足
軽
格

天
保
十
四
年
正
月
十
一
日
大
寄
合
格

嘉
永
三
年
四
月
二
十
四
日
病
死

記
（
一
二
）

松
木

明
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「
罪
を
得
た
数
人
は
血
統
を
重
ん
ず
る
説
を
持
し
て
、
此
養
子

を
迎
ふ
る
こ
と
を
拒
ま
う
と
し
、
順
承
は
こ
れ
を
迎
ふ
る
に
決
し

た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
側
用
人
加
藤
清
兵
衛
用
人
兼
松
伴
太
夫
は

帰
国
の
上
隠
居
謹
慎
、
兼
松
三
郎
は
帰
国
の
上
永
の
蟄
居
を
命
ぜ

ら
れ
た
」
（
安
政
三
年
）
（
そ
の
四
十
九
三
二
四
ペ
ー
ジ
）
。

「
津
軽
順
承
は
一
の
進
言
に
接
し
た
。
こ
れ
を
上
っ
た
も
の
は
、

用
人
加
藤
清
兵
衛
、
側
用
人
兼
松
伴
太
夫
、
目
付
兼
松
三
郎
で
あ

る
」
（
嘉
永
六
年
）
（
そ
の
四
十
六
二
一
五
ペ
ー
ジ
）
。

「
し
か
し
成
善
は
念
の
た
め
に
大
参
事
西
館
弧
清
・
小
参
事
兼

大
隊
長
加
藤
武
彦
の
二
人
を
見
て
意
見
を
叩
い
た
。
二
人
皆
成
善

は
医
と
し
て
視
る
べ
き
も
の
で
な
い
と
云
っ
た
。
武
彦
は
前
の
側

用
人
兼
用
人
情
兵
衛
の
子
で
あ
る
」
（
明
治
三
年
）
（
そ
の
八
十
七

二
一
七
ペ
ー
ジ
）
。

さ
き
の
嘉
永
六
年
の
文
で
は
用
人
が
加
藤
清
兵
衛
で
、
側
用
人
が

8

兼
松
伴
太
夫
と
あ
り
、
後
の
安
政
三
年
の
文
で
は
加
藤
清
兵
衛
が
側

用
人
で
、
兼
松
伴
太
夫
が
用
人
と
正
反
対
に
な
っ
て
い
る
。
後
の
明

治
三
年
の
文
で
は
加
藤
清
兵
衛
が
用
人
と
側
用
人
と
を
兼
ね
て
い
て
、

い
ず
れ
が
正
し
い
の
か
わ
か
り
か
ね
る
。
ま
た
加
藤
清
兵
衛
の
用
人

と
側
用
人
と
が
比
較
的
短
い
期
間
に
頻
繁
に
変
っ
た
も
の
と
も
考
へ

ら
れ
な
い
。

抽
斎
の
嗣
子
保
が
資
料
と
し
て
鴎
外
に
呈
出
し
た
「
渋
江
家
乗
」

に
は
明
治
三
年
六
月
十
三
日
藩
知
事
承
昭
公
は
弘
前
附
近
の
大
星
場

と
い
ふ
所
に
於
い
て
兵
の
大
演
習
を
行
ひ
、
少
参
事
加
藤
武
彦
（
嘗

て
用
人
た
り
し
渭
兵
衛
の
嗣
子
）
を
総
隊
長
と
し
て
盛
に
武
を
練
ら
せ

た
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
で
は
加
藤
清
兵
衛
が
用
人
と
な
っ
て
い
る
。

藩
日
記
（
江
戸
日
記
）
の
嘉
永
六
年
及
び
安
政
三
年
の
条
に
は
、

加
藤
清
兵
衛
、
兼
松
伴
太
夫
と
も
に
用
人
と
あ
っ
て
、
藩
日
記
の
上

で
は
用
人
側
用
人
の
区
別
が
み
ら
れ
な
い
。
元
来
用
人
と
い
ふ
の
は

江
戸
時
代
の
職
制
で
は
幕
府
、
大
名
貴
族
な
ど
の
家
で
、
老
臣
の
次

に
位
し
、
出
納
雑
事
に
当
っ
た
職
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
み
れ
ば
、

側
用
人
は
主
君
の
側
近
に
侍
し
て
、
主
と
し
て
そ
の
私
的
雑
事
を
掌

つ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
み
て
も
、
お
そ
ら
く
用
人
加
藤
清
兵
衛
が
正
し

い
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
職
名
が
変
っ
た
の
で
な
い
と
す
れ
ば
、
お
そ
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次
女
詮
の
婚
家
先
は
前
の
文
で
は
枡
屋
儀
兵
衛
と
あ
り
、
後
の
文

で
は
枡
屋
儀
平
と
あ
っ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
何
の
説
明
も
な
い
。

し
か
る
に
保
が
鴎
外
に
呈
出
し
た
「
抽
斎
の
親
戚
並
門
人
」
に
は

升
屋
儀
兵
衛
と
あ
る
の
で
、
儀
平
が
誤
り
で
儀
兵
衛
が
正
し
い
こ
と

ら
く
後
の
文
の
記
事
は
い
ず
れ
も
鴎
外
の
書
き
違
い
で
は
な
か
ら
う

３
○

力

「
安
の
女
二
人
の
う
ち
敬
は
猿
若
町
三
丁
目
の
芝
居
茶
屋
三
河

屋
に
、
詮
は
蔵
前
須
賀
町
の
呉
服
屋
枡
屋
儀
平
の
許
に
ゐ
た
」

（
そ
の
九
十
一
三
二
六
ペ
ー
ジ
）
。

「
年
月
は
詳
に
せ
ぬ
が
、
長
尾
氏
の
二
女
の
人
に
嫁
し
た
の
は
、

亀
沢
町
に
来
て
か
ら
の
事
で
あ
る
。

は
じ
め
長
女
敬
が
母
と
共
に
坐
食
す
る
に
忍
び
ぬ
と
云
っ
て
、

媒
す
る
も
の
の
あ
る
に
任
せ
て
、
猿
若
町
三
丁
目
守
田
座
附
の
茶

屋
三
河
屋
力
蔵
に
嫁
し
、
次
い
で
次
女
詮
も
浅
草
須
賀
町
の
呉
服

商
枡
屋
儀
兵
衛
に
嫁
し
た
」
（
そ
の
七
十
二
七
五
ペ
ー
ジ
）
。

9

周
禎
は
文
化
十
四
年
生
れ
だ
と
文
久
元
年
に
は
四
十
五
歳
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
四
十
六
歳
は
誤
り
で
、
周
禎
の
年
令
を

四
十
五
歳
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。

（
未
完
）

が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
後
の
文
を
儀
兵
衛
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
ら

為
ノ
○

な
お
「
抽
斎
の
親
戚
並
門
人
」
に
は
枡
屋
で
な
く
升
屋
と
あ
る
。

枡
も
升
も
と
も
に
同
訓
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
鴎
外
が
枡
の
字
に
訂

正
し
て
用
い
た
の
で
あ
っ
た
。

「
抽
斎
没
後
第
三
年
は
文
久
元
年
で
あ
る
。
：
。
：
周
禎
は
同
じ

年
の
八
月
四
日
を
以
て
家
督
相
続
を
し
て
、
矢
島
氏
の
禄
二
百
石

八
人
扶
持
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
養
父
優
善
は
二
十
七
歳
養

子
周
禎
は
文
化
十
四
年
生
れ
で
四
十
六
歳
に
な
っ
て
ゐ
た
」
（
そ

の
七
十
一
二
七
七
ペ
ー
ジ
）
。

10
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科
学
に
立
脚
し
た
現
代
医
学
は
一
六
世
紀
に
そ
の
曙
光
を
認
め
た
。
そ
の

近
世
紀
医
学
の
扉
を
開
い
た
ひ
と
り
に
ア
ン
ブ
ロ
ア
ー
ズ
・
パ
レ
が
あ
る
。

パ
レ
は
一
五
一
○
年
に
フ
ラ
ン
ス
国
メ
ー
ヌ
県
の
中
に
あ
る
今
日
の
う
。
ハ
ー

ル
市
の
中
に
編
入
さ
れ
て
お
る
一
寒
村
に
生
ま
れ
た
。
彼
の
父
は
理
髪
師
で

あ
り
、
実
兄
も
義
兄
も
理
髪
師
外
科
医
で
あ
っ
た
。
彼
は
家
貧
に
し
て
充
分

な
教
育
も
受
け
ず
に
幼
少
を
過
ご
し
、
一
五
三
二
年
か
ら
三
年
に
パ
リ
に
出

て
オ
テ
ル
・
デ
ィ
ュ
ー
病
院
に
つ
と
め
、
次
い
で
軍
属
と
な
っ
て
戦
傷
患
者

の
診
療
を
手
伝
い
な
ど
し
て
い
た
が
一
五
四
一
年
に
理
髪
師
外
科
医
の
資
格

を
と
り
、
そ
の
年
結
婚
し
た
。
彼
は
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ベ
サ
リ
ウ
ス
の
人
体

解
剖
学
を
常
に
鐇
き
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
外
科
診
療
を
行
な
い
、
堅
実
な
手

九
月
例
会
九
月
三
十
日
（
火
）

於
慶
応
義
塾
大
学
北
里
図
書
館

一
歯
科
の
古
画
と
処
方

二
ア
ン
ブ
ロ
ア
ズ
・
バ
レ
ー
に
つ
い
て

七
月
例
会
七
月
二
十
六
日
（
土
）

於
順
天
堂
大
学
医
学
部
五
号
館

一
福
沢
諭
吉
の
種
痘
再
種
の
説

口
演
の
鮮
細
は
本
号
に
原
著
と
し
て
収
載
。

二
利
光
仙
庵
著
引
痘
夜
話
に
つ
い
て

口
演
の
詳
細
は
本
号
に
原
著
と
し
て
収
載
。

三
欧
州
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
医
薬
の
今
昔

一
！

大
滝
紀
雄

広
木
彦
吉

佐
藤
美
実

吉
田
一
郎

川
島
恂
二

術
に
努
め
た
。
ま
た
彼
自
身
人
体
解
剖
に
研
究
を
重
ね
て
人
体
解
剖
学
の
書

を
発
刊
す
る
程
解
剖
学
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
彼
は
フ
ラ
ン
ス
が
国
外
と
の
戦

争
、
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
そ
の
他
と
の
交
戦
や
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
の
王
侯
同
志

の
戦
い
な
ど
に
し
ば
し
ば
出
陣
し
て
銃
創
切
創
等
の
損
傷
そ
の
他
一
般
軍
陣

医
学
に
関
し
て
自
ら
多
く
の
研
究
を
す
る
機
会
を
も
っ
た
。
こ
れ
が
彼
の
外

科
学
に
ど
ん
な
に
貢
献
し
た
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
し
て
益
々
新
し
い
外
科
学

を
開
発
し
そ
の
実
験
は
全
身
に
及
ん
だ
。
か
く
て
彼
の
外
科
学
は
益
々
進
歩

発
達
し
て
世
界
を
風
扉
し
た
。
ま
た
一
方
女
性
を
対
象
と
し
て
産
婦
人
科
の

研
究
に
も
興
味
を
も
ち
幾
多
の
産
婦
人
科
手
術
に
新
生
面
を
開
い
た
。
中
で

も
特
に
彼
が
興
味
を
も
ち
彼
の
自
慢
と
す
る
と
こ
ろ
の
産
婦
に
お
け
る
胎
児

定
位
廻
転
術
の
開
発
は
爾
来
世
界
各
国
で
実
施
採
用
さ
れ
、
世
界
の
す
み
ず

み
に
ま
で
普
及
し
て
今
日
に
及
ん
で
お
る
。
彼
は
多
く
の
手
術
用
の
器
具
を

発
明
し
、
ま
た
よ
く
著
述
に
勉
め
多
く
の
書
を
出
版
し
て
お
る
が
、
そ
の
中

で
我
が
国
医
学
殊
に
外
科
学
を
開
発
し
た
も
の
は
彼
が
一
五
七
五
年
に
出
版

し
た
外
科
学
で
あ
る
。
本
書
は
初
版
後
度
々
改
版
さ
れ
て
第
四
版
に
及
ん
で

お
る
が
、
そ
の
第
三
版
が
一
五
八
二
年
に
出
さ
れ
て
こ
れ
が
彼
の
死
後
一
五

九
二
年
に
ま
た
一
六
○
一
年
に
そ
れ
ぞ
れ
蘭
語
と
独
語
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の

が
我
が
国
に
入
っ
て
楢
林
鎮
山
や
西
玄
哲
等
オ
ラ
ン
ダ
流
外
科
と
な
り
我
が

国
の
外
科
治
療
に
役
立
っ
た
も
の
と
思
う
。

一
五
九
○
年
パ
リ
市
が
革
命
軍
の
た
め
に
包
囲
さ
れ
た
時
、
飢
餓
大
衆
の

地
獄
の
叩
び
の
渦
中
に
パ
レ
は
そ
の
老
躯
を
投
じ
、
パ
リ
に
平
和
の
願
い
を

訴
え
つ
つ
突
如
八
○
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
時
に
一
五
九
○
年
一
二
月
二
○

日
の
こ
と
で
あ
る
。
サ
ン
・
タ
ン
ド
レ
・
デ
・
ザ
ー
ル
教
会
に
葬
ら
れ
た
。

（
四
五
歳
、
六
五
歳
、
六
八
歳
、
七
二
歳
の
世
界
に
残
る
バ
レ
ー
の
四
肖
像
ス
ラ
イ
ド

写
真
供
覧
）

十
月
例
会
十
月
二
十
五
日
（
土
）
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於
順
天
堂
大
学
医
学
部
一
号
館

一
日
蘭
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果

緒
方
富
雄

本
年
（
一
九
六
九
年
）
九
月
七
日
か
ら
十
三
日
ま
で
、
オ
ラ
ン
ダ
国
ラ
イ
デ

ン
に
お
い
て
「
日
蘭
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（
響
日
冒
、
旨
日
○
口

吾
①
国
厨
８
局
旨
里
”
の
一
員
５
口
い
ず
輿
葛
①
①
ロ
号
①
ｚ
の
岳
①
局
置
旨
号
四
口
』
百
℃
陣
ロ
）

が
開
催
さ
れ
た
。
ラ
ィ
デ
ン
大
学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
と
日
本
の
蘭
学
資
料

研
究
会
と
の
共
催
で
あ
る
。
会
長
は
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
フ
リ
ッ
ッ
・

フ
ォ
ス
教
授
（
ラ
ィ
デ
ン
大
学
教
授
）
、
副
会
長
は
蘭
学
資
料
研
究
会
会
長

緒
方
富
雄
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
。
日
本
側
の
参
加
者
四
十
六
名
（
う
ち

同
伴
家
族
六
名
）
の
う
ち
三
十
五
名
の
三
十
七
題
の
発
表
が
あ
っ
た
。

詳
細
は
蘭
研
研
究
報
告
第
二
二
七
号
（
昭
和
四
十
四
年
十
月
）
に
ゆ
ず

り
、
こ
こ
で
は
日
本
医
史
学
会
会
員
の
発
表
と
医
学
関
係
の
演
題
を
か
か
げ

る
。

一
、
十
七
世
紀
に
お
け
る
日
蘭
医
学
の
交
渉
大
島
蘭
三
郎

一
、
餌
①
『
日
自
国
。
の
儲
冨
画
く
の
（
岳
露
ｌ
ご
麓
）
が
わ
が
蘭
学
期
に
日
本
医

学
に
及
ぼ
し
た
影
響
阿
知
波
五
郎

一
、
日
本
に
お
け
る
弓
畠
の
日
蔚
目
宛
ず
旨
の
大
塚
恭
男

一
、
蘭
訳
書
に
よ
る
餌
巨
壁
“
且
医
学
の
日
本
に
お
け
る
受
容石

原
明

一
、
日
本
の
近
代
産
科
の
初
期
に
み
る
蘭
書
を
通
じ
て
の
西
洋
医
学
の
影

響
酒
井
シ
ヅ

一
、
牛
痘
種
痘
法
の
伝
来
と
普
及
井
上
忠

一
、
ポ
ン
ペ
と
日
本
医
学
大
滝
紀
雄

一
、
蘭
学
者
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像
崇
拝
緒
方
富
雄

一
、
蘭
訳
書
に
よ
る
川
本
幸
民
の
製
糖
理
論
の
導
入
井
上
悌
雄

一
、
大
野
藩
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
書
の
翻
訳
出
版
岩
治
勇
一

一
、
岡
山
藩
医
学
館
教
師
ロ
イ
ト
ル
中
山
沃

一
、
新
潟
医
学
校
に
お
け
る
三
人
の
オ
ラ
ン
ダ
人
教
師
‐
蒲
原
宏

一
、
大
阪
で
の
オ
ラ
ン
ダ
医
学
藤
野
恒
三
郎

ほ
か
に
九
月
八
日
の
開
会
式
に
お
い
て
、
緒
方
の
つ
ぎ
の
演
題
に
よ
る
英

語
で
特
別
一
般
講
演
が
あ
っ
た
。

目
○
日
ご
○
ぬ
画
冨
”
四
吋
吾
》
⑦
８
言
牙
画
ロ
（
一
己
①
ぐ
の
一
○
壱
日
の
昌
旦
詞
色
ロ
ー

砺
四
穴
巨
（
国
冒
⑤
ゴ
庁
胃
国
言
巴
》
号
の
国
吋
牌
呂
〕
①
曽
．
叩
旦
勾
騨
。
蝿
陣
言
》

会
期
中
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
博
物
館
東
洋
部
、
ハ
ー
グ
の
国
立
中

央
文
書
館
、
ラ
ィ
デ
ン
大
学
図
書
館
、
国
立
民
族
博
物
館
等
に
お
い
て
、
特

別
展
示
が
あ
り
、
参
加
者
に
と
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
多
大
の
収
穫
が
あ
っ
た
。

な
お
研
究
発
表
は
な
か
っ
た
が
、
巴
陵
宣
祐
と
今
田
喬
士
の
二
会
員
が
参

加
し
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
と
し
て
、
研
究
発
表
の
ほ
か
、
オ
ラ
ン
ダ

に
あ
る
豊
富
な
蘭
学
資
料
に
直
接
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
ば
か
り
で
な

く
、
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
資
料
を
発
掘
し
え
た
こ
と
、
オ
ラ
ン
ダ
側
の

研
究
者
と
親
し
く
な
り
、
今
後
の
研
究
資
料
の
相
互
提
供
が
円
滑
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
、
そ
の
い
ち
じ
る
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
解
体
新
書
の
付
図
と
ラ
イ
デ
ン
大
学
教
授
ビ
ド
ロ
ー

小
川
鼎
三

解
体
新
書
の
付
図
は
ク
ル
ム
ス
解
剖
書
の
他
に
ト
ン
ミ
ュ
ズ
、
プ
ラ
ン
カ

ー
ル
、
カ
ス
パ
ル
、
コ
ィ
テ
ル
、
ア
ン
プ
ル
の
諸
書
か
ら
採
っ
た
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
お
り
、
蒙
書
式
の
木
火
土
金
水
と
思
わ
れ
る
符
号
が
付
い
て
各
図

の
由
来
が
示
さ
れ
て
い
る
。
符
号
の
な
い
の
は
す
べ
て
ク
ル
ム
ス
書
の
も
の

で
あ
る
。

終
り
の
四
図
は
手
と
足
の
筋
肉
、
腱
、
骨
を
描
い
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
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こ
の
四
図
は
オ
ラ
ン
ダ
の
医
学
者
ビ
ド
ロ
－
Ｇ
．
国
昌
○
○
（
冨
色
ｌ
ご
届
）

の
解
剖
書
（
ラ
テ
ン
語
本
初
版
一
六
八
五
、
オ
ラ
ン
ダ
語
本
一
六
九
○
）
か

ら
採
っ
た
も
の
と
最
初
に
指
摘
し
た
の
が
。
．
”
．
国
。
①
日
で
、
つ
い
で
句
．

言
借
目
吻
陛
も
同
じ
考
え
を
述
べ
、
杉
田
が
ア
ン
プ
ル
と
し
た
の
は
誤
り
で

あ
る
と
発
表
し
た
。
私
ど
も
も
パ
レ
ー
全
集
を
し
ら
べ
て
、
そ
の
図
が
な
い

こ
と
か
ら
、
杉
田
玄
白
も
し
く
は
小
田
野
直
武
の
考
え
違
い
だ
ろ
う
と
思
う

が
、
ピ
ド
ロ
ー
の
解
剖
図
が
直
接
に
と
ら
れ
た
か
ど
う
か
に
若
干
の
疑
問
が

残
る
。

ピ
ド
ロ
ー
の
解
剖
図
（
画
家
は
。
①
国
匙
号
尉
豊
『
の
ゅ
の
①
）
は
そ
っ
く
り

英
国
の
カ
ウ
パ
ー
ミ
豊
富
日
ロ
葛
愚
の
『
（
岳
急
ｌ
ご
ｇ
）
が
ピ
ド
ロ
ー
に
断

わ
り
な
く
、
彼
の
人
体
解
剖
書
（
英
語
本
、
一
六
九
七
）
に
借
用
し
て
、
両

者
の
間
に
争
い
が
起
き
て
い
る
。
私
ど
も
は
ま
ず
カ
ウ
パ
ー
解
剖
書
（
ラ
テ

ン
語
本
、
一
七
三
九
）
を
労
働
科
学
研
究
所
の
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
文
庫
で
み

て
、
つ
い
で
ピ
ド
ロ
ー
解
剖
書
（
ラ
テ
ン
語
本
、
一
六
八
五
）
を
同
研
究
所

お
よ
び
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
エ
ル
カ
ム
医
学
史
博
物
館
の
好
意
に
よ
り
調
べ
る
こ

と
が
で
き
た
。
図
の
大
部
分
二
一
四
の
う
ち
一
○
五
ま
で
）
が
一
致
し
、

説
明
文
は
カ
ウ
パ
ー
の
方
が
詳
し
い
。
解
体
新
書
の
問
題
の
四
図
が
酷
似
す

る
も
の
は
そ
の
一
○
五
の
中
に
あ
る
。

英
国
王
ウ
イ
リ
ア
ム
三
世
の
侍
医
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
住
ん
だ
こ
と
も
あ

る
ラ
イ
デ
ン
大
学
教
授
ピ
ド
ロ
ー
の
略
伝
と
、
球
尿
道
腺
に
そ
の
名
を
残
し

た
偉
い
解
剖
学
者
兼
外
科
医
で
あ
り
な
が
ら
、
ビ
ド
ロ
ー
の
解
剖
図
を
剰
窃

ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
大
き
な
図
で
、
残
り
の
全
部
の
も
の
と
甚
だ
調
子
が
ち
が

ア
ン
プ
ル

っ
て
い
る
。
符
号
に
よ
る
と
「
安
武
児
外
科
書
解
体
篇
」
か
ら
採
っ
た
と
い

う
。
こ
の
ア
ン
プ
ル
は
フ
ラ
ン
ス
の
大
外
科
医
ア
ン
プ
ロ
ア
ズ
パ
レ
ー
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
そ
の
全
集
の
解
体
篇
を
み
て
も
、
こ
の
四
図
が
載
っ
て
い
な

い
○

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
メ
リ
ー
（
一
六
九
七
‐
一
七
六
三
）
は
イ
ギ
リ
ス
の
産

科
学
の
師
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
彼
は
十
八
世
紀
の
産
科
学
が
確
立
す
る
時
期

に
ロ
ン
ド
ン
で
産
科
を
開
業
し
、
多
く
の
弟
子
を
教
え
た
。
彼
の
業
績
は
、

綿
密
な
観
察
と
、
解
剖
学
的
知
識
に
基
づ
い
て
正
常
分
娩
の
機
構
を
解
明

し
、
そ
れ
ま
で
長
く
信
じ
ら
れ
て
い
た
迷
信
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
崩
し
、
産
科
を

産
碆
の
手
か
ら
医
師
に
移
し
た
こ
と
や
鉗
子
の
使
用
を
広
く
知
ら
せ
し
め
た

こ
と
で
あ
る
。

日
本
に
は
彼
の
鈩
静
詐
具
シ
ロ
禺
○
目
。
画
一
弓
騨
三
＄
（
一
八
五
四
）
が

出
版
後
ま
も
な
く
入
っ
た
形
跡
が
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
は
英
語
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
図
か
ら
理
解
し
う
る
こ
と
、
ま
た
ヒ
ン
ト
を
得
た

に
と
ど
ま
っ
た
。
ス
メ
リ
ー
の
産
科
学
が
オ
ラ
ン
ダ
語
を
介
し
て
日
本
に
入

っ
て
来
る
ま
で
更
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

二
吉
益
東
洞
と
亀
井
南
漠
大
塚
敬
節

日
本
の
生
ん
だ
医
家
の
中
で
、
吉
益
東
洞
ほ
ど
賛
否
両
論
の
は
げ
し
い
論

争
を
ま
き
起
こ
し
た
人
物
は
な
い
。
私
は
こ
の
東
洞
の
医
風
と
治
療
に
興
味

を
も
っ
て
、
多
年
こ
れ
の
研
究
に
従
事
し
て
い
る
が
、
ま
た
一
方
東
洞
を
中

心
と
し
て
論
争
を
展
開
し
た
人
々
の
論
議
を
分
析
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
の

人
々
の
立
場
や
医
風
を
考
察
す
る
手
が
か
り
と
な
っ
て
、
興
味
が
あ
る
。

東
洞
に
も
っ
と
も
鋭
い
論
評
を
加
え
た
人
に
、
亀
井
南
浜
が
あ
る
。
南
漠

は
若
く
し
て
東
洞
の
門
に
入
り
、
居
る
こ
と
数
日
に
し
て
、
「
英
雄
人
を
欺

く
」
の
捨
て
ぜ
り
ふ
を
残
し
て
東
洞
の
門
を
去
り
永
富
独
輪
庵
の
門
人
と
な

し
た
と
い
う
汚
点
を
も
つ
カ
ウ
パ
ー
の
生
涯
を
簡
単
に
述
べ
た
。

十
一
月
例
会
十
一
月
二
十
二
日
（
土
）

於
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
北
里
図
書
館

一
望
三
旨
ョ
、
ョ
の
罠
①
と
わ
が
国
の
西
洋
産
科
と
の
関
係

酒
井
シ
ヅ
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シ
ー
ポ
ル
ト
の
墓
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
中
央
停
車
場
か
ら
約
２
キ
ロ
南
に
あ
る

貴
即
帝
号
ｏ
弓
あ
る
い
は
《
⑮
巨
白
①
（
岸
○
や
、
Ｒ
シ
斎
【
の
巨
胃
冨
局
響
、
と
呼
ば
れ

て
い
る
墓
地
に
あ
る
。
そ
こ
の
鯛
号
地
に
シ
ー
ポ
ル
ト
の
墓
が
あ
る
。
こ
の

墓
地
に
は
日
本
に
な
じ
み
あ
る
も
の
と
し
て
、
建
築
家
ク
レ
ン
ッ
エ
Ｐ
①
。

く
○
国
匿
曾
菌
①
）
の
墓
が
”
号
地
に
、
衛
生
学
者
ペ
ッ
テ
ン
コ
オ
フ
ェ
ル

（
冨
幽
×
》
ぐ
ｃ
目
思
月
鳥
ｏ
嚴
汽
）
の
墓
も
あ
っ
た
。
墓
地
お
よ
び
、
そ
れ
ぞ
れ

の
墓
の
様
子
が
写
真
の
供
覧
で
も
っ
て
詳
細
に
報
告
さ
れ
た
。

（
以
上
は
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
第
二
二
九
号
に
基
づ
き
編
集
委
員

の
帰
途
、

告
し
た
。

り
「
古
今
斎
い
ろ
は
歌
」
「
読
医
断
」
「
読
管
豹
偲
言
」
「
萬
病
一
毒
弁
」
な

ど
を
著
わ
し
て
、
東
洞
を
論
難
し
て
い
る
。

い
ま
東
洞
と
南
浜
と
の
医
説
を
比
較
検
討
し
て
み
る
に
、
東
洞
が
、
医
を

学
と
し
て
体
系
づ
け
よ
う
と
の
意
図
を
も
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
南
浜
は
、

医
は
あ
く
ま
で
も
術
で
あ
っ
て
、
医
の
術
は
実
地
の
修
練
を
は
げ
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
奥
儀
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。
い
う
な
ら
ば
、
こ

の
論
争
は
、
学
と
術
と
の
論
議
で
あ
る
。

現
代
に
あ
っ
て
も
、
東
洋
医
学
界
に
は
、
依
然
と
し
て
、
こ
の
学
と
術
と

の
論
争
が
つ
づ
い
て
い
る
。
私
は
、
こ
の
学
と
術
を
止
揚
し
た
新
し
い
道
こ

そ
、
わ
が
東
洋
医
学
の
今
後
の
進
路
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の

意
味
に
お
い
て
、
東
洞
と
南
涙
と
の
論
議
は
生
き
た
資
料
で
あ
り
、
単
な
る

過
去
の
物
語
り
と
は
思
わ
な
い
。

十
二
月
例
会
（
蘭
学
資
料
研
究
会
と
合
同
開
催
）
十
二
月
一
一
○
日
（
土
）

於
慶
応
義
塾
大
学
北
里
記
念
図
書
館
会
議
室

一
シ
ー
ボ
ル
ト
の
墓
菊
地
重
郎

演
者
が
去
る
九
月
ラ
イ
デ
ン
で
開
か
れ
た
日
蘭
交
渉
史
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
帰
途
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
あ
る
シ
ー
ボ
ル
ト
の
墓
を
訪
ね
、
そ
の
模
様
を
報

が
抄
録
し
た
）

二
日
本
に
お
け
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
画
像
と
賛
ｌ
そ
の
後
の
研
究
ｌ

緒
方
富
雄

第
刈
回
日
本
医
史
学
会
総
会
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
特
別
講
演
し
た
後
に

諸
氏
よ
り
演
者
の
下
に
寄
せ
ら
れ
た
事
項
を
検
討
、
追
加
し
た
結
果
の
中
間

報
告
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
総
括
的
に
ス
ラ
イ
ド
で
説
明
し
た
後
、
渡
辺

華
山
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
の
画
か
れ
た
時
期
、
出
典
に
つ
き
現
存
す
る
も
の

を
系
列
化
し
、
そ
れ
を
補
足
す
る
資
料
と
合
せ
て
検
討
。
次
い
で
、
坪
井
信

道
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
賛
詩
に
つ
き
、
更
に
自
筆
の
も
の
が
３
点
、
長
与
専
斎

筆
が
２
点
見
つ
か
り
計
岨
点
と
な
り
、
そ
の
決
定
的
な
辞
句
が
判
明
し
た
。

ま
た
、
神
戸
市
立
南
蛮
美
術
館
所
蔵
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像
な
ど
が
紹
介
さ
れ

た
。

（
以
上
は
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
第
二
二
九
号
に
基
づ
き
編
集
委
員

が
抄
録
し
た
）
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梅
沢
さ
ん
は
、
日
本
医
史
学
会
の
黎
明
期
か
ら
昭
和
四
十
四
年
八
月
二

十
三
日
に
他
界
さ
れ
る
日
ま
で
、
長
い
あ
い
だ
日
本
医
史
学
会
の
理
事
と

し
て
、
医
史
学
の
発
展
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。

戦
後
は
、
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
よ
い
く
ら
い
、
例
会
で
は
顔
を
見
る
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
「
日
本
医
事
新
報
」
に
は
積
極
的
に
医
史
学
関
係
の

論
述
を
取
り
あ
げ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
医
史
学
の
舞
台
は
年
と
共

に
拡
大
し
て
き
た
。

富
士
川
海
先
生
の
時
代
に
比
較
し
て
そ
の
幅
も
広
く
な
り
、
範
囲
も
随

分
拡
大
さ
れ
た
わ
け
で
、
こ
の
こ
と
を
梅
沢
さ
ん
と
話
し
て
感
慨
を
新
た

に
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

叩
鋒
鐸
諄
認
識
認
蝿
塞
故
梅
沢
彦
太
郎
さ
ん
を
悼
む

アや

雪
梅
沢
さ
ん
が
「
日
本
医
事
新
報
」
に
打
ち
込
ん
だ
精
魂
、
新
聞
人
と
し

て
の
卓
越
し
た
姿
勢
に
は
、
私
達
も
学
ぶ
べ
き
多
く
の
点
が
あ
っ
た
。
ま

た
医
界
の
趣
味
人
を
暖
か
く
育
て
続
け
た
功
績
も
見
逃
が
せ
な
い
。
い
つ

し
か
趣
味
の
な
か
の
陶
磁
界
、
美
術
界
に
識
見
者
と
し
て
君
臨
し
た
梅
沢

さ
ん
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
名
人
芸
に
近
い
鑑
識
者
の
梅
沢
さ
ん
を
失
な
っ

た
こ
と
は
い
ち
ば
ん
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
医
業
界
人
事
紹
介
の
活
躍
、
医
療
信
用
組
合
を
作
る
な
ど
で
医

療
界
の
経
済
復
興
に
寄
与
し
た
功
績
も
偉
大
で
あ
っ
た
。
梅
沢
さ
ん
だ
か

ら
こ
そ
出
来
た
と
い
え
る
事
業
で
あ
る
。

兎
に
角
、
梅
沢
さ
ん
の
業
績
は
数
え
き
れ
な
い
が
、
い
つ
も
強
い
信
念

を
持
っ
て
事
に
当
た
っ
た
こ
と
が
、
す
べ
て
を
成
功
さ
せ
た
と
私
は
思
っ

て
い
る
。

わ
が
日
本
医
史
学
会
が
賛
助
会
員
制
を
実
現
し
た
と
き
も
、
い
ち
は
や

く
賛
助
会
員
に
な
っ
て
下
さ
っ
た
。
今
春
第
七
十
回
の
総
会
を
、
蘭
学
史

料
研
究
会
、
歯
学
史
集
談
会
と
合
同
で
東
京
で
開
い
た
と
き
も
、
私
の
希

望
を
い
れ
て
梅
沢
記
念
館
を
会
期
中
公
開
し
て
い
た
だ
き
、
会
員
を
喜
こ

ぱ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

梅
沢
さ
ん
が
日
大
病
院
に
入
院
さ
れ
て
以
来
、
物
療
科
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
受
け
て
お
ら
れ
た
が
、
担
当
の
横
前
卓
治
君
は
、
私
の
自
宅
の
そ
ば
に

住
ん
で
い
る
関
係
か
ら
、
私
も
十
年
前
か
ら
横
前
君
の
治
療
を
受
け
て
い

る
の
で
、
梅
沢
さ
ん
の
病
状
の
変
遷
は
彼
を
通
じ
て
聞
く
機
会
が
多
か
っ

た
。
不
治
の
病
気
と
闘
い
続
け
た
梅
沢
さ
ん
の
根
性
の
強
さ
に
、
私
は
最

大
の
敬
意
を
表
し
て
い
た
。

涙
ぐ
ま
し
い
努
力
の
功
も
な
く
遂
に
逝
去
さ
れ
た
こ
と
は
遺
憾
に
耐
え

な
い
。
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最
後
に
梅
沢
さ
ん
の
略
歴
を
掲
げ
て
お
こ
う
。
（
今
田
見
信
記
）

略
歴

本
籍
東
京
都
新
宿
区
矢
来
町
三
一
番
地

現
住
所
東
京
都
新
宿
区
矢
来
町
六
二
番
地

梅
沢
彦
太
郎

明
治
二
六
年
五
月
二
三
日
生

大
正
三
年
七
月
東
京
慈
恵
会
医
学
専
門
学
校
中
退

同
年
八
月
千
代
田
区
神
田
三
河
町
日
本
之
医
界
社
（
社
長
土
屋

情
三
郎
）
へ
入
社

同
十
年
一
月
口
本
之
医
界
社
退
社

同
年
二
月
墨
田
区
東
両
国
に
日
本
医
事
新
報
社
創
立

「
日
本
医
事
新
報
」
を
発
行

昭
和
二
三
年
三
月
労
働
大
臣
許
可
に
よ
る
営
利
職
業
紹
介
事
業
発
足

同
二
四
年
日
本
陶
磁
協
会
理
事
長
に
就
任

同
三
十
年
六
月
株
式
会
社
週
刊
日
本
医
事
新
報
社
と
社
名
を
改
め
代

表
取
締
役
に
就
任

昭
和
三
三
年
六
月
日
本
出
版
協
会
会
長
に
就
任

同
三
五
年
五
月
東
京
都
医
師
信
用
組
合
理
事
長
に
就
任

同
年
六
月
合
資
会
社
日
本
医
事
新
報
医
療
職
員
紹
介
所
を
設
立

し
代
表
社
員
に
就
任

昭
和
三
六
年
二
月
文
部
省
文
化
財
保
護
委
員
会
専
門
委
員
に
就
任

同
三
八
年
九
月
東
日
本
医
師
協
同
組
合
常
務
理
事
に
就
任

同
四
三
年
五
月
梅
沢
記
念
館
（
日
本
医
事
新
報
社
記
念
館
）
を
設
立

し
館
長
に
就
任

昭
和
四
四
年
八
月
二
三
日
死
亡

◇
本
誌
の
特
色

・
日
本
に
お
け
る
生
物
学
史
研
究
の
動
向
を
知
り
う
る
。

・
完
成
さ
れ
た
論
文
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
熟
さ
ん
と
す
る
研
究
も
多
く

載
せ
る
。

・
生
物
教
育
と
の
関
連
で
生
物
学
史
を
と
ら
え
る
方
向
で
の
記
事
を
取
り

上
げ
る
。

◇
出
版
要
項
年
二
回
、
タ
イ
プ
印
刷
、
平
均
五
○
頁
、
既
に
一
七
号
ま

で
発
行
。

◇
会
費
年
額
五
○
○
円
、
本
誌
へ
の
投
稿
、
発
言
が
で
き
る
。

◇
申
込
先
東
京
都
目
黒
区
大
岡
山
東
京
工
業
大
学
工
学
部
八
杉

研
究
室

江
上
生
子
気
付
日
本
科
学
史
学
会
生
物
学
史
分
科
会

振
替
口
座
（
東
京
）
六
五
○
三
○

◇
編
集
日
本
科
学
史
学
会
生
物
学
史
分
科
会

◇
研
究
会
会
員
で
な
く
て
も
自
由
参
加
を
歓
迎

日
時
原
則
と
し
て
毎
月
第
三
土
曜
日
一
七
時
三
○
分

か
ら

場
所
東
京
工
業
大
学
八
杉
研
究
室
（
第
三
新
館
三

○
九
）

◇
電
話
七
二
六
’
二
二
内
線
二
二
五
九

《
一
‐
生
物
学
史
研
究
」
購
読
者
会
員
募
集
》

（36） 226



日
本
医
史
学
雑
読
第
十
五
巻
総
目
録

原
著栗

崎
道
有
伝
補
遺
大
鳥
蘭
三
郎
一
’
五

安
懐
堂
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
片
桐
一
男
六
’
八

安
懐
堂
と
日
習
堂
片
桐
一
男
九
’
十
一

烏
山
松
円
は
は
た
し
て
庄
内
藩
医
か
松
木
明
知
十
二
’
十
五

山
鳴
大
年
に
あ
て
た
洪
庵
と
郁
蔵
の
書
簡
小
田
皓
二
十
六
’
二
○

華
岡
青
洲
と
門
人
杉
立
以
成
蒲
原
宏
一
三
五
’
一
四
二

鴎
外
の
史
伝
（
渋
江
抽
斎
）
の
校
勘
記
（
Ⅱ
）
松
木
明
一
四
三
’
一
四
五

離
日
ロ
里
ロ
．
ｏ
Ｈ
ｏ
ｍ
“
に
つ
い
て
小
野
譲
一
四
六
’
一
五
八

河
口
信
任
と
穏
れ
キ
リ
シ
タ
ン
川
島
恂
二
一
五
九
’
一
六
三

肖
像
異
変
ｌ
山
懸
大
試
か
香
川
修
徳
か
ｌ
故
若
尾
隣
平
一
六
四
’
一
七
一

シ
胃
四
菌
白
目
口
８
言
倣
甸
色
目
昏
々
ロ
０
９
日
い

向
．
句
．
Ｆ
閏
の
○
口
一
八
七
’
一
九
○

福
沢
諭
吉
の
「
牛
痘
再
種
之
説
」
大
滝
紀
雄
一
九
一
’
一
九
五

利
光
仙
庵
著
「
引
痘
夜
話
」
に
つ
い
て
川
島
恂
二
一
九
六
’
二
○
四

生
き
た
歴
史
内
分
泌
学
者
シ
ー
ハ
ン
先
生
小
伝
二
○
五
’
二
○
八

中
江
孝
治

適
塾
門
下
生
坪
井
信
立
に
就
て
青
木
一
郎
二
○
九
’
二
一
三

嶺
春
泰
伝
追
加
緒
方
富
雄
二
一
四
’
二
一
七

鴎
外
の
史
伝
「
渋
江
抽
斎
」
の
校
勘
記
（
Ⅲ
）
松
木
明
二
一
八
’
二
二
一

口
①
国
３
日
の
具
、
８
号
①
房
庁
呉
掃
園
○
ｍ
且
牌
胃
く
顎

Ｐ
西
国
員
：
口
医
二
三
八
’
二
四
二

第
沁
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
二
号
）

特
別
講
演

蕃
書
調
所
に
つ
い
て
沼
田
次
郎
一
’
一
○

日
本
に
お
け
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
画
像
と
賛
緒
方
富
雄
二
’
一
五

明
治
初
期
の
日
本
歯
学
山
田
平
太
一
六
’
一
八

明
治
維
新
前
後
の
医
学
ｌ
と
く
に
お
雇
い
外
人
に
つ
い
て
ｌ

小
川
鼎
三
一
九
’
二
四

一
般
講
演

中
天
海
訳
八
引
律
Ｖ
に
つ
い
て
吉
田
忠
二
五

安
懐
堂
と
日
習
堂
片
桐
一
男
二
五
’
二
六

写
本
和
蘭
会
話
書
（
樫
斎
進
印
あ
る
も
の
お
よ
び
河
東
館
・

小
関
氏
等
の
印
の
あ
る
も
の
）
に
つ
い
て
佐
藤
良
雄
二
六
’
二
七

江
馬
元
益
著
「
薬
渠
漫
筆
」
を
め
ぐ
っ
て
（
Ⅱ
）
末
中
哲
夫
二
七
’
二
八

平
井
海
蔵
安
井
宏
二
八
’
二
九

⑦
。
旨
の
園
の
天
球
論
と
Ｑ
鱒
ぐ
旨
ぃ
（
Ⅱ
）
今
井
湊
二
九
’
三
○

適
塾
門
下
生
井
上
主
水
に
つ
い
て
茅
原
弘
三
○
三
一

新
元
会
員
中
の
西
哲
像
に
つ
い
て
中
野
操
三
一
’
三
六

字
田
川
玄
真
「
小
児
諸
病
」
、
坪
井
信
道
「
診
候
大
概
」
、
箕

作
院
甫

「
斯
微
甸
・
発
斑
熱
」
に
つ
い
て
阿
知
波
五
郎
三
六
’
三
七

司
馬
江
漢
の
「
天
地
理
談
」
神
田
茂
三
七
’
三
八

杉
田
玄
白
先
生
解
体
図
と
記
銘
の
あ
る
平
次
郎
解
剖
図
に
つ
い
て

蒲
原
宏
三
九

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
義
歯
と
当
時
の
日
本
義
歯

新
藤
恵
久
三
九
’
四
○

大
槻
玄
沢
著
「
西
○
対
晤
」
に
つ
い
て
大
烏
蘭
三
郎
四
○
’
四
一

第
一
回
・
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
け
る
歯
科
と
医
科
の
出
品
に
つ
い
て

鈴
木
勝
・
谷
津
三
雄
四
一
’
四
二
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大
阪
の
蘭
学
者
橋
本
宗
吉
の
年
譜
に
つ
い
て
中
野
操
四
二

四
世
紀
（
古
墳
時
代
）
代
の
洞
穴
遺
跡
よ
り
掘
出
さ
れ
た
齪
蝕
歯
牙
に
つ
い
て

瀬
戸
俊
一
・
小
出
義
治
・
高
橋
和
人
四
二
’
四
三

明
治
初
年
京
都
医
史
資
料
と
し
て
「
京
都
府
政
治
部
衛
生
類
」
に
つ
い
て

阿
知
波
五
郎
四
三
’
四
四

日
本
の
義
歯
に
関
す
る
医
史
学
的
研
究
筒
井
正
弘
四
四
’
四
五

切
手
で
見
る
種
痘
の
歴
史
古
川
明
四
五
’
四
六

蘭
医
ポ
ー
ド
ィ
ン
の
胎
児
解
剖
松
木
明
知
四
六
’
四
セ

ァ
ィ
ヌ
医
療
政
策
史
の
研
究
松
木
明
知
四
七
’
四
九

放
射
線
医
家
浦
野
多
門
治
と
装
置
製
作
者
福
田
篤
一
・
室
馨
造
に
つ
い
て

今
市
正
義
四
九

ロ
ン
ド
ノ
ウ
著
医
事
法
規
に
つ
い
て
大
矢
全
節
四
九

「
千
金
要
方
」
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
点
大
塚
恭
男
五
○

西
域
医
療
の
東
漸
史
考
吉
田
一
郎
五
○
’
五
一

わ
が
国
に
お
け
る
歯
科
診
療
報
酬
の
変
遷
、
と
く
に
主
要
歯
科
診
療
行
為
間

の
報
酬
の
バ
ラ
ン
ス
の
変
遷
高
木
圭
二
郎
五
一
’
五
二

栗
崎
家
系
譜
お
よ
び
二
代
道
喜
等
の
書
簡
に
つ
い
て竹

内
真
一
五
二

備
前
藩
主
を
診
察
し
た
名
医
達
中
山
沃
五
二
’
五
四

江
戸
時
代
に
お
け
る
京
都
・
大
阪
の
歯
科
医
に
つ
い
て

杉
本
茂
春
五
四
’
五
五

湊
長
安
の
「
丹
蜻
堂
随
口
任
筆
」
に
つ
い
て
赤
松
金
芳
五
五

宇
田
川
蘭
方
医
学
の
問
題
点
ｌ
秘
め
ら
れ
た
諏
話
俊
士
徳
と
藤
井
方
亭

藤
井
亭
巳
五
五
’
五
六

足
立
長
篇
の
訳
著
「
女
科
集
成
」
と
「
産
科
礎
」
酒
井
シ
ヅ
五
六
’
五
七

中
川
五
郎
治
の
系
譜
松
木
明
知
五
七
’
五
八

華
岡
青
洲
の
麻
酔
剤
の
蘭
学
史
上
に
お
け
る
位
置

宗
田
一
五
八
’
五
九

適
塾
門
生
と
加
賀
藩
津
田
進
三
五
九
’
六
○

新
発
田
に
ウ
イ
リ
ス
の
跡
を
訪
ね
て
鮫
島
近
二
六
○

ク
ラ
ス
プ
を
応
用
し
た
木
彫
部
分
床
義
歯
の
一
例

中
沢
勇
・
平
田
幹
男
・
佐
藤
裕
六
○
’
六
一

軍
医
総
監
森
鴎
外
の
業
績
ｌ
そ
の
試
論
１
１
伊
達
一
男
六
一

幕
末
の
生
野
銀
山
に
お
け
る
煙
毒
と
そ
の
対
策
三
浦
豊
彦
六
一
’
六
二

陸
軍
衛
生
材
料
廠
で
行
な
っ
た
民
間
医
科
器
械
の
委
託
検
査
制
度
に
つ
い
て

会
田
恵
六
二
’
六
三

明
治
時
代
に
お
け
る
日
本
歯
学
雑
誌
に
つ
い
て

高
麗
日
出
男
六
三
六
四

公
衆
衛
生
面
よ
り
み
た
横
浜
医
学
史
杉
田
暉
道
六
四
’
六
六

本
邦
医
学
教
育
制
度
史
序
説
長
門
谷
洋
治
六
六
六
七

十
七
’
十
九
世
紀
日
鮮
麻
疹
流
行
史
流
行
周
期
則三

木
栄
六
七

第
七
○
回
日
本
医
史
学
会
総
会
展
示
品
目
録
六
七
’
六
九

学
会
記
事

伊
藤
圭
介
翁
の
旭
園
趾
碑
除
幕
式
に
つ
い
て
吉
川
芳
秋
二
一
’
三
○

資
料明

治
・
大
正
医
師
会
史
略
塩
沢
香
三
一
’
四
七

例
会
記
事

ポ
ン
ペ
来
日
直
前
の
長
崎
の
蘭
学
大
滝
紀
雄
四
八

日
本
薬
理
学
の
誕
生
及
び
そ
の
後
の
展
開
原
三
郎
四
八
’
四
九

江
戸
期
の
中
国
系
薬
物
書
概
観
吉
田
一
郎
四
九
五
○

（
碑
頁
下
段
に
続
く
）
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口
医
学
教
育
史
ｌ
西
欧
医
学
学
教
育
の
勃
興
］
。
冒
脚
国
。
弓
①
局
の

江
戸
時
代
の
衛
生
検
査
ｌ
黒
川
良
安
の
水
質
吟
味
芥
島
清
郎

イ
ン
タ
ー
ン
闘
争
小
史
多
田
羅
浩
三

須
田
朱
八
須
郎
君
と
民
医
連
運
動

中
浜
東
一
郎
日
記
に
つ
い
て
丸
山
博

稲
目
瘡
（
い
な
め
が
さ
・
麻
疹
）
の
語
源
三
井
駿
一

来
日
外
人
医
学
関
係
者
名
簿
中
川
米
造
・
長
門
谷
洋
治

に
就
い
て

愛
の
種
痘
医
（
一
○
）

詑
号
（
昭
。
“
・
６
・
釦
）

昭
和
四
四
年
他
読
所
載
医
史
学
関
係
論
文
目
録

医
学
史
研
究
医
学
史
研
究
会

剖
号
（
昭
・
“
・
２
．
釦
）

第
６
回
東
京
研
究
集
会
特
集

第
６
回
東
京
研
究
集
会
の
討
論
か
ら

精
神
障
害
者
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
き
岡
田
靖
雄

日
本
に
お
け
る
医
師
不
足
と
偏
在
青
柳
精
一

医
療
保
険
制
度
抜
本
改
革
試
案
と
福
祉
国
家
川
上
武

医
療
労
働
者
の
実
態
と
問
題
点
大
山
正
夫

医
学
部
紛
争
は
な
ぜ
長
び
く
か
村
松
博
雄

医
学
教
育
制
度
検
討
の
背
景
金
沢
彰

職
業
病
に
お
け
る
労
災
補
償
制
度
の
史
的
側
面
細
川
汀

八
鴎
外
と
医
学
Ｖ
覚
書
そ
の
５

１
別
天
氏
に
よ
せ
て
一
九
六
八
年
あ
れ
こ
れ
丸
山
博

日
本
で
最
初
に
医
学
生
に
検
徽
を
示
教
し
た
と
い
わ
れ
る
蘭
人
医
師
ポ
ム
ペ

に
就
い
て
荒
瀬
進

愛
の
種
痘
医
（
一
○
）
浦
上
五
六

医
学
通
信
東
京
・
医
学
通
信
社
・
神
田

写
真
こ
と
は
じ
め
吉
川
芳
秋
九
五
三
号
（
昭
“
・
７
．
２
）

湯
浅
四
部
翁
か
ら
恵
贈
さ
れ
た
本
草
資
料
な
ど
吉
川
芳
秋
九
六
三
号

（
昭
。
“
・
皿
・
喝
）

名
古
屋
の
医
家
鈴
木
重
文
の
伝
吉
川
芳
秋
九
六
六
号
（
昭
．
“
．
ｎ
．

四
）

記
号
（
昭
。
“
・
川
・
釦
）

医
学
史
研
究
会
第
９
回
総
会
講
演
報
告
要
旨

「
要
望
課
題
」
一
九
六
○
年
代
に
お
け
る
保
健
・
医
療

一
九
六
○
年
代
産
業
「
合
理
化
」
下
の
労
災
職
業
病
と
わ
が
国
の
労
働
安
全

衛
生
細
川
汀

呼
吸
器
病
最
近
の
動
向
小
松
良
夫

発
表
論
文
か
ら
み
た
精
神
医
学
の
一
○
年
松
田
方
一

一
九
六
○
年
代
の
薬
物
療
法
ｌ
特
に
向
精
神
薬
に
つ
い
て
Ｉ
宗
田
一

一
九
六
○
年
代
の
看
護
技
術
の
推
移
ｌ
主
と
し
て
チ
ー
ム
・
ナ
ー
シ
ン
グ
導

入
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
木
下
安
子

総
会
メ
モ

一
九
六
○
年
代
の
保
健
・
医
療
関
連
略
年
表

．
般
講
演
」

技
術
思
想
の
変
遷
医
療
危
機
と
技
術
思
想
林
正
秀

粉
塵
環
境
の
変
遷
三
浦
豊
彦

近
代
保
健
の
思
想
的
前
提
汲
田
克
夫

明
治
政
村
と
看
護
婦
養
成
ｌ
日
赤
を
中
心
に
Ｉ
長
門
谷
洋
治

異
形
式
抜
歯
甜
子
の
歯
学
史
的
研
究
杉
本
茂
春

（40） 230



日
本
に
於
け
る
肝
吸
虫
の
発
見
と
石
坂
堅
壮

嗣
陰
。
日
瓦
①
周
の
「
廻
国
奇
観
」
と
国
。
の
門
富
男
①

御
製
本
草
品
彙
精
要
に
つ
い
て

大
井
家
先
租
系
譜
考
付
調
調
歎
読

読
書
余
瀝
仙
大
阪
除
癌
逸
聞

②
広
瀬
旭
荘
の
種
癌
詩

医
学
の
あ
ゆ
み
医
歯
薬
出
版
株
式
会
社

労
働
科
学
の
帥
年
と
そ
の
展
望
三
浦
豊
彦
第
鎚
巻
第
２
号
（
昭
．
“

・
１
．
ｕ
）

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
緒
方
富
雄
第
鮨
巻
・
第
７
号
（
昭
。
“
・
２
．
蝿
）

古
典
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る
生
化
学
思
想
Ｉ
ギ
リ
シ
ャ
本
土
と
そ
の
周
辺
木

村
雄
吉
第
的
巻
第
１
号
（
昭
．
“
・
４
．
５
）
第
刑
巻
第
２
号
（
昭
・

“
．
、
。
、
）
第
ｎ
巻
第
４
号
（
昭
・
“
・
加
・
鴻
）
第
ｎ
巻
第
７
号

（
昭
。
“
・
皿
・
喝
）

○
四
胃
○
ｍ
８
旨
の
父
罰
巨
巳
嘗
幣
三
目
］
①
周
の
死
に
よ
せ
て
崎
田
階
夫

第
的
巻
・
第
５
号
（
昭
．
“
・
５
．
３
）

三
つ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
画
像
の
出
あ
い
緒
方
富
雄
第
的
巻
第
加
号

一
八
六
二
年
ラ
イ
デ
ン
大
学
総
長
に
贈
星
さ
れ
た
緒
方
洪
庵
訳
一
扶
氏
経
験

遺
訓
」
緒
方
富
雄
第
ｎ
巻
第
ｎ
号
（
昭
。
“
・
皿
・
週
）

古
代
エ
ジ
プ
ト
医
学
大
塚
恭
男
第
ｍ
巻
第
加
号
（
昭
．
“
・
９
．
６
）

日
本
の
形
成
外
科
の
あ
ゆ
み
鬼
塚
卓
弥
第
ｎ
巻
第
皿
号
（
昭
．
“
・
岨

。
”
）

医
諄

（
昭
。
“
・
６
．
７
」ノ

復
刊
第
釣
号
（
昭
。
“
・
６
．
１
）

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部

森
下
薫

に
つ
い
て
阿
知
波
五
郎

岡
西
為
人

岩
治
勇
一

漢
方
の
臨
床
第
十
六
巻
東
亜
医
学
協
会

同
誌
第
一
１
一
五
巻
・
巻
号
別
・
著
者
別
索
引
一
二
・
号
合
併
号
（
全
巻
）

漢
方
医
学
全
書
に
つ
い
て
い
Ｉ
⑧
岡
西
為
人
四
号
（
昭
“
・
４
．
弱
）

五
号
（
昭
“
・
５
．
浦
）
、
六
号
（
昭
“
・
６
．
弱
）
、
七
号
（
昭
“
・
７
・

閲
）
、
八
号
（
昭
“
・
８
．
弱
）
、
九
号
（
昭
“
・
９
．
鴻
）
、
十
号
（
昭

“
・
加
・
弱
）
、
十
一
号
（
昭
“
・
皿
・
妬
）

復
刊
第
㈹
号
（
昭
．
“
・
哩
・
１
）

プ
ル
ー
ハ
ー
ヴ
ェ
生
誕
三
○
○
年
記
念
特
集

四
角
目
律
回
国
○
①
『
言
弾
く
①
生
誕
三
百
年
記
念
特
集
号
の
は
じ
め
に

阿
知
波
五
郎

新
宮
凉
庭
の
内
科
則
に
つ
い
て
中
山
沃

「
蒲
爾
華
歌
・
万
病
治
準
」
と
坪
井
信
道
津
田
進
三

小
森
桃
嶋
の
「
蘭
方
枢
械
」
と
言
．
国
ｏ
言
目
の
言
国
昌
吻
昼
庸
舟
冒
の
①
‐

鼻
目
号
菖
（
序
章
）
大
鳥
蘭
三
郎

ゲ
ー
テ
を
め
ぐ
る
医
師
達
ｌ
ゲ
ー
テ
が
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
に
傾
倒
し
た
理
由

に
つ
い
て
の
一
考
察
藤
森
速
水

プ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
エ
の
〈
的
目
色
①
ｘ
ぐ
の
風
盟
唱
冒
日
曹
）
に
つ
い
て
三
木
栄

か
ら
だ
の
科
学

ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ

パ
ス
ツ
ー
ル

ヘ
ボ
ン

コ
ッ
ホ

ク
レ
ッ
チ
ヤ
ー

ブ
ー
ル
ハ
ヴ
ェ

日
本
評
論
社

大
塚
恭
男
二
五
号

杉
田
暉
道
二
六
号

長
門
谷
洋
治
二
七
号

石
山
星
夫
二
八
号

飯
田
真
二
九
号

阿
知
波
五
郎
三
十
号

（
昭
。
“
・
１
．
妬
）

（
昭
。
“
・
３
．
妬
）

（
昭
。
“
・
５
・
巧
）

（
昭
・
“
・
７
・
巧
）

（
昭
．
“
・
９
．
妬
）

（
昭
。
“
・
皿
・
蝿
）
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自
然
中
央
論
社

実
地
臨
床
医
学
教
育
の
起
源
阿
知
波
五
郎
第
型
巻
４
号（

昭
“
・
４
．
１
）

新
し
い
医
学
教
育
の
誕
生
阿
知
波
五
郎
第
型
巻
５
号

（
昭
“
◇
５
．
１
）

医
学
教
育
用
語
の
近
代
化
阿
知
波
五
郎
第
型
巻
６
号

（
昭
“
・
６
．
１
）

近
代
大
学
へ
の
脱
皮
阿
知
波
五
郎
第
型
巻
７
号
（
昭
“
・
７
．
１
）

ロ
マ
ン
医
学
か
ら
精
密
科
学
医
学
へ
阿
知
波
五
郎
第
拠
巻
８
号

（
昭
。
“
・
８
．
１
）

ア
メ
リ
カ
医
学
教
育
史
阿
知
波
五
郎
第
型
巻
９
号
（
昭
“
・
９
．
１
）

第
型
巻
加
号
（
昭
．
“
・
皿
・
１
）
第
型
巻
ｎ
号
（
昭
“
・
皿
。
ｌ
）

イ
ギ
リ
ス
医
学
教
育
史
阿
知
波
五
郎
第
叫
巻
哩
号

（
昭
。
“
・
胆
・
１
）

ク
ッ
シ
ン
グ
と
の
め
ぐ
り
あ
い
中
田
瑞
穂
第
型
巻
９
号

（
昭
。
“
・
９
．
１
）

シ
ュ
ペ
ー
マ
ン
と
現
在
の
生
物
学
山
田
常
雄
第
型
巻
姻
号

（
昭
。
“
・
哩
・
１
）

マ
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ン
ク
協
会
佐
野
勇
第
型
巻
哩
号

香
月
牛
山
寿
塔
を
め
ぐ
っ
て
宮
崎
綾
子

京
都
跡
寿
社
長
吉
益
鉄
太
郎
伝
矢
数
道
明

「
三
帰
廻
翁
医
書
」
に
つ
い
て
矢
数
道
明

北
総
の
名
医
石
原
吾
道
伝
矢
数
道
明

「
日
本
医
学
史
」
曲
直
瀬
道
三
伝
中
の

細
川
勝
元
の
誤
り
に
つ
い
て
矢
数
道
明

十
号
（
昭
“
・
加
・
泌
）

九八七四

号号号号

（
昭
“
・
４
．
弱
）

（
昭
“
・
７
．
謁
）

（
昭
“
・
８
・
泌
）

（
昭
“
・
８
．
鰯
）

日
本
医
事
新
報
日
本
医
事
新
報
社

「
陸
軍
生
制
度
史
」
と
鴎
外
の
歴
史
小
説
を
め
ぐ
っ
て
伊
達
一
男
二
三

三
九
号
（
昭
．
“
・
２
．
理
）
、
二
三
四
○
号
（
昭
．
“
・
３
．
１
）

ポ
ン
ペ
と
我
国
最
初
の
洋
式
病
院
大
滝
紀
雄
二
三
四
二
号
（
昭
．
“
。

３
．
妬
）
二
三
四
三
号
（
昭
．
“
・
３
・
艶
）

台
湾
医
学
創
立
時
の
回
想
小
田
俊
郎
二
三
四
五
号
（
昭
“
・
４
．
５
）

渡
辺
華
山
と
「
遊
相
日
記
」
林
語
二
三
四
六
号
（
昭
“
・
４
・
咽
）

将
軍
家
光
は
馬
鹿
殿
様
か
名
君
か
王
丸
勇
二
三
四
七
号
（
昭
・
“
．

４
・
岨
）
二
三
四
八
号
（
昭
・
“
・
４
・
邪
）

続
・
川
柳
よ
り
見
た
る
明
治
時
代
の
医
療
・
衛
生
（
医
術
篇
）
山
本
成
之
助

二
三
五
二
号
（
昭
。
“
・
５
．
型
）
二
三
五
三
号
（
昭
．
“
・
５
．
釧
）

二
三
五
四
号
（
昭
・
“
・
６
．
７
）

続
・
川
柳
よ
り
見
た
る
明
治
時
代
の
医
療
・
衛
生
（
衛
生
篇
）
山
本
成
之
助

二
三
五
五
号
（
昭
・
“
・
６
．
皿
）
二
三
五
七
号
（
昭
。
“
・
６
・
躯
）

二
三
五
八
号
（
昭
．
“
・
７
．
５
）
二
三
五
九
号
（
昭
．
“
・
７
．
辺
）

医
史
学
会
見
聞
記
蒲
原
宏
二
三
五
六
号
（
昭
。
“
・
６
．
皿
）

順
正
書
院
大
滝
紀
雄
二
三
五
六
号
（
昭
“
・
６
．
班
）

軍
医
総
監
森
鴎
外
の
業
績
伊
達
一
男
二
三
五
九
号
（
昭
“
・
８
．
皿
）

中
世
紀
の
医
科
大
学
田
村
幸
雄
二
三
六
六
号
（
昭
“
・
８
・
訓
）

二
三
六
七
号
（
昭
．
“
・
９
．
６
）

「
日
本
医
学
史
」
曲
直
瀬
道
三
伝
中
の
誤
り
に
つ
い
て
矢
数
道
明
二
三

六
七
号
（
昭
．
“
・
９
．
６
）

坪
井
誠
軒
の
死
青
木
一
郎
一
三
一
六
七
号
（
昭
．
“
・
９
．
６
）

居
眼
り
病
に
罹
っ
た
珠
光
と
雪
蓬
王
丸
勇
二
三
六
九
号

（
昭
。
“
・
哩
・
１
）
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（
昭
。
“
・
９
・
加
）

続
・
川
柳
よ
り
見
た
る
明
治
時
代
の
医
療
・
衛
生
（
薬
剤
篇
）
山
本
成
之
助

二
三
七
○
号
（
昭
“
・
９
．
”
）
二
三
七
二
号
（
昭
．
“
。
、
．
弱
）

二
三
七
四
号
（
昭
．
“
・
皿
・
弱
）
二
三
七
五
号
（
昭
。
“
。
ｎ
．
１
）

億
川
家
蔵
本
「
扶
氏
医
戒
之
略
」
複
製
刊
行
に
あ
た
っ
て
藤
野
恒
三
郎

二
三
七
三
号
（
昭
．
“
・
加
・
喝
）

鴎
外
の
広
告
伊
達
一
男
二
三
七
二
号
（
昭
．
“
・
皿
．
ｕ
）

徳
川
家
光
朝
比
奈
泰
雄
二
三
七
二
号
（
昭
。
“
．
、
．
Ⅱ
）

ア
ザ
フ
の
誓
い
ｌ
へ
プ
ラ
イ
の
医
学
倫
理
１
松
木
明
知
二
三
七
五
号

（
昭
．
“
．
ｎ
．
１
）

続
・
川
柳
よ
り
見
た
る
明
治
時
代
の
医
療
・
衛
生
（
追
加
）
山
本
成
之
助

二
三
七
六
号
（
昭
．
“
。
ｎ
．
８
）
二
三
七
七
号
（
昭
・
“
・
皿
・
鴫
）

坪
井
信
道
の
日
習
堂
創
立
に
つ
い
て
中
野
操
二
三
七
八
号

（
昭
．
“
・
皿
・
配
）

松
江
藩
の
名
医
久
城
春
台
の
墓
米
田
正
治
二
三
七
八
号

（
昭
。
“
。
ｕ
・
理
）

父
の
日
記
（
一
眼
科
医
の
記
録
）
稲
田
務
二
三
七
六
号
（
昭
．
“
・

皿
・
８
）
、
二
三
七
七
号
（
昭
“
。
ｕ
・
喝
）
、
二
三
七
八
号
（
昭
・
“
・

皿
・
池
）
二
三
七
九
号
（
昭
。
“
。
、
．
”
）
二
三
八
○
号
（
昭
・
“
・
皿
。

６
）
二
三
八
一
号
（
昭
．
“
・
辺
・
昭
）
二
三
八
二
号
（
昭
・
“
・
皿
・
訓
）

北
越
眼
科
研
究
会
記
事
三
国
政
吉
二
三
七
七
号
（
昭
。
“
・
皿
・
喝
）

二
三
七
九
号
（
昭
。
“
．
ｕ
・
羽
）

ソ
連
に
お
け
る
東
洋
医
学
の
研
究
情
況
に
つ
い
て
矢
数
道
明
二
三
八
二

号
（
昭
．
“
・
皿
・
加
）

青
年
医
人
橋
本
左
内
後
藤
三
郎
二
三
八
二
号
（
昭
．
“
・
血
・
加
）

日
本
医
事
新
報
ジ
ュ
ニ
ア
版
日
本
医
事
新
報
社

近
世
医
学
史
か
ら
大
烏
蘭
三
郎
七
九
号
（
昭
．
“
・
１
．
燗
）
、
八
○

号
（
昭
・
坐
・
２
．
旧
）
、
八
一
号
（
昭
。
“
・
４
．
蝿
）
、
八
二
号
（
昭

。
“
・
１
．
喝
）
、
八
三
号
（
昭
．
“
・
６
・
巧
）
、
八
四
号
（
昭
・
“
。

７
．
超
）
、
八
五
号
（
昭
．
“
・
９
．
蝿
）
、
八
六
号
（
昭
。
“
・
加
・
咽
）
、

八
七
号
（
昭
。
“
・
皿
・
喝
）
、
八
八
号
（
昭
．
“
・
型
・
鴫
）

日
本
東
洋
医
学
会
誌
口
本
東
洋
医
学
会

日
本
東
洋
医
学
会
十
年
史
四
巻
４
号
（
昭
“
・
３
・
訓
）

日
本
東
洋
医
学
会
二
十
年
史
四
巻
４
号
（
昭
“
・
３
・
訓
）

明
治
以
降
漢
洋
両
医
学
の
対
立
と
交
流
の
変
遷
に
つ
い
て
矢
数
道
明

加
巻
２
号
（
昭
“
。
ｍ
・
洲
）

素
問
霊
枢
に
示
さ
れ
た
肝
の
生
理
に
つ
い
て
柴
崎
保
三

加
巻
２
号
（
昭
・
“
・
加
・
訓
）

ミ
ノ
フ
ァ
ー
ゲ
ン
・
メ
ヂ
カ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
十
四
巻

チ
ベ
ッ
ト
の
医
学
ｌ
ラ
ヤ
の
医
学
Ｉ
芳
村
修
基
、
芳
村
ヤ
サ
ヱ

一
号
（
昭
。
“
・
１
．
ｍ
）

随
唐
の
医
学
大
塚
恭
男
二
号
（
昭
．
“
・
岨
・
加
）

南
蟹
医
学
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
医
学
へ
⑩
大
烏
蘭
三
郎
四
号

（
昭
。
“
・
４
・
加
）

南
蛮
医
学
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
医
学
へ
②
大
鳥
蘭
三
郎
五
号

（
昭
。
“
・
５
・
加
）

メ
ジ
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
大
日
本
製
薬
株
式
会
社

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
遺
品
小
川
鼎
三
妬
号
（
昭
・
“
・
５
．
別
）

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
小
川
鼎
三
師
号
（
昭
．
“
・
６
・
加
）

ポ
ン
ペ
イ
で
発
堀
さ
れ
た
外
科
器
械
小
川
鼎
三
兜
号
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第
一
条
本
会
は
日
本
医
史
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行

な
う
。

一
、
年
一
回
、
総
会
を
開
く
。

二
、
本
会
の
機
関
誌
と
し
て
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
を
発

行
し
、
こ
れ
を
会
員
に
わ
か
つ
。

三
、
随
時
、
地
方
会
、
例
会
を
開
き
、
研
究
発
表
、
展
観

な
ど
を
行
な
う
。

四
、
日
本
の
医
史
学
を
代
表
し
て
内
外
関
係
学
術
団
体
と

の
連
絡
協
力
を
は
か
る
。

五
、
そ
の
他
の
事
業
。

第
四
条
本
会
の
主
旨
に
賛
成
し
そ
の
目
的
達
成
に
協
力
し
よ
う
と

す
る
も
の
は
、
理
事
ま
た
は
評
議
員
の
紹
介
を
経
て
会
員

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
会
員
は
会
費
と
し
て
年
額
一
五
○
○
円
を
前
納
す
る
。
た

だ
し
外
国
に
居
住
す
る
会
員
は
年
額
一
○
ド
ル
と
す
る
。

日
本
医
史
学
会
々
則

会
員
は
研
究
発
表
お
よ
び
本
会
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

本
会
に
名
誉
会
員
と
賛
助
（
維
持
）
会
員
を
お
く
こ
と
が

で
き
る
。
名
誉
会
員
は
本
会
の
事
業
に
多
大
の
貢
献
し
た

者
を
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。
賛
助
会
員
は

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
年
額
一
万
円
以
上
を
収
め
る
者

と
し
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。

第
六
条
本
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。

一
、
役
員
は
理
事
長
、
会
長
融
理
事
、
監
事
、
幹
事
と
す
る
。

二
、
理
事
長
は
一
名
と
し
理
事
会
で
互
選
し
本
学
会
を
代

表
す
る
。

三
、
会
長
は
年
一
回
の
総
会
を
主
催
し
、
そ
の
任
期
は
総

会
終
了
の
日
ま
で
と
す
る
。

会
長
は
理
事
会
の
推
せ
ん
に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

四
、
理
事
は
若
干
名
と
し
、
理
事
長
を
補
佐
し
会
務
の
遂

行
に
あ
た
る
。

理
事
、
監
事
は
評
議
員
の
中
よ
り
評
議
員
会
の
推
せ
ん

に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

五
、
本
会
の
実
務
を
処
理
す
る
た
め
、
常
任
理
事
二
名
、

幹
事
若
干
名
を
お
く
。
常
任
理
事
は
理
事
よ
り
、
幹
事
は
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会
員
よ
り
理
事
長
が
任
命
す
る
。

六
、
役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。
（
た

だ
し
会
長
を
除
く
）

以
上
の
役
員
は
総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
評
議
員
は
若
干
名
と
し
、
普
通
会
員
の
中
よ
り
理
事
会
の

推
薦
に
よ
り
総
会
で
決
め
る
。

評
議
員
会
は
本
会
の
重
要
な
事
項
を
議
決
す
る
。
任
期
は

役
員
に
準
ず
る
。

第
八
条
本
会
の
事
務
所
は
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
教
授
室
内

（
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
の
ご
に
置
く
。

第
九
条
本
会
は
理
事
長
の
承
認
に
よ
り
支
部
ま
た
は
地
方
会
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
会
則
の
変
更
は
総
会
の
承
諾
を
要
す
る
。

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定

発
行
期
日
年
四
回
（
一
月
、
四
月
、
七
月
、
十
月
末
日
）
と
す
る
。

締
切
は
発
行
月
の
二
か
月
前
と
す
る

投
稿
資
格
原
則
と
し
て
本
会
々
員
に
限
る
。

原
稿
形
式
原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表

題
、
著
者
名
の
つ
ぎ
に
英
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名

を
記
し
、
本
文
の
終
り
に
英
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き

の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
は
編
集
委
員
が
行
な

う
。
ま
た
編
集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ
と
も

あ
る
。

原
稿
枚
数
表
題
、
著
者
名
、
本
文
（
表
、
図
版
等
を
除
く
）
で
三

印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
七
枚
）
ま
で

は
無
料
と
し
、
そ
れ
を
越
え
た
分
は
一
印
刷
ペ
ー
ジ
あ

た
り
一
五
○
○
円
を
著
者
の
負
担
と
す
る
。

校
正
原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後

は
編
集
部
に
て
行
な
う
。

別
刷
投
稿
者
に
は
論
文
掲
載
紙
を
五
部
無
料
贈
呈
す
る
。
別

刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
の
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
教
授
室
内
日
本
医
史
学

今
云

編
集
委
員
大
鳥
蘭
三
郎
（
委
員
長
）
石
原
明
杉
田
暉
道
大

塚
恭
男
酒
井
シ
ヅ
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理
事
長
小
川

会
長
鈴
木

常
任
理
事
石
原

理
事赤

松
金
芳

石
川
光
昭

大
塚
敬
節

岡
西
為
人

杉
靖
三
郎

宗
田
一

戸
苅
近
太
郎

矢
数
道
明

日
本
医
史
学
会
役
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

幹
事大

塚
恭
男
酒
井
シ
ヅ
杉
田
暉
道

谷
津
三
雄

日
本
医
史
学
会
評
議
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

安
芸
基
雄
石
田
憲
吾
今
市
正
義

岩
治
勇
一
王
丸
勇
大
塚
恭
男

金
城
清
松
久
志
本
常
孝
榊
原
悠
紀
田
郎

清
水
藤
太
郎
杉
田
暉
道
鈴
木
宜
民

高
木
圭
二
郎
高
山
担
三
田
中
助
一

津
田
進
三
中
泉
行
正
中
沢
修

中
山
沃
長
門
谷
洋
治
服
部
敏
良

鼎
三

宜
民明

大
鳥
蘭
三
郎

阿
知
波
五
郎

内
山
孝
一

大
矢
全
節

蒲
原
宏

鈴
木
正
夫

竹
内
薫
兵

中
野
操

吉
岡
博
人

今
田
見
信

大
久
保
利
謙

緒
方
富
雄

佐
藤
美
実

鈴
木
勝

津
崎
孝
道

三
木
栄

和
田
正
系

「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

日
本
医
史
学
雑
誌
五
巻
一
号
（
復
刊
一
号
）
ｌ

昭
和
二
九
年
ｌ
か
ら
十
四
巻
四
号
ｌ
昭
和
四
三
年

ｌ
ま
で
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
揃
い
を
一
万
五
千
円

一
巻
を
千
五
百
円
、
一
号
を
四
百
円
の
会
員
価
格

で
頒
布
し
て
い
ま
す
。
御
希
望
の
方
は
日
本
医
史

学
会
事
務
所
宛
に
申
込
み
下
さ
い
。

ｌ卜
目

一
言
ロ
一
本
十

本
会
々
員
の
藤
井
亭
巳
（
本
名
巳
之
吉
）
氏

は
か
ね
て
病
気
御
療
養
中
の
と
こ
ろ
去
る
十
二
月

九
日
脳
出
血
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
氏
は
藤

井
方
亭
の
末
孫
で
あ
ら
れ
、
藤
井
方
亭
の
研
究
に

精
魂
を
傾
け
、
多
く
の
史
実
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
昭
和
“
年
度
第
、
回
日
本
医
史
学
会
総
会
で

は
「
宇
田
川
蘭
方
医
学
の
問
題
点
秘
め
ら
れ
た

諏
訪
俊
士
徳
と
藤
井
方
亭
」
と
題
し
て
、
医
範
提

綱
の
題
言
を
書
き
、
宇
田
川
榛
斎
の
訳
述
を
筆
記

し
た
諏
訪
俊
士
徳
が
藤
井
方
亭
で
あ
る
と
主
張
さ

れ
た
。
こ
の
研
究
が
更
に
発
展
す
る
こ
と
が
望
ま

福
島

松
木

森山
下

喜 明義
明優知一

藤
野
恒
三
郎

三
浦
豊
彦

谷
津
三
雄

山
田
平
太

丸
山

三
廼

山
形

敞俊
一一博

（
鯛
頁
よ
り
続
く
）

イ
ン
ド
に
ア
ユ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ
を
訪
ね
て

石
原
明
五
○
’
五
一

計
報
平
塚
俊
亮
氏
二
号
七
二

鮫
島
近
二
氏
一
七
六
Ｉ
一
七
七

故
梅
沢
彦
太
郎
さ
ん
を
悼
む
二
二
五
’
二
二
六

故
藤
井
亭
巳
氏
二
二
七

国
際
医
史
学
会
総
会
開
催
に
つ
い
て

一
八
五

日
本
医
史
学
会
々
則
五
七
’
五
八
、
二
号
・
七

○
’
七
一
、
一
八
三
’
一
八
四

「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
投
稿
規
定
五
八
、
二
号
．

七
一
、
一
八
四

れ
て
い
た
だ
け
に
一
層
、
藤
井
氏
の
死
が
惜
し
ま

れ
る
。
謹
し
ん
で
御
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

昭
和
四
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
四
十
四
年
十
二
月
三
十
日
発
行

日
本
医
史
学
雑
誌

第
十
五
巻
第
四
号

編
集
者
代
表
大
鳥
蘭
三
郎

発
行
者
日
峰
奉
史
樟
峠
鼎
三

印
刷
者
柏
原
義
治

発
行
所
日
本
医
史
学
会

東
京
都
文
京
区
本
郷
一
ノ
ー
ノ
ー

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学

教
室
内

郵
便
番
号
一
一
三
番

振
替
東
京
一
五
二
五
○
番
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（8）

Dr.UmetaroSuzuki (1373-･1843), famousforthediscoveryoforyzanin

(VitaminB),wrote inhisbook :$Vitamin．in'' that typicalscurvyseemsto

havescarcelyoccuredamongtheJapanesewhohaveeatenvegetablesand

fruitsfromtheremotestdays. Therefore, thenotionof scurvymight be
introducedintoJapanintheMeijiera.，，

Infact, it isasstatedabovethataroundl800,many soldiers of the

north-easternclanswhohadbeendispatchedtotheisleofYezodiedof

hisdiseasewithout fightingincamps
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translation tocopyand tried topresent it toacolleague accampanying

thenorthernguard.''

This isfollowedbysymptoms andmethodsof the treatment. It is

remarkable that oranges suchaslemonetc.wererecommendedinthese

chapters.

TheshogunategovernmentatEdoseemedtohaveadoptedthisreco-

mmendation,andgaveinl838twoglassesoflemonjuice, tensoflemons

andoranges, andalittleherbas apreventiveagent against scurvy to

theRussiancaptainVassiliiMikhailovichGolovnin(1776-1381)whohad

beenimprisonedatHakodate.
／〃､、

（bノ

TheTsugaruclanstartedout todeviseacountermove in l805when

manypeoplediedof thedisease. The countermeasures, however,were

notradicalandwereonlytemporizingbecausethe @@swellingdiseasJwas

quitestrange・Thesefactscanbepresumedbyasentenceof thebissextile

Juneinl808tellngasfollows; @@It isquiteconfusedthatmost ofofficials

whohadbeendispatchedtotheisleofYezodied. Somewhohadsurvived

winter, tried to locatedwellingat suitableplaces, removingor cutting

moistbushes. Afterall, however, theycouldnot avoidsuffering from
thediseasJ.

Thesoldiersof theNanbuclan, asthoseof theTsugaruclan,drunk

juicesofskunkcabbagesorSarunashiandprickedpurpurawithaneedle

todefendcoagulation.Asstatedabove,however,onlyafewpersonsseem

tohaveknownthat freshvegetableswere excellently effective for the

disease.

（7）

FromtheKaei,andAnseiperiod(1848-1860),i.e.nearlythelastdays

oftheTokugawagovernment, thesupplyofmaterialsandotherconditions

tooka turn for thebetterandtheHakodatemagistrate'sofficesupplied

thewinteringsoldierswiththeimportcoffeetopreventscurvy. Justfrom

thosedays, scurvyoccuredscarcely. Inspite of these conditions, a few

occurrenceswere reported in @GTo－Kai-Yawa'' writtenby a physician

YoanOuchi servingat theHakodatemagistrate'soffice.
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wasbecausetheyhadneversufferedfromthedisease'' andthensymptoms･‘

wereroughlyreportedasfollows; aslight feverandthenswellingof the
lowerlimbswitharthralgia, Somepatients, furthermore,havepurpurain

themouthandlimbs. Daybyday,edemaoccursatthelowerhalfofthe

body, andpalpitationbecomessostrongthat dyspneamayhappen. The
certainsymptomsof thisdiseasearepurple-blackspotsof thetrunkorthe
lowerhalfofthebodyandeasilybleedinggingivaonlytobecomeulcer.

Ifsymptomsabovementionedoccurfromtheyearendtospring,awonderful
凸

effectiveagentshouldbegiventoalleviatefeveratfirstandthen:6Saikaku-
■

Gedoku-Tan(acOunterpoisonwithrhinoceros'horn.)''

<GSaikaku-GedokuTan''wasmanufacturedbyAikandocompanyatEdo

andsoldexclusivelybyKaheiTakadaya(1767-1827), famousfor exploita-
tionoftheltrupisland.

Thisdiseaseiscorrectlyassumedscurvydue to lackofVitaminC
e

:dgingfrorn&ymptomsandproccsses, andfromthetimcofattackaboY9
廷・

mentioned, anditwas clearlyapprovedbyGentakuOtsuki (1757-1827)①

inhisbook@@Kanchi-byoan''(ConsiderationsonDiseasesinYezo). @@Seitai-
6fSeitai''meansPurpuraGakan'' is theChinesemedicalnameofscurvy.

inthe lowerpartofthebodyand:dGakan''doesgingivalulcer.■

（5）

At thefirstdispatchof troopstotheisleofYezobytheSendai clan
inl808, GentakuOtsukiwrote @fKanchi-byoan'' undertheclanorderto
providedoctorsaccompanyingadetachment・ Inthisway,theSendai clan

申

triedtocheckthedamageof ｡:swellingdisease'' totheminimum. -

GGKanchi-byoan''wasreallytranslatedfromthechapter scurvyof the
程や_‐
ー

textbookof internalmedicinewhittenbyLorenzHeisterbyacertaindis-
cipleofGentaku,perhapsGenshinUdagawa(1767-1832).

Atthebeginningpartofprologue,Otsukidescribedasfollows; 4GSomeone
whostayedatthedeep isle ofYezoduringwinter, sufferedfromthe
disease・ Lastyear, asailortoldthathehadseenatNemuro,threepersons
hadsufferedfromthediseasewhichwas @@Seitai-Gakan'' oflrinshuyOand
Isokinkan(Chineseoldmedicalbooks).WhentheytriedtocounterattaPk
Russians,tlieysufferedfromthediseaseA@ertaindisciple translaiedthe
part of the treatment fromallollandmedical book. Iborrowed thiS
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Anyhow, it isadreadful fact that inlessthan lOyears after l850,
more thansomehundreds of soldiersdiedof thestrangediseaseat the

northernlands.

（3）

Thisstrangediseasewasthencalled@GFushubyo(edema"or$&Hareyamai

(swellingdisease)'' at the isleofYezo, theTsugaruandNanbudistrict

andconveyedfarawaytoEdocausingthesignificantproblem. Regarding
the climateofseverecoldandthemoist landasthecauseof thestrange

disease,eachclanmadeeverypossibleeffort toimprovetheequipmentsof

thecampsandoutputsforprotectionagainstcold. Itshowsagoodexample
that inl800theTsugaruclanperformedurgentdoghuntingandsupplied

800sheetsofdog'sleatherstothedetachment totheisleofYezo.

AnexplorerTokunaiMogamididnotthinkof the climate of severe
coldbut ::Kadoku(firepoison)'' resultingfromcharcoal fireasthecause,

andinvestigatedthesoldiersof theTsugaruclaninvain， On theother
hand,HanzoYamazaki etc. whohadgonetoandfromthe isleofYezo

several timesrealized fromthe experiences that freshvegetableswere

effectiveforpreventingthediseaseandreportedinhisdiary!6Twentyraw

radisheswerepresentedforthetreamentofswellingdisease. Theywere

excellentlyeffective, andset thesamevalueasginseng''.

It is,however,quiteuncertainwhatdisease itwasbecausedetailed

descriptionsonthediseasewerewanting・ In@$JapaneseHistoryofMedicine'',
@@JapanesehistoryofDisease3',Dr.Fujikawadoesnotrefertothedisease
atall.

（4）

NampoOta(1779-1823),famousforcomictankasandpoems,published
abookcalled@fKanasogi'' inwhichthisdiseasewasmentionedverymuch

tothepurposeatthepartofdrugs,:@Seitai-Gakan-Ryoyaku;Saikaku-Gedo-
ku-Tan (effectivecounter-poisonwithrhinocero3hornforSeitai-Gakan.)

At first it iswrittenasfollows; $The strangedisease calledSeitai-

Gakanoccuredat thedeepisleofYezo. Theysufferedfromdiseasenot

fromspringtowinter, but fromtheyearendtospring.Whydidthe
diseaseoccuramongthosewhohadwinteredat thedeepisleofYezo？

Inourcountrymanypeopleanddoctorscouldnotrealizewhat thedisease
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DetachmentstotheIsleofYezoandScurvy

AkitomoMatsuki.M.D.*

（1）

Sincel778whenaRussianshipmadethefirstvisittotheisleofYezo

(today'sHokkaido)inquestoftradewithourcountry,negotiationsbetween

JapanandRussiabecamefrequentandgrewstrainedgradually. InrespOnse

tothissituation,theshogunategovernmentatEdo(today'sTokyo)dispatched

TetsugoroYamaguchi,TokunaiMogami (1754-1836) totheisleofYezoto

investigate actual circumstances in l758, JuzoKondo (1771-1829) to

Kunashiri andltrup island inl789, andRinzoMamiya(1775-1844), fa-

mous for thestraitofMamiya, toSakhalinto explorethenorthernlands

inl803,

Inl804､he shogunategovernment atEdo issued the Gcperrnanent

defence law'' andorderedtheMatsumaeclantoguardtheisleofYezo

fromtheRussianinvasion・ TheweakandsmallMatsumaeclan, however,

couldnot fulfill thisduty. Therefore, theshogunategovernmentatEdo

orderedtheTsugaru,andNanbuclans, geographicallynearthe isleofYezo

to support theMatsumae clan. Inreply to theorder, the two clans

dispatchedabout50membersofwinterforcetoltrupisland.

Until thenext spring, however,mostofthesoldiersdiedofastrange

diseaseandonly7soldierssurvivedThiseventhappenedalmostl60years

ago.

（2）

Thestrangediseasecausedthedeathofnotonlythe Soldiersof the

Tsugaru, andNanbuclanbutalsothoseof theSendai, andAizuclanetc.

whowinteredtoguardsocalledthedeepislesofYezo (Sakhalin,Kuril

islands etc.) for tenyears after then.GensukeMurabayashi reported

inhisdiary $$GenshiFudoManpitsuNenpyo'' that inl808 the soldiers

whodiedwithout fighting incamps amounted tonolessthan200, and

HanzoYamazaki of theTsugaru clanwhohadwinteredat theSoya

district inl808wroteinhisdiarythatnotafewnativeainosdiedof this

strangedisease.

*DepartmentofAnesthesiology,UniversityofHirosaki,SchoolofMedi-

cine,Aomori, Japan
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110,000医家の週刊医学雑誌
’

Ｂ
５
判
二
百
余
頁

毎
週
土
曜
日
発
行
鶉
索
二
五
円
【
送
料
十
八
円
〕

一

六
ケ
月
分
三
面
誌
、
、
叩
弔
塞
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華
｝

畦
一
三
菫
三
三
三
言
窒
三
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三
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清
新
溌
刺
・
充
実
無
比

ｌ
新
ら
し
き
医
学
の
動
向
を
知
る
た
め
に
ｌ

「
学
説
」
「
学
会
印
象
記
」
「
カ
ラ
ー
・
グ
ラ
ビ
ア
」
「
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ
・
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｙ
」
「
時
論
」
「
ニ
ュ
ー
ズ
」
「
学
会

案
内
」
「
学
位
授
与
」
「
一
週
一
話
」
「
私
の
考
え
方
」
「
質
疑
応
答
」
「
閑
窓
夜
話
」
「
お
茶
水
だ
よ
り
」
「
人
」
「
医
事
案

内
」
其
の
他

最
も
親
切
な
る
臨
肱
医
家
の
好
伴
侶

１
１
医
家
必
読
の
有
益
記
事
全
誌
面
に
満
載
Ｉ

I

－
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朝夕一杯／中将湯が

貴方の健康をととのえます

婦人良薬
睡§慰蛎ず”欝鯉錘認諦萩噸諦振砺鋸:鞠圃髭野j(』錘､沙噛1齢“l

中将湯
1 賭鯛,鑑:4坪･憐 :. ｡,. ~‘』 ,』‘f ･･”』 ､．,鷺:､‘ ,』､_〈 . ．

150円・300円

頭痛・肩こり。冷え

生理痛・生理不順

めまい・産前産後

更年期障害に

17種の薬草を一錠に

中将湯の錠剤



＝言今断と治療社の四大臨床雑誌＝

診断と治療
臨床家，医学研究書必読の綜合臨床誌一毎号特集に重点をおき，臨床

講議，目でみるページ，国際治療言炎話会，臨床ｲ列，臨床研究等盛沢山…

日進月歩の医学を知る好ｲ半ｲ呂・毎月毎月自然血となり肉となる絶好の
糸宗合臨床言志．

予約購読料半年2100 1年4200

産禾斗と婦人科
3o有余年の歴史をもつ産科と婦人科の臨床.誌.特集号は申すまて・もなく

蒜説,臨床研究，他科との接点，ダイジェスト, SlideConference,症ｲ列，
薬斉'｣の臨床等多』|亡な日常の先生もこれだけは是非目を通して丁頁きたいも
のばかり．

予約購読料半年2100 1年4200

'』、児禾斗診療
特集，診療と石升究，海外小児科展望，学会抄録等小児科医が日常診療

に従事する上に必要な診断治療のすべての問題を余すところなく提供，
本書によって良心的な,｣､児科診療を1 I

C

予約購読料半年2100 1年4200

タト 禾斗 診療
外科の核心は手ｲ行である‐毎号特集に焦点を合わせCliniColConference

他，多くの写真，図をもって解説.してあり，外科，整形外科，泌尿器科
医必携のタト科臨床言志．勿論すべてアーl､紙使用．

予約購読料半年2100 1年4200

月画 と 発達
，｣､児神経学・発達医学および関連令頁域に関するすぐ･れた糸宗説・原著論

文の他，この領域の展望・速報・紹介言己事などを掲載・

毎年4, 7, 10 , 1月発ｲテ編集 日本'｣､児ﾈ申経学研究会

予約購読料半年1000 l年2000

㈱診断と治療社//露諭鰐驍衾)轆暑業娯:悪
I 塔, 里.f罪 ゞ､' 鋤‘ボ ア L 畠

醗夢･朝泌畠1 ．4馬…』徳･ 匙..‘‘河晶 ;た謬慧j幹ざ ﾛ ､､ﾓf熱&』・恥『x ・粕 ‘ , ,4‘態巳引‘． ｡‘今. ･5, ｣雑上呼妙寵 ,唖11E‘ ‘ ,･･ .隼J郵冠再辱諏R唾！｛
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<健保適用〉

随伴症状の改善が迅速です
★新しいレセルピリン系の血圧安定･降下斉り

ざラテ弓当尤叩匪夕
〈塩鹸レセルピリン雌ジメーアルアミノエチル〉

●降圧作用は緩和です
過度に降下させることなく、重力揺性の高血圧に対し安定化作用を示し

●抑うつ症状を起こしません
老令者一管理職・インテリ層に特に好適です

●忍容性は良好です
脳・菅・心一肝・内分泌系障害や糖尿・痛風のある日寺にも広く用いられ

●随伴症状の改善力丁迅速です
頭痛・頭菫感・肩こレノ・息切れ・耳鳴・めまいなど高血圧に随伴する愁i

速やかに改善します

《用法》

作用か緩和ですので、降圧効果を比戟的早く望まれる場合には、他の適：

降圧斉|｣との併用で治療を開始します。一定の降圧効果が得られた後は、島

に本斉|｣の単独維持療法にきりかえれば、不快な畠'｣作用発生の心配なく好

外来療法が可能です

《包装》糖衣錠(7.罰9):120錠(6錠×20)600錠(6錠×100) 1500錠(6錠×

薬価基準一糖衣錠(7.5mg) 1錠当り25.6C
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